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住宅・都市整備公団による「石岡都市計画事業南台土地区画整理事業」は時

代の要請に基づくものでありますが，一方，地域開発と文化財の保護をどのよ

うに調和させていくかが大切になっております。

このようか珠事業地内に存在する埋蔵文化財について記録保存するため，

昭和54年度より財団法人茨城県教育財団が，日本住宅公団（現住宅e都市整備

公団）から委託を受けて発掘調査を実施いたしました。この調査により，原始

古代の遺構e遺物等多くの資料が検出され，郷土の歴史の解明に大きな成果を

あげることができました。

この報告書は，昭和54年度後半から昭和56年度初頭にかけて発掘調査を実施

した「石岡都市計画事業南台土地区画整理事業」地内の遺跡について，本年度

に整理e執筆したものであります。この報告書が上梓されるまで種々御協力を

いただいた住宅・都市整備公団，石岡市教育委員会，地元関係者及び御指導い

ただいた茨城県教育委員会の各位に対し，深甚なる感謝の意を表します。

おわりに，本書が学術研究の資料としてはもとより，教育・文化の向上の一

環として広く活用されますことを期待いたします。

昭和57年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　大　金　新　一



例 に瑠

1本書は，財団法人茨城県教育財団が日本住宅公団（現住宅・都市整備公団）との委託契約に

基づいて，昭和54年12月～56年6月にわたって実施した「石岡都市計画事業南台土地区画整理

事業」に伴う埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

2　昭和54－56年度の「石岡都市計画事業南台土地区画整理事業地内埋蔵文化財発掘調査」に関

する組織は，次のとおりである。

3　本書における土層及び土器の色相は，『新版標準土色帖』（農林省農林水産技術会議事務局

監修e財団法人日本色彩研究所色票監修）を使用し，実測図内には記号化して表した。

4　遺構実測図において，炉跡を

磨痕を と表した。

と表した。石器実測図においては，

5　本報告書で使用したレベル値は海抜高であり，住居跡・土壌・ピットなどの深さは，それぞ

れの確認面からの計測値である。

6　本報告書で使用した記号は，下記のとおりである。

S　「住居跡　　SK　上墟　　SX　方廿州摘抑誹封　　S［）溝状遺構　　P l二　つ、

7　発掘調査後の資料の整理や報告書の執筆・作成は，各関係者の協力を得て，山本静男が実施

した。

8　発掘調査や出土遺物の整理等に際して，御指導や御協力を賜わった関係諸機関・各位に深く

感謝の意を表したい。
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第且章　調査経緯

調査に齢たる経過

常磐線と鹿島鉄道鉾田線に囲まれた筑波山の見える丘陵地に，景観道路。菜園付住宅地等を計

画し，また研究学園的施設等を誘致ずることによって特徴づけられた住宅市街地を形成し，石岡

市の市街地整備の一一一一一端を担おうとする「石岡都市計画事業南台土地区画整理事業」が，当時の日

本住宅公団により昭和9年に計画された。施行地区に含まれる区域は，茨城県石岡市大字石岡及

び東田車の各一…一部である。この74．3haに及ぶ南台土地区画整理事業区域内の埋蔵文化財包蔵地の

状況については，昭和49年に茨城県教育委員会が分布調査を実施した。

茨城県教育委員会は，開発の著しい地域における埋蔵文化財包蔵地の現況について，昭和53年

に再度分布調査を兼ねた確認調査を実施した。この調査結果に基づき，茨城県教育委員会の石岡

市教育委員会の日本住宅公団が南台土地区画整理事業区域内の埋蔵文化財包蔵地の取扱いについ
ビョウザキ　　　　シンfケダイ　　　　ツシW7ツカ　　　　オオヤス

て協議を重ねた結果，「兵略遺跡」。「新地台遺跡」の「対馬塚遺跡」e「大谷津Å遺跡」e
トヤマ

「大谷津B遺跡」の「大谷津C遺跡」の「外山遺跡」について現状保存が困難をため言己録保存

をとることで合意した。

これに基づいて，昭締4年初日二日本住宅公団と茨城県教育財団との間で，石岡南台地区に存

在する埋蔵文化財包蔵地に係る発掘調査業務についての委託契約を締結し，茨城県教育財団は，

調査第1班を配置して南台地区の上記遺跡の発掘調査を実施することにした。

尚，日本住宅公団は，昭和56年ユ0月1目付をもって宅地開発公団と統合しタ　新たに「住宅。都

市整備公団」として発足した。これに伴い，従来の契約によって生じた権利0義務は，そのまま

新公団に承継されることになった。

望　調査の経過

（、＝　調査区画と調査方法

調査区設定は，調査対象区域内に設定さ

れている日本住宅公団杭　A膵）を基準と

して定め，真北組自二Ⅹ軸資　東西にⅤ軸の

40m四方の太調査区を設定し，さらにその

太調査区内を4m四方の小調査区に分割し

た。すなわち，40m四方の一一一大調査区に100
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第1図　大調査区名称図
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第2図　小調査区名称図

個の小調査区が設定されるわけである。

調査対象遺跡内の調査区設定は全てこの

ように定めた。

また調査区名称は，大調査区において

北から南へアルファベ、ソト大文字で「A」

e「B」e「C」………，西から東へ数

字で「1」・「2」。「3」………と表

現し，小調査区においても北から南へア

ルファベット小文字で「a」e「b」・

「C」………「i」・「j」，西から東へ

数字で「1」e「2」e「3」…・…「9」e

「0」と表現し，小調査区の固有名称を

「Alal」e「B2d3」e「C3d。」のように

表した。

発掘方法は分層調査で実施し，さらに遺構の場合，竪穴住居跡については原則的に四分法，土

壌等については二分法で実施した。

（2）調査経過

調査担当者は，日本住宅公団南台地区開発課事務所や石岡市教育委員会などと連絡をとりな

がら，発掘調査に携わる作業員の募集，調査事務所の建設，発掘器材の搬入，調査区の設定等の

諸準備を進め，昭和54年12月11日より作業員を投入して「兵崎遺跡」の発掘調査を開始し，続い

て「大谷津A遺跡」，昭和55年度には，「対馬塚遺跡」，「大谷津B遺跡」，「大谷津C遺跡」，

「外山遺跡」，昭和56年度は，前年度からの継続調査となった「外山遺跡」の発掘調査を実施し，

6月末日で終了した。

遺　 跡　 名 所　 在　 地 面　 積

［（粛

ー昭和54年度 昭　 和　 55　年　 度 昭和56年度

12 1 2　3 4　5　6　7　8　9 10 11 12 1 2　3 ；4　5　6
l

兵　崎　遺　跡 石岡市大字石岡字兵崎3703－7他
［i10，000

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Il　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
大谷津A 遺跡 石岡市大字石岡字大谷津4122－ 5他 5，000

1

口 □ lllllll
対馬塚遺跡 石岡市大字石岡字対馬塚4075－4 他 2，315

j　 i

大谷津B 遺跡 i石岡市大字石岡字大谷津4094－2 他 i
日 ，479 i＋ i

大谷津C 遺跡 ！石岡市大字石岡字 i大谷津4087－1 他
660 i □

I外　山　遺　跡 石岡市大字東田中字外山1496－6 他 13，212 i
⊂ ＝ ＝ ＝ コ ［∃
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第2章　位置と環境

瑠　地理的環境

石岡市は茨城県のほぼ中央にあり，筑波連山の東方，霞ケ浦の北西端に位置し，東西12．9km，

南北10・4玩総面積63．3k戒を有し，北は八郷町e美野里町，南は出島札束は玉里札西は千代

田村に接し，国道6号線が市中央部を通っている。

当市は，市の西部にある竜神山から霞ケ浦沿岸にかけての石岡台地と，霞ケ浦の高浜入江の南

側にあたる筑波山系の南端が東にのびきった末端台地の三村e関川台地と，この二つの台地には

さまれた恋瀬川の河口である高浜入江の低地を含めた地域からなっている。さらに石岡台地は，

柿間盆地から東南流して霞ケ浦に注ぐ恋瀬川と右方の園部川とにはさまれた標高25m前後のほぼ

平坦な洪積台地であるが，市北西部の柏原池を水源として市内中央部を流れ，高浜地区で霞ケ浦

に流れこむ山王川によって二分されている○この台地は，それら河川の支谷によってさらに樹枝

状に刻まれて浅い沖積低地が形成されたり，谷頭には水田が開かれている。

このたび発掘調査を実施した「兵崎遺跡」ほか6つの遺跡が存在する石岡南台地区は，この石

岡台地部に属し，東京都心から北東約70km，水戸から南西約27km，石岡市街地中心部から南東約

1・5kmの位置にあって，北側は鹿島鉄道鉾田線，南側は国鉄常磐線に接している。標高は6m～26

mで，緩やかな台地と樹枝状に入りこんだ低地からなっている。地質は，台地部は関東ロームに

覆われ，以下粘土層e砂層で構成され，低地部は腐植土層に覆われ，以下沖積粘土層・砂層で構

成されている。現況は，畑e田・山林が主で85％を占め，その他は公共用地や原野等に利用され

ている。特にめだっ植生群は射、が，樹種としてほ，一部の台地傾斜部にアカマツ。シラカシな

どがみられる。

「兵崎遺跡」は，山王川に半島状に突き出した舌状台地の縁辺部に位置し，南台地区開発地域
バラキ

内の北西部にあたる。南西側に国鉄常磐線をはさんで茨城の住宅地が，北側に鹿島鉄道鉾田線を
ヒョウザキ

はさんで兵崎の集落が形成されている。本遺跡は，標高約24mでほぼ平坦をなしているが，南西

側は低地に向かって急傾斜を呈す。現況は畑地であるが，周辺は山林となっている。
オオヤス

「対馬塚遷軌　e「大谷津A遺跡」・「大谷津B遺跡」・「大谷津C遺跡」は，大谷津の集落
－’、　　　　　　　　　　　、．‾　　　‾　＿．一　一　　　　、∴’‥　’‾‥」　　　　′「ト！‥　〉′〕－ノ■一

査＿ら北東へ約300m，山王川より入りこんだ谷津の奥部，同一台地上の東縁辺部にそれぞれ位置
べふ一サー甑～悔‰蝋…廟㌦…卵珊軽げ呵伊甥

し，標高は約2無でほぼ平坦をなしているが，低地との比高は10～15mあり，台地部から低地に
溌ヱ

向かって傾斜を呈す。各遺跡内は畑地として利用されており，「大谷津B遺跡」はゴボウ耕作の

トレンチヤーによる撹乱がみられ，遺構e遺物の保存状態はよくない。

「外山遺軌は，山王川に突出する半島状の台地突端部に位置し，南台地区開発地域内の東南

－　3　－
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第4図　大谷津A遺跡・対馬塚遺跡・大谷津B遺跡・大谷津C遺跡全体図
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第5図　外　山　遺　跡　全　体　図
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端にあたる。現況は畑地であるが，周辺は栗畑や荒地e山林となっている。小支谷をはさんで北

方に「大谷津A遺跡」e「大谷津C遺跡」が望見でき，南方には「ぜんぶ塚古墳」や「東田中貝

塚」が存在する。

2　歴史的環境

霞ケ浦沿岸は歴史の宝庫といわれ，古くから考古学的調査の対象となり，先史文化の解明に大

きな役割を果たしてきた。

石岡市史によると，洪積世の先土器時代の遺物が「宮平遺跡」から発見されたといい，「正月

平遺跡」からはナイフ形石器が採集された。

洪積世から沖積世にうつり縄文時代に入ると，支谷の奥部や台地の縁辺部付近に多くの遺跡の

存在がみられる。昭和54年度に茨城県教育財団（以下「当財団」という）により発掘調査がなさ

れた「宮部遺跡」からは縄文草創期の表裏縄文土器が出土している。縄文早期の遺跡としては，

田戸下層式土器を出土した「染谷遺跡」，茅山式土器を出土した「高根貝塚」や「三村地蔵窪貝

塚」が存在し，縄文前期の遺跡としては，恋瀬川水系台地上の「狐塚遺跡」からは前期前半の開

山式土器や石鉄およびその剥片が多量に出土されている。また，山王川の沖積地がみえる半島状

の台地上にある「北ノ谷遺跡」や，園部川にのぞむ台地上に位置する「根当西遺跡」からほ諸磯

式土器や浮島式土器が出土している。南台地区の各遺跡の縄文遺構e遺物は，この時期に比定で

きる。縄文中期の遺跡としてほ，恋瀬川にのぞむ台地上の「餓鬼塚遺跡」，国府跡発掘調査によ

り確認された「元貴地遺跡」，竜神山麓の「波付岩遺跡」などが存在し，阿王台～加自利E式土

器を出土している。また，園部川右岸にのぞむ台地上に位置する「東大橋原遺跡」は，昭和52年

から石岡市教育委員会により発掘調査が実施され，フラスコ状土壌群を有する遺跡で，時期的に

も阿王台～カ帽利EI式土器を出土している。縄文後期は，霞ケ浦周辺の台地上に貝塚を伴って営

まれ，広範囲にわたって土器の散布が認められている。堀之内式土器を出土している「御前山遺

跡」，「海老坪遺跡」，「下宮遺跡」などの存在がみられる。しかし，縄文晩期の遺跡・遺物は

現在確認されていない。

弥生時代の遺跡e遣物は極めて少ないが，東田中の見える丘陵の縁辺で今は畑地となっている

「関戸遺跡」から脚台付婆形の弥生土器が出土している。当財団が発掘調査を実施した「外山遺

跡」からは弥生の住居跡が検出されている。現状では，弥生時代の遺跡数は少ないが，分布調査

によって増加することは予想される。

古墳時代カら奈良時代にかけては，霞ケ浦北部地域一帯は茨城県下でも遺跡分布が最も密なと

ころとして知られ，拝に石岡市は，常陸国府として栄え，「国街」e「国分寺」e「国分尼寺」

－　7　－



などがおかれたところで，常陸国の政治e文化の中心地であった。また，竜神山麓にある「染谷

古墳群」，土師器や須恵器の出土がみられる「狐塚遺跡」e「泉台遺跡」・「下坪遺跡」，恋瀬

川に面する台地には，県内最大の大きさを誇る前方後円墳の国指定史跡「舟塚山古墳」，そこか

ら約300mの距離をもって相対している前方後円墳の「愛宕山古墳」，白鳳時代末期に建立された

と推定されている小目代の「茨城廃寺跡」など遺跡が多い。さらに，昭和54年度から当財団が発

掘調査を実施した「鹿の子C遺跡」は，8世紀から9世紀の国府関係遺跡とみられる。いずれも，

常陸国の中枢地としてこの地が台頭してくる素因を語る遺跡といえる。そして，その背景には，

霞ケ浦沿岸から恋瀬川e園部川の流域を含めた肥沃豊穣な穀倉地帯をもととした生産力の高揚が

あったことと考えられる。

参考文献

「石岡市史」

「日本地誌5」　関東地方総論　茨城県　栃木県　二宮書店　昭和50年3月

「石岡市東大橋原遺跡」　石同市教育委員会

「仏教芸術」103号　文化庁文化財保護部記念物課　三輪嘉六

「茨城県遺跡地図」　茨城県教育委員会　昭和52年3月

遜　腰序

石岡市南台地区の各遺跡は比較的平坦を台地との突端部に位置している。ローム層までほ比較的

浅く単純な層序をしている。しかし，褐色土は赤みがかっているものとやや黒みがかっているも

のとがあり，遺構を確認するにあたり困難をきたした。また，最近まで畑地として利用されてい

たため，表土層つまり耕作土の堆積が相対的に多い。基本的層序はI層（耕作土）。Ⅲ層（褐色

土）eⅢ層（暗褐色土）eⅣ層（ローム）の4つの層から成り立っており，縄文時代の遺構はⅢ

層目，弥生。古墳e歴史時代の遺構はⅢ層目で確認されている。

本調査の中で検出された住居跡の土壌の覆土は下記のように分類して言雪中に数字とアルファ

ベット小文字で表現した。

軋　土層の締りe粘性等については，遺構の説明文の中で述べることにした。

色調

1　褐色土

2　暗褐色土

3　極暗褐色土

4　黒褐色土

ローム粒子

多量のローム粒子

ローム（小）ブロック

多量のローム（小）ブロック

ー　8　－



第．6図　石岡市内遺跡位置図および遺跡名一覧表

番　 号 追　 跡　　 名 種　　　 類 時　　　　　　 代

1　　 碁　石　沢 遺 跡 包　 蔵　 地 縄文（中）

2 村　 上　 追　 跡 製　 鉄　 跡 土師 ・須恵

3 根　当　西 追 跡 集　　 落　 跡 縄文（前）

4 正　 上　内　追 跡 包　 蔵　 地 縄文（前）

5 柏　原　西 追 跡 包　 蔵　 地 縄文

6 宮　 平　 追　 跡 集　 落　 跡 先土器 ・縄文（中 ・後）

7 波　付 岩　遺 跡 l 包　 蔵　 地 縄文 （中）

8 ご　染 谷 古 墳 群 古　　　　 墳 古料 －

9 染　 谷　 遺　 跡 包　 蔵　 地 ；　　 縄文 （早）

10 互瓜　 塚　 追　 跡 包　 蔵　 地　　 縄文（前）・土師 ・須恵

11 ［高　 根　 貝　 塚 貝　　　　 塚　　　　　　 縄文（早）

12 餓 鬼‾車 重 跡 ［集 ‾卓 二 跡　　　 縄文（早）

13

14

宮　 部 F 遺　 跡 l 集　 落　 ‾跡　　 縄文（草創 ・早 ・前）

鹿 のイーA 遺跡 集　　 落　 跡　　　　　　 歴史

15　　　 鹿 の 子 C 遺 跡　　 集落 ・工房跡　　　　　　 歴史
†　－－ ‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾一十　‾‾‾‾16 北 ノ　谷 遺 跡 ［ 包　 蔵　 地　 －1 縄文 （前）・土師 ・須恵

17 l

18 （

常陸国分尼寺跡

歴史

縄文 （中）

常陸国分僧寺跡

19 元　貴 地 遺 跡

20 国　　 府　　 跡 国　　 街　 跡　　　　　　 歴史

21

22

23

泉　 台　 遺　 跡 1 包　 蔵　 地　　　　 土師 ・須恵

行 里 川 追 跡　　 包　 蔵　 地 〕　　 縄文 （前）

椴 小 屋 遺 跡　　 包　 蔵　 地　　　　　　 縄文 （中）

24 上 人 塚 遺 跡　 j　包　 蔵　 地　　　　　 縄文 （前）

25 束 大 橋 原遺 跡　　 集　　 落　 跡 l 縄文（中）
⊥－26 ： ド　 坪　 遺　 跡　　 包　 蔵　 地 1二師 ・3頁恵

27　　　 新　池 台 追 跡 l 集　 落　 跡　　　　　 縄文（前）

28　 l 大 谷 津 A 遺 彿‾十 集　　 落　 跡　　　　　　 縄文（前）

29 大 谷 津 B 遺 跡 集　 落　 跡 l　　　 縄文（前）

30

3 1

対 馬 塚 遺 跡 1 集　　 落　 跡 縄文（前）

兵　 崎　 追　 跡 集　　 落　　 跡 縄文（前）・歴史

32　　　 茨 城 廃　 寺 跡 寺　 胱　 跡 l　　　　 歴史

33　 1

34

舟 塚　 山　古 墳

愛　宕　山　古 墳

古　　　　 墳 古墳

古　　　　 墳 古墳

35　 ，

36 l

外　 山　 遺　 跡 集　 落　 跡 （縄文（前）・弥生 ・古墳

ぜ ん ぶ 塚 古 墳 古　　 画 十 一一 一一盲 嘉一 －－

37 東　田　中　日　塚 苦 言 君 二一一一一票 ＝ ＝

貝　 ‾T‾38 関　 戸　 遺　 跡

39

4 0

培 霊 霊 訂 亨 事 芸 「 ・窓 。＿判

41 正　 月　平　遺 跡 集　 落　 跡　 j　先土器 ・縄文 （中 ・後）

42　　　 下　 宮　 遺　 跡　　 包　 蔵　 地 縄文（後）

43　 1 御　前　山 遺 跡　　 包　 蔵　 地　　　　　 縄文（中 ・後）

44　　　 海　老 坪 遺 跡　　 包　 蔵　 地　　　　　 縄文（中 ・後）

45　　 冨 土 台 遺 跡　　 包　 蔵　 地　 L　 縄文 ・弥生 ・土師
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5　明褐色土

6　黒色土

7　暗赤褐色士

8　赤褐色土

9　にぷい赤褐色土

10　極暗赤褐色土

11　明赤褐色土

12　赤色土

13　撹乱

C　ローム粒子・ローム（小）ブロック

d　ローム（粒子・ブロック）・廃土粒子e炭化粒子

e　ローム（粒子eブロック）e焼土粒子（焼土）

f　ローム（粒子・ブロック）・炭化粒子（炭化材）

g　ローム（粒子。ブロック）e焼土e炭化材

h　　ローム

1　焼土

j　その他
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第3童　遺構と遣物

遺構己こつもも‘∈事

1　竪穴住居跡

○　調査区の表示は，その遺構の確認された最も広い部分を占める調査区名を1つだけ表示した。

○　方位e規模の表示は，主軸方向の明確なものは「主軸方向」，轄円形状のものは「長径方

向」と表現した。規模は掘りこみ面をもって計測した数値を記述した。

○　壁高およびピット等の深さは，それぞれの現存計測値である。

○　プランの不明瞭なものは，その推定範囲を一一一一一一一一一一一一一一で表示した。

○　遺構実測図のレベルの掲載については，同一一一遺構は同レベルとし，一一一㌔つの記載をもって表

示した。

2　土壌

○　大谷津C遺跡以外の各遺跡の検出土壌については，すべて一覧表にして表現した。

○　形状・規模は，開口部（上部掘りこみ面）の状態とその計測値である。

○　壁面については，70－90物角度で外傾して立ちあがる場合は「垂直」と表現した。

○　一覧表中の関連図版は，図一遺構実測図を指している。

遺物について

1　土器・土製晶

○　実測したものについては，遺構別に一覧表にまとめた。拓影図については，一括的に簡潔

な表現で記述した。

○　遣物実測一覧表中の表現は，下記の通りである。

◎　法遺　A一口径　B一現高　C－底径を指し，単位はcmである。尚，（）は推計値で

ある。

◎　特徴　ローロ縁部　頸一頚部　胴一胴部　底一底部を指している。

◎　備考　完存率を表した。

○　遺物拓影図断面の◎は，繊維を含んでいることを示している。

2　石器類

〇　第4童「まとめ」のところで述べてある。

3　遣物写真については縮尺ガを原則とし，それ以外の縮尺はそれぞれ表示した。（例S＝ガ）

－12　－



第瀾節　兵　疇　遺　跡

第7図　兵崎遺跡遺構配　置図

－13　－



瑠　竪穴住居跡

第1号住居跡（第8図）

本住居跡はBli8調査区を中心に確認されたもので，遺跡西端に位置し，南西側約5mのところ

に13号土壌が存在する。

主軸方向はN－51とWを指し，長軸3．95m e短軸3。45mの隅丸方形を呈している。壁高は北側

で20－27cm，南側で13－16cmを側り，壁はややゆるやかに外傾して立ちあがっている。南壁が低

いのは，地形が南側に向かって傾斜しているためである。床面はロームで平出であるが，炉跡周

辺がやや低くなっている。これは踏み固められたものと考えられる。炉跡はほぼ中央に検出され，

長径48cme短径38cmの不整楕円形を呈し，床面を7cm程掘り窪めた地床炉で，焼土ブロックを含

み炉床は硬く焼けている。ピ、ノトは壁自こ位置する群と壁から離れて位置する群とに分けられる。

前者は22か所検出され，ピット間の距離は一一一定していないが，一周している。ほとんどは径13－

20細・深さ11～22cmを測るが，Plは径25cmo深さ46。5cm，P2は径22cme深さ53cmと大きく深い。

15か所の掘り方が内側に傾いており，柱が内側に向かって傾斜して立てられていたものと考えら

れる。後者は5か所検出され，P3～質は主柱穴と考えられるが，P6。P7ほ判然としない。南東壁

旦し一ご2忘由り

第　8　図　　第1号住居跡実測図
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下中央やや南寄りに位置するP8は貯蔵穴で，長径45cm・短径35cm・深さ11cmの楕円形を皇す。住

居跡内の覆土は大きく3層に分かれ，上層に暗褐色土，中・下層に褐色土が自然堆積している。

遺物は縄文早・前期の土器片が覆土中から，弥生土器片が床面近くから出土している。いずれ

も量的には極少量である。

本住居跡は，出土遣物等から弥生時代後期の遺構と思われる。

〃
相
当

ーり＼

さ、Jて
＿、’・ヽヽ　　　　ノ

雫、ノ：一号

0
日
目
〓
日
当 10cl一

第　9　図　　第1号住居跡出土土器拓影図

出土遺物（第9図）

1～4は弥生土器の長岡式に比定されるものと思われる。1は壷形土器の胴部で，器厚は5mm

で二次焼成をうけている。頭部は4本の栴歯状具による鋸歯状文，胴部には付加条縄文が施文さ

れている。2～4は胴部の小破片で，付加条縄文が施文されている。5～7は縄文早期後薬の広

義の茅山式に比定される土器で，胎土中に繊維を含み，厚手である。表裏器面が若干剥落してい

るが，5・7は表裏とも条痕文が施文され，6は州旧二繊維痕を有す。8はまばらな撚糸文を，

9は波状文の上に半裁竹管具による刺突文を縦位に配している。
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2　土壌

本遺跡で調査した土壌は115基にのぼったが，ほとんどが現代に撮られたものであった。その

ため，それらを除いた16基の土壌をここでは取り扱うことにし，順次土壌番号を整理し，一覧表

と実測図作成を行った。遺物の出土もなく，時期不明なものが多い。

土　壌　一　覧　表

孟警調査区i規模（m）」形状　長径方向霊に、忘i底面】壁面出土遺物（時期）関連図版

l1 5［
、　、．2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　水平乎：坦　垂l

十　 0 車 巨 亡 ＝ 唇4－C3g3王・48×1・16両蒜下請下1「蒜可読√‾‾一三議

1 亘 巨 ヰ 亡 車 車 「可可√司るやか－　　 ～第10図

至 3詰 ×1・0与円　形亘 五 重 尋 亘 「…「 議
】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

20 】　　　 －　　 … （阿王台）

8 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 －　　 直i＋ ＋ ＋ i

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i
9
E　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［

［

寸 言 言 8車 重 唇 幸 H 尋 妄 「‾‾‾‾一 十‾一‾▼
！第10図

ー…一一一一一　…・一一一一「一一一一一　一一一…”……〃F－…一m′”一十…　一一一・
12 B3h6 1・21×0・76 楕円形N‾3〇‾E 12　0＋水平平坦

巨蒜「‾‾苓議

丁 読 詰 ．9言。．4㍍ 倍音㌃N二義五千㌃「完‾‾水平平坦垂　直　　　 第11図

14　C3e9 1・25×0・68 不整楕円形N‾60‾W　24　0　皿　状iゆるやか　　　　　 第11図
‾‾．‾ ‾ ㌃㍍孟訂㌃言下…‾‾‾ム‾‾‾嘉議

15 C3告 0・85×0・73 不整円形N－0。 35十0

完”C市 ・93×0・こ5蒜 声 司 声 音 キ ‾す…‘“‾‾‘士議
H　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

ー16　－
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第12図　第7・9号土墳出土土器拓影図

第1号方形周溝状遺構（第14図）

本遺構は大調査区B3・C3区にかけて確認されたもので，遺跡の東側に位置し，北東側に2

号方形周溝状遺構が隣接して存在する。

南北方位はN－28とWを指し，平面形状は，長軸11・5m・煩由11．2mと南北・東西ともほぼ等

しい正方形を呈している。外辺・内辺とも直線的で，各コーナーは隅丸形を呈す。北西コーナー

の内周が拇乱のため段状になっている0掘りこみ方は「u」形で，溝は完全に－凋する。

周溝の上幅は90～140cm，底面の幅は40～55cm言采さは55～70cmを測る。底面は中央部がやや深

くをっており，方休部側のたちあがりが外周部側より急である0溝内の覆土は，多畳のローム粒

子を含む褐色土と上層の一部に暗褐色土が自然堆積している。
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方休部の北西コーナー付近に1基の土壌がみられるが遺物の出土はなく，土壌の性格は不明で

あり主体部となるかどうかは判然としない。その他に7か所の土壌状落ちこみがみられるが，調

査の結果，いずれも現代に掘られたものであった。

遺物は，溝内・方休部からわずかに縄文土器の小破片が数点出土しただけである。本遺構に関

係する遺物の出土がみられないので時期や性格は不明であるが，形態などから2号方形周溝状遺

構と同一時期のものであろう。

第2号方形周溝状遺構（第15図）

本遺構は大調査区B3・B4・C3・C4区にかけて確認されたもので，遺跡の東端に位置し，

南東側が1号溝と重複し，西側に1号方形周溝状遺構が隣接して存在する。重複遺構の新旧関係

は，溝が新しい。

南北方位はN－25とWを指し，平面形状は，長軸12．6m・短軸12。2mと南北・東西ともほぼ等

しい正方形を呈している。南北コーナー付近の外周がやや曲線的だが，ほとんど外辺。内辺とも

直線的で，各コーナーは隅丸形を呈す。しかし，各辺とも撹乱をうけている。掘りこみ方は「U」

形で，溝は完全に一一一〃一周する。周溝の土幅は120～160cmの底面の幅は60～100cm・深さは40～60cm

を測る。底面はほぼ平射で，方休部側の立ちあがりが外周部側より急である。溝内南西コーナー

付近に小ピットが2か所検出されている。また，束溝の中央と南溝の東側が南北に1号溝によっ

て切りこまれている。溝内の覆土は，ローム粒子を含む褐色、士と上層の一一一一一部に暗褐色土が自然堆

積している。

方体部言毒内に」二墟状落ちこみが10か所みられたが，調査の結果，いずれも現代に掘られたも

のであり，主体部は確認できなかった。

遺物は言毒内南西コーナー付近から底面よ帰省、た状態で須恵器の杯が出土している。墳丘土

の崩れとともに遺物も転落したものであろう。

第13図　第2号方形周溝状遺構出土遺物実測図
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第2号方形周満状遺構出土遺物解説表

第瑠号溝（第瑠6図）　本溝は大調査区B4e C3e C4区で確認され，遺跡東端を北から南

南西に伸び調査区域外へも伸びている。第1層の表土層を除去すると不明確であるが褐色土の落

ちこみが確認され，第2層が掘りこみ面となっている。

B4区のエリア内に確認された溝の始まり部の主軸方向はN－9CJEを指し，南方へ3m程の

ところからN－200－Eにかわり，5．5mぐらいのところからほぼ南方へほとんど直線的に伸びて

いる。C3e C4区で2号方形周溝状遺構を切りこみ，さらにC3go調査区付近から南側の谷津に

向かって急に落ちこんでいる。

溝の上幅は30－80cm程で，掘りこみ面から底面までの深さは25－40cmを測る。壁はいずれも70

～800の傾きで立ちあがり，底面はローム質土でほとんど皿状を呈し，それほど硬くほ締っていな

い。南側で傾斜部を掘りこんでいるため底面のレベルが異なり，北端と南端の高低差は工2mあ

り，北から南へ向かって低く傾斜をなしている。

溝内の覆土はいずれも自然堆積の状態を示し，褐色土が堆積している。ローム粒子・ローム小

ブロックと極少童の炭化粒子e炭化物等を含有し，上層部に比較的締っているところもみられる

が全体的には締りは弱い。

溝内からの遺物の出土はなく遺構の性格については不明である。時期的には2号方形周溝状遺

構との重複関係から，国分期以後に掘られたものであろうと考えられる。
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第1号方形周溝状遺構土層解説
A－A′

1．褐　色　ローム粒子・黒色土粒子・イエローパミスを含む。

5．褐　色　ローム粒子・イエローパミスを含む。

6．ク　　ローム粒子（多量ト黒色土ブロックを含む。

2・暗褐色　ローム粒子・黒色土粒子（多量）・イエローパミスを含む。　7．ク　　ローム粒子（多量）・ロームブロックを含む。

3．褐　色　ローム粒子・黒色土粒子・イエローパミス・黒色土ブ　　　C－C′

ロックを含む。

4．褐　色　ローム粒子・黒色土ブロックを含む。

B…B′

1．暗褐色　ローム粒子・黒色土粒子（多量）・イエローパミスを含む。

2．褐　色　ローム粒子（多量）・イエローパミスを含む。

3．ク　　ローム粒子・黒色土粒子（多量）・イエローパミスを含む。

4．　ク　　　ローム

1．暗褐色　ローム粒子・黒色土粒子・黒色土ブロック・イエロー

パミスを含む。

2．褐　色　ローム粒子・黒色土粒子・黒色土ブロック・イエロー

パミスを含む。

3．ク　　ローム粒子（多量）・黒色土娘子を含む。

4．ク　　ローム粒子・黒色土粒子を含む。

第掴図　第1号方形周溝状遺構実測図
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第2号方形周溝状遺構土層解説

C－C′

Lrl　　　　ノー′　　　　　　　　　　　　　　　J′1一　‾ノブ　　　　「Jl　ノァ　　F　、レL　′　　　　　　′　　＿”小　一＿＿－1

i．緑　色lトl∴粒子∴黒色i．粒J∵・仁山トーノ、ミ1ノこ

の異色土ブロックを含む。

2．ク　　ローム粒一打多量巨異色土粒子・黒色土ブ

ロックを含む。

3．ク　　ローム粒子・黒色土粒子・黒色土ブロック

を含む。

4．ク　　ローム粒子十計量）・ローム小ブロックを含む。

l）I）′

上　暗褐色　ローム粒子・窯色土粒子（多量巨イエロー

パミス・黒色土ブロックを含む。

2．褐　色　ローム粒子（多量）∵黒色土粒子・イエロー

パミスを含む。

ローム粒子・黒色土粒子・イエローパミス

・黒色土ブロックを含む。

ローム粒子（多義）・黒色土粒子・異色土ブ

ロックを含む。

ローム粒子（多義）・黒色土粒子・黒色土ブ

ロックを含む。）

Il∴一・E′

1言甘褐色　ローム粒子・黒色士粒子・イエローパミス

・黒色土ブロックを含む。

2．褐ケ色　ローム粒召多畳）・黒色土粒子・黒色土ブ

ロックを含む。

3．　ク

4．撹乱

111　F′

上　褐　色

2．　ク

3．　ケ

4．　〃

5．　ク

ローム粒子・黒色土粒子を含む。

ローム粒子・黒色土粒子・黒色土プロノク

を含む。

ローム粒子・異色土粒子・イエローパミス

・異色土ブロックを含む。

ロ…ム粒f一・黒色土粒子・イエロトーパミス

・黒色土ブロックを含む。

ロ…ム粒子・黒色土粒子移量）を含む。

ローム粒子（多量「黒色土粒子・黒色土大

ブロックを含む。

第15図　第2号方形周溝状遺構実測図
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第1号溝土層解説

A－A′

1．褐　色　ローム粒子・ローム小ブロックを

含む。締りが有る。

2．　ク　　ローム粒子・ローム小ブロック

（多量）を含む。締りは弱い。

B－B′

1．褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック・

焼土粒子・炭化物を含む。

2・ク　　ローム粒子・炭火粒子（多量）を含

む。

3．ク　　ローム粒子・ローム小ブロック・

炭化粒子を含む。

4．　ク　　ローム粒子・ローム小ブロック

（多量）を含む。

第16図　第1号　溝　実　測　図

C－C′

1．褐　色　ローム粒子を含む。

2．ク　　ローム粒子・炭化物を含む。

3．　ク　　　ローム

4．ク　　ローム粒子（多量）・ローム小ブロ

ックを含む。

5．　　　　　ソフトローム
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第2節　夫谷津風遺跡

第17図　大谷津A遺跡遺構配置図
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竃　竪穴住居跡

第1号住居跡（第18図）

本住居跡はCl帰属査区を中心に確認されたもので，遺構群の北西端に位置し言南西側に32号土

壌が隣接して存在する。

主軸方向はN－53とWを指し，長軸4・7m弓短軸且7mの不整四辺形を呈している。東壁の立ちあ

がりははっきりしているが，北壁のルー部は撹乱をうはて削り取られている。壁面はややゆるやか

に外傾して立ちあが／）ている。床面は全体的に柔らかいが，炉跡周辺は硬く締っており，ほぼ平

出である。炉跡は中央よりやや東側に検出され，長径115cm・短径65cmの梧円形状を呈し，床面を

20cm程掘り窪めた地床炉で，焼土を含み炉床は硬く焼けている。炉跡内に小ピット4か所有す。

床面土に24か所のヒットが検出されたが，捕三穴は不明である。ヒットの最深部は先細りが多い。

住居跡内の覆土は，褐色土が自然堆積している。

遺物は多量の縄文前期の土器片が出土している。主に，中央部から北側にかけての出土が多く

みられ，南側からの出土はほとんどない。

本住居跡は言Iは二遺物等から縄文時代前期の浮島期に比定される遺構と思われる。

出土遺物（第19＼24図）

出　土　遺　ノ物　解　説　表（窮柑図）

遺構i縮 i　　　 ～　 器 形 の 特 徴

昌 一－…一一一一一・三”一一二 週 鍵 箪 翠 空 空 内面‾ナデ　 砂礫

i2
且 震 湛 孤 霹 内面－ナデ　　普通・砂粒橙吊認諾讐

普通・砂粒・内－
最 高 縁部20％

舞＿ 第19図‾ 3

黄橙

（縄　　 文） B ll ．4

胴・F 半…無文。
4 深鉢形土器 B 12・7　　　　　　　　 宋雷二二三て鑓　 普通禦 悪 調 乱 完 箆

（縄 文） C 9°5　　　　　 墓票差警部の境釦ま リア 鞘 19這－ 4

第20図1・2は輪積痕を残し，その下端にヘラ状共による刺突文を加えている。3～6は平行

洗練文を横引き・鋸歯状e弧状に施文している。7－18と第21図1－15は変形爪形文を有してお

り，第20図7－9e12・13・17・18と第21図1～4e9は平行洗練文，第21図13～15は刺突文と

それぞれ組合せて文様を構成している。16－22と第22図1～11は連続爪形文を有しており，平行

洗練文・貝殻文・刺突文等と組合せて文様を構成している。第22図12e13は3本の洗練文の上に
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円形件管文を縦位に押捺している。14は有節洗練文と弧状文を施し，その上に円形竹管文を押捺

している。15～19と第23図1～3は沈線文を横引き。弧状e格子状・波状に施文しているも　第23

図4～6ほ有節沈線文を施し，5ほ地文に撚糸文を有している。7・10－12は連続爪形文，8・

9ほ変形爪形文を施文している。13は微隆帯を設け変形爪形文を施文している。14は浮線文の上

にヘラ状具を回転させている。15～20と第24図1は貝殻文を施文している。第24図2は無文でヘ

ラナデがみられ，3ほ半裁什管具による平行列点状文が施されている。4～22は底部である。

旦L＝24．2m

第18図　第1号住居跡実測図

2　土墳

本遺跡で発掘調査された土壌は36基であったが，調査の結果，開墾などの時に掘られたものを

除いて，ここでは27基の土壌をとり扱い，一覧表を作成した。取り除いたものは欠番とした。土

壌群はほぼ遺跡中央に集中して検出され，比較的浅いものが多かった。尚，遺物の出土童は少な

いが，縄文土器片が出土している。覆土車からの出土であるので時期は不明である。（8　e　9・

11・14・15e16・22・3］ほ欠番）
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第19図　第1号住居跡出土遺物実測図
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土　壌　一　覧　表

一‾‾‾三墳

番号

恒 中 規 模 （m ）－形　 状 ！長径方向 怒 庖 底 面 一壁 面 出土遺物（時期）

関連図版

1
i
i D 2 C 3　日．69×工37　不　 定　 形
i　　　　　　　 il

N －3。－E i 37

！　　　　　　　 ［

中 序 平平坦 i垂　 直 糸等孟 土孟 「 第25 ・

28 図

2

3

D 2 b 3 2・竺 吏 讐 竺

C　3

D 2 C 3　 0．76×0．70　円　　　 形

N －19㌦W ！42

ムー一十
N －46（L E　　 30

j恒

i

i o
j

21＿竺竺 ㌍

！
ii
i水平平坦

iゆるやかi縄 文 土 器 片

肯 ．‾寺 霹 遠

島）

第25 ・

28 図

第25 。

28 図

4 D 2 b 3　 0．85×0．77　円　　　 形
高 一19慰E　 4言 o i水平平坦 垂　 直 i縄文土器片極少

！量 （詣　 磯）

第25 ・

29 図

5
D 2 昌雲 1・24×0・61 宗 書 芸

N －18（L W　 50　 1　 水平平坦　 ゆるやか 第25 図

6
i D 2 畑 0・76×0・65 円　 形

N －20（L E　　 34
0　 水平平坦 ！垂　 直 慧㌻ 霊片慧㌢ 第25 ・

29 図

7
D 2 C 3

C　4
0．88×0．68　楕　 円　 形 N －76とE　　 47

－ u十 一

0　 水平平坦　 垂　　 直

縄文土器片多量

（黒浜，諸磯，浮島）

第25　e

29 図

第25 ・

30 図
10 D 2 d 3　 1．01×0．88　不 整円形 N －75（L w 28 0 皿　　 状　 ゆるやか

縄文土器片少量

（ 浮島 ）

12 D 2 d 4

e　4

1・88×1・13 芸整 隅丸

形
N －56とW　 87　　 0 起伏あり 垂　 直 糸霊 誓 欝 第25 ・

30 図

13 D 2　e 4 1．43×0．92 長 楕 円形 N l 34L W 48 0　　 皿　　 状　 ゆるやか 第25 図

17 D 2　f　6 1．88×0．93　長 楕円形 N －89（L W 42 0
［水平平坦　 垂　　 直 第25 図

18
i

D 2 冒雲 1．81×1．32 楕　 円　 形 N －21（L W　 41 0
坂状平坦 iゆるやか 翌文土器片極少

里

第26 ・

30 図

第26 ・

30 図

第26 ・

30 図

19 D 2　e　5 1．05×0．88 楕　 円　 形 N －　70－W 46 0
皿　 状 ゆるやか 縄電 器忘）1点

20 D 2　d 5 0．90×0．66　楕　 円　 形 N －　50－E 32 2 坂状平坦　 垂　　 直
縄文土器片1点

（諸　 磯）

21
D 23芸霊

1．32×0．97 不整楕円形 N －38とW 28 0
皿　 状 ゆるやか　 需 訂 極少 第26 ・

30 図

23 D 2　b 4 1．21×0．67 不整楕円形 N －59生E 48 0 坂状平坦 ゆるやか
縄 文　土　器 片

（浮島，諸磯）

第26 ・

31 図

24 D 2　a 3 0．96×0．93 円　　　 形 N －49とW 23 0 坂状平坦 垂　　 直
縄文土器片極少

量 （浮　 島）

第26 ・

30 図

25 D 2 a 3

a　4
1．00×0．93 円　　　 形 N －76（L E 26 1 水平平坦 ゆるやか

縄文土器片極少

量 （浮　 島）

第26 ・

30 図

26 C 2 ！3

J 4
0．87×0．67 楕　 円　 形 N －10とE 16 0 皿　　 状 ゆるやか 第26 図

27 C 2 ！3

J 4
1．17×0．94　不整楕円形 N －36とW　 8　　 0　 水平平坦 ゆるやか

縄文土器片少量

（浮　 島）

第26 ・

31 図

28
C 2昔 j2 賀 器欝 多i第26 ・

31 図
1．37×0．91 長 楕 円形 N ‾65とW　 52　 0 ！坂状平坦 垂　 直

29 C 2　j 4 0．91×0．85　円　　　 形 N －71とE　 17　　 0　 坂状平坦　 ゆるやか 縄文土器片極少

．量

第26 ・

32 図

第26 図30 D 2　b　5 0．70×0．65　円　　　 形 N －47（L W　 22　　 0　 水平平坦　 垂　 直

32
C l 雲3

2．42×0．83　長楕 円形 N －17（L E　 28　　 0　 皿　　 状　 ゆるやか 縄文土器片極少

量　 （浮島）

第27 ・

32 図

33 ！

34 ！

D 2 b 5 i

D 2 畑

1．37×1．03　不整楕円形
N －70生W 53　 0 ！起伏あり 垂　 直 豊㌻ 霊富戸少 第討

4．18×1．47　長 楕円形
N －17とW 41 回 水平平坦 垂　 直 －

第27 図

35 D 2　C　6 2．10×1．40　楕　 円　 形
N －30とW 55　 2 ！坂状平坦 ゆるやか 慧嵩 票片霊 第27 ・

32 図
36 ！
C 2 i 2　 1．06×0．78　楕　 円　 形

N －31とW 46　 0 i坂状平坦 垂　 直 笠文霊 ㌍少 第27 ・

32 図
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SK－32

3　方形周溝状遺構

3

第32図　土壌出土土器柘影図

第1号方形周溝状遺構（第33図）

本遺構は大調査区D2区に確認されたもので，遺跡のほぼ中央に位置し，南東部が2号方形周

溝状遺構と重複しており，北側4mのところに29号土頻，西側に隣接して23号土壌が存在する。

重複遺構の新旧関係は，本遺構の方が新しい。

南北方位はN－80－Wを指し，平面形状は，長軸14．8m・短軸14．4mと東西方向が南北方向よ

り若干長いがはぼ正方形を呈している。外辺・内辺ともに概して直線的だが，方体部の北辺は中

央付近がやや内側に蛇行し，西溝の外辺中央部がやや内側にはり出し細くなっている。各コーナ

ーとも隅丸形を呈す。掘りこみ方は「u」形で，溝は切れることなく一一属する。周溝の上幅は

55～95cm・深さは45～70cmを測る。底面は平田であり，溝の立ちあがりはゆるやかである。溝内

の覆土は大きく4層に分かれ，黒褐色土・暗褐色土・褐色土・にぷい黄褐色土が堆積しており，

ローム粒子・ローム小ブロックや少畳の炭化材・炭化粒子等を含有している。全般的にサラサラ
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していて締りは弱いが，底面付近は粘性を帯びている。

方体狛ニ2基の土壌（30・33号）が存在するが，遺物の出」二もなく積極的に主体部として認定

できない。

遺物は北溝と南西コーナー付近から多量の縄文土器片が出土しているが，本遺構に関係する遣

物の出土がみられないので時期や性格は不明である。

第2号方形周溝状遺構（第33図）

本遺構は大調査区D2区に確認されたもので，遺跡のほぼ中央に位置し，北西部で1号方形周

溝状遺構と重複しており，東側に34号土壌が存在する。

南北方位はN－45とWを指し，方体部対角線がほぼ磁北に近い向きを示す。平面形状は，長軸

12．8m・短軸12．4mと長さがほぼ等しい正方形を呈している。北西溝の外辺・内辺ともにやや弧

状を描いているが，他の辺はほぼ直線的である。北西溝の外辺と東コーナーの外辺の一部が撹乱

をうけている。束コーナーは直角に近いが他の3つのコーナーは隅丸形を呈す。掘りこみ方は

「U．」形で，溝は完全にW…W一周する。南西溝の中央付近は撹乱をうけている。周溝の上幅は130－

170cm・底面の幅は20－90cme深さ60－65cmを測る。底面はほぼ平坦で，方休部側の立ちあがり

が外周部側より急である。溝内の覆土は，暗褐色土e褐色土が自然堆積しているが，一部に黒褐

色土とにぷい黄褐色土の堆積もみられる。

方休部上には土壌等は検出していない。南西溝中央に35号土壌があるが，セクションでみると

溝が土壌を切っていることがわかる。また，遺物の出土もなく土壌の性格は不明で主体部とは考

えられない。

遺物は縄文土器片が少量出土しているが，本遺構に関係する遣物の出土がみられないので時期

や性格は不明である。

第3号方形周溝状遺構（第34図）

本遺構は大調査区D2区に確認されたもので，遺構群の最南端に位置し，北東側に13号土壌が

存在する。

本遺構は上部の削平が激しく，かろうじて溝が確認できた程度であり，周囲には風倒木を中心

とした撹乱が多い。そのため不明瞭な点が多く，溝は北と東の2辺が検出されただけである。溝

の上幅は30－40cme深さは12cm前後を測る。外辺e内辺ともに直線的で，北東コーナーは直角に

近い。掘りこみ方は「u」形で，底面は中央部がやや低くなっている。コーナー付近に2か所

小ピットを有す。外周側の立ちあがりはややゆるやかであるが，方体部側はほぼ垂直となってい

る。溝内の覆土は，よく締ったローム質の褐色土・黄褐色土が堆積しており，底面付近はハード
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H H’　l　　　　　＿＿し：　＿＿ヰ＿．　　，＿＿ギ

了　　㍉「　、っ‾

第1号方形周溝状遺構土層解説
E－E′

上　暗褐色　黒色土粒子・ハードローム小ブロックを含

む。

2．褐　色　ハードローム小ブロックを含む。

F－F′

1．暗褐色　ハードローム小ブロック・イエローパミス

を含む。

2．　ク　　ハードローム小ブロック・ソフトローム小

ブロックを含む。

3．褐　色　炭化粒子を含む。

第2号方形周溝状遺構土層解説
（；－（；′・，J一一．1′

上　黒褐色　炭化物・イエローパミスを含む。

2．褐　色　炭化物・ソフトローム小ブロック

（多量）を含む。

3言二ぷい　炭化物を含む。

黄褐色

4．褐　色　炭化物を含む〕

H…H′

上褐　色　ハート、ローム小ブロックを多最に含む′）

2・ク　　ノトつヾ、ローム大ブロックを含む。

3．ク　　炭化物・ハードロ…ム粒子を含む。

1　1′

上黒褐色　イエローパミス・炭化物を含む。

2．暗褐色　ローム質，ハードローム小ブロックを含む。

3．褐　色　ローム粒子を含む。

4言二ぷい　ローム粒子を多狛こ含む。
黄褐色

第33図　第1◎　2号方形周溝状遺構実測図
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ローム小ブロックを含んでいる。

方体部中央に土壌状の落ちこみがみられたが言調査の結果，現代に掘られたものであった。ま

た，墳丘と思われるところが削平されていて主体部は確認できなかった。

出土遺物はなく，時期等不明である。

A A：　　　　B B’

－ゼ‾　一一也一一‾
2

第3号方形周溝状遺構丑層解説

A－A′・B－B′

1．褐　色　ローム質

2．黄褐色　ローム質，ハードローム小ブロックを含む。

第34図　第3号方形周溝状遺構実測図
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第3節　対馬壕遺跡

第35図　対馬塚遺跡遺構配置図

瑠　竪穴住居跡

第1号住居跡（第36図）

本住居跡はA2j5調査区を中心に確認されたもので，遺跡北西側に位置し，西側が5号土壌と

重複しており，東側70cmのところに6号土壌が存在する。本住居跡の南側部分は現代に掘られた

穴によって切断されており，その穴は埋め戻されていなかった。

残存状況から，長径方向はN－20－Wを指し，長径約3・2m・短径2．3mの南北方向が長く北西

部が外側にはり出している不整楕円形を呈しているものと思われる。壁高は北側と東側で15cm・
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西側で20cmを測り，壁はやや外傾して立ちあがっている。床質はロームで部分的に踏み固められ

ており，床面は中央部がわずかに低くなっているがほぼ平坦である。炉跡は中央よりやや南側に

検出され・長径85cm・短径45cmの楕円形を皇し，炉跡の長径方向は本住居跡の長径方向とほぼ同

じ向きを指している。床面を約12cm程掘り窪めた地床炉で，焼土・焼土粒子を含み炉床は皿状を

なし硬く焼けている0ピットは北西側に2か所検出され言葉さは27cm前後を測る。住居跡内の覆

土は，ローム粒子・ローム小ブロックを含む締りのある褐色土が自然堆積している。また，一部

壁際に明褐色土の堆積もみられる。

遺物は少量の縄文土器片が出土しているが，主として中央から北側にかけての出土が多く，ほ

とんどが小破片である。床面に密着した状態で縄文前期の繊維土器がみられる。

本住居跡は・出土遺物等から縄文時代前期前半の関山期に比定される遺構と思われる。

出土遺物（第37回）

第37図1～15は胎土に繊維を含み，1～6は口縁部である○半裁竹管具を使用して，幾何学的

E　　　　　至’

1d

‾‾・・ミ上声・ユ
8i

2M

第36図　第1号住居跡実測図
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第37図　第1号住居跡出土土器拓影図
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射太線文・コンパス文・平行洗練文などを組み合わせ，癌状貼付文を施している。縄文の末端に

ループ文を伴う。

第2号住居跡（第38図）

本住居跡はB2i5調査区を中心、に確認されたもので，遺跡の南端に位置し，東側が68号土壌と

重複しており，北側4mのところに11号土壌が存在する。

主軸方向はN－10藍Wを指し，長・短軸3．5mの北壁東側が外へはり出した不整隅丸方形を呈

している。壁高は北側と西側で10cm前後言軒側と東側で15cmを測る。壁は柔らかく明確でないが，

ゆるやかに外傾して立ちあがっている。床面は硬く，中央に向かってやや低くなっていくがほぼ

平出である。炉は看さない。ピ、ノトは25か所検出され，壁下群とやや内側に位置する群とに分け

られるが，深さは20～50cmを測る。前者は最深部が先細くなるものが多い。前者のPl～坊と後者

の践e抗は主柱穴と考えられる。東壁下中央にも主柱穴があったと思われるが，68号土壌に切り

生』＝2軋超悶

第38図　第　2　号住居跡実　測図
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こまれていて確認できなかった。住居跡内の覆土は，ローム粒子を

含む締りのある褐色土が自然堆積している。

遺物は縄文土器の小破片5点が覆土中から出土しているが，4片

は微細をため資料とはならなかった。

出土遺物（第39回）

1は口縁部で，内攣しており，口唇部にいたるまで縄文が施文され

ている。器厚は12mmでにぷい褐色を呈し，胎土に多量の砂礫を含ん

でいる。二次焼成をうけている。縄文中期に比定される土器である。

L＝「一一一一一一一」OICbl　　」

第39図　第2号住居跡
出土土器拓影図

第3号住居跡（第40図）

本住居跡はB3i2調査区を中心に確認されたもので，追跡南東部に位置し，北東側が27号土壌と

重複しており，南東側1．7mのところに26号土壌，北西側2mのところに24号土壌が存在する。

主軸方向はN－75とWを指し，長軸3．6m・短軸3．3mの南辺が長い隅九台形状を呈している。

壁高は東側で17cm，他で10cm前後を測り，ゆるやかに外傾して立ちあがっている。北東コーナー

は，27号土壌に切りこまれていて不明である。床面は北東側がやや低くなっている。炉は有さな

い。ピットは18か所検出され，不規則に位置している。深さは15～70cmを測るが比較的浅いもの

が多く，50cm以上の深さをもつものは内側にある3つのピットだけである。主柱穴は不明である。

東壁下南側に位置する直径75cm前後・深さ15cm程の円形状ピットは貯蔵穴と考えられる。住居跡

内の覆土は，ローム粒子・ローム小ブロック・暗褐色土粒子を含む締りのある褐色土が堆積して

いる。

遺物の出土は皆無であるため時期は不明であるが，平面形状・規模が4号住居跡と似ているの

で同時期のものであろう。

第4号住居跡（第41図）

本住居跡はB2eo調査区を中心に確認されたもので，遺跡のほぼ中央に位置し，東側1．5mのと

ころに21号土壌が存在する。

主軸方向はN－56乞Wを指し，長軸3．5m・短軸3．2mの北東辺が長い隅九台形状を呈している。

壁高は北東側が30cm・東側と西側が25cm・南側が20cmを測り，ゆるやかに外傾して立ちあがって

いる。床面は全体的に軟弱ではぼ平坦をなしているが，南西側コーナーが若干高くなっている。

炉は有さない。ピットは22か所検出されたが比較的浅く，主柱穴は不明である。ピット内には黒

味がかった暗褐色土が堆積していたが，いくつかは木の根による拇乱ピットであろう。住居跡内

の覆土は，ローム粒子・ローム小ブロックを含む締りのある褐色土が堆積しているが，東側と西
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側の壁際には暗褐色土の堆積もみられる。

遺物は少量の縄文土器片が覆土車より出土している。出土状況はほとんどが南側からの出土で

ある。出土遺物が少なく，しかも覆土中からの出土であるので時期は不明である。

出土遺物（第42図）

102は口縁部である。1ほ無文地で，口縁部は内轡し，砂礫を含み，焼成は良好である。2

は口辺まで斜縄文を施文している。内面はヘラ整形がなされている。口唇部が薄くなる。胎土は

砂礫を含み，焼成は普通である。3ほ頸部で微隆帯をもうけ，胴部に斜縄文を施文している。内

面は摩滅が激しい。砂礫を多義に含む。4は胴部で，中央部に微隆帯をもうけ付加条縄文を斜行

させている。5は多量の雲母片を含み，縄文を施文している。太い洗練文による区画文あり。6

ほ粗い縄文を施文し，内面はヘラ整形をしている。7は縄文で，石英e雲母片を含む。8ほ多量

旦』＝2軋3m

C，　　　E E’

瑠「

第40図　第3　号住居跡実測図
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の石英と雲母片を含む。無文である。

これらの土器は，縄文中期の阿王台式土器に比定される。

1L＝24．2m

第41図　第4号住居跡実測図

‾β－　2

5

出
目
日
月
付

．
虻
丁
甘
・

第42図　第4号住居跡出土土器拓影図
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2　土壌

本遺跡で発掘された土壌は68基である。しかし精査の結果，遺跡北西端の傾斜地に位置する2e

3・4号土壌は，壁や底面が検出されず，土層も北側谷津部と同じような腐植土が堆積しており，

遺構と判断できないので欠番とした。また，1つの土壌を調査していくうちに，壁面の拡大や底

面の高低差がみられるものがあった。このうち，明らかに重複している土壌と思われるものには，

その土壌番号に順次AeB・C‥‥‥というような土壌番号をつけていった（例。SK－12A）。し

たがって，実際には71基の土壌が存在している。しかも大半が遺跡の北東側に集中して検出され

ている。土壌からの遺物の出土は皆無に等しく，時期等は不明であるが，本遺跡の住居跡や同一

台地上に位置する他の追跡から判断すると，縄文時代の前期から中期前半にかけての土壌群であ

ろうと推定される。（2・3・4e20・50e51は欠番）

土　壌　一　覧　表

関連図版

第43 ・

50 図

5

［

まき】

第43 図

第43 図

第43 図7

8 ～　　　 ［　　　　 回　　　　 i

［9 】　　　 E　　　　　　　　　　　　　　　　 i

i

～　　　　　　　　　　　　　　 i　　　 状　 ゆるやか
一一一一十一一一－－ －

第43図
農

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　［
！
】

［　　　　　　　　　　　　　　　　　　 状　ゆるやか】

t聖空

第43図
吏 尋 葵 車 ヰ 尋 空 2 坂状乎担垂 直

第43図
「

鼠 上 豆 竺 竺 t竺 竺 上 聖 上 」4 起伏ありゆるやか 第43図

五弦空車邑尋 N－7。－Wi28！6　坂状平坦段　状 忘議
】　 －　　 …　　 「　 巨4 日）博伏ありゆるやか　　 i第44図

i　　　　　　　　　　 第44図

ぎ
16　　　　　　　　 ←　 】23　 ⊥　　　　　　　　 第44図

17 iB 2h 8 il．26寺 請 未 読 古 口 起伏ありゆるやか　 】第44図

Y－W…け－Y…一一一ノルー…1 －ムー一一一一一一…ん－…′uルー一一一一Y一一一」…Y一一W…………～ ト…一一一′……一み一一一一18 両 粧 60×1・35i不整楕円形恒 ㌦当 49　 2 水平平坦下 寺 博 票 片去糟 昌這

－　53　－



土嘉

番号

ii調 査 区

さ

i規 模 （訂 形 状 長径空 と 巌 組 底 面 壁 面 出土遺物榊 ）
関連図版

19
i B 2 i 9 iL 00×0・89 i円　 形 ［N －43 叫 31 i o　 皿　 状 iiゆるやか l 第 44 図

21
恒 ト 80×1・15 不整楕円這丁㌃ 読 ‾W 2… i皿　 町 ゆるやか i縄文土器片 3 点 i第44 。

i 50 図

22
ル‾十‾－

B 3 轟 1・95×工14 i不整楕円形 i N 岬68とW 48 日
丁義這 車 二車 ［
l

：i

第 45 図

22

A

B 3 新 73×0・59 i不義 円形 謡－89慰中 吉′．下 す 幕 諭
第45 図

23
！B 3 d 2 iO・70×0・59 不整楕円形 N至 言「謡 十i ㌃七 一‾…坦！袋　 状

第 45 図

23
A

B 3 轟 1・95×1・03
不整楕円形 N －74（L W 48 0　　 水平平坦 段　　 状

j第 45 図

24
B 3 i l 恒 ×1・27

不整楕円形　 N －85とE 19　　　 2 水平平坦　 ゆるやか 第 44 図

25 B 3 i 3 1．99×0．82 長 楕 円形 N －49とW　　 22 0 、 皿　　 状 ゆるやか 第44 図

26
i B 3 j 3 恒 5×0・95

不整楕円形 N －33とW 26 3 皿　　 状 ゆるやか 第44 図

27 B 3 i 2 1．65×1．33 不　 定　 形 N －51‘L W 27 2 坂状平坦 ゆるやか 第 45 図

28 B 3 g 3 1．27×0．67 不整楕円形 N －72（L E

l

17 0 皿　　 状 ゆるやか 第 45 図

29
B 3 f4・g

g 5
2．31×上00 不　 定　 形　 N －60（L W 49 0 起伏あり 垂　　 直 第46 図

30
B 3 霊

上32×0．95 楕　 円　 形 N －82とE　　 91
i

0 起伏あり 段　　 状 第46 図

31 B 3 d　3 1．79×1．18 楕　 円　 形 N －78とW 71 0 起伏あり ゆるやか 第 46 図

32 B 3 d　3 1．35×0．91 不整楕円形 N －65くL w 110 0 平　　 坦 袋　　 状 第 46 図

i

33 B 霊 ‘d4 1．68×0．74
不　 整　 長
楕　 円　 形 N －59とW 32 5 坂状平坦 ゆるやか 第45 図

34 B 3 3 芸
1・05×0・9車 整 円形

N －40とE 32 0 起伏あり ゆるやか 第45 図

35 B 3 d　5 1．70×1．33 楕　 円　 形 N －76生　E 81 0 水平平坦 垂　　 直 第 46 図

36
B 3 d 5

e　5
0．96×0．94

l
円　　 形 中 一33とw

i
62 0 坂状平坦 ゆるやか 第 46 図

37
B 3 ご芸 il・77×1・03

不整楕円形 N －60（L E 63 0 皿　　 状 垂　　 直 第 46 図

38 B 3　e 5 上95×0．95 長 楕 円形 N －27生W 35 1 坂状平坦 ゆるやか 第45 図

38
A
B 3　e　5 1．12×0．77 不整楕円形

N －74とw i 55 ！ 0
坂状平坦 垂　　 直 第45 図

39 B 3 冒雲 1．61×1．12 不　 定　 形

l
N －30とW 47 0

i
起伏あり　垂　 直 i 第 47 図

39
A
B 3　e　5 0．99×0．59 不整楕円形 N －77とW 34 1

1

皿　　 状 段　　 状 第 47 図

40 B 3 e 5

e　6
1．29×1．13

不 整 円形 i N －89とE i 72 巨
起伏あり 垂　　 直 第46 図

40
A
B 3　e 6 1．16×0．79

不整楕円形 i N －62生E 回 0
起伏あり 垂　　 直 第46 図

41 i i
B 3 C 6 い・91×1・24

楕 円 形 ！N －63生W i 69 巨
皿　　 状 垂　　 直　 縄文土器片 1点 第 47 ・

50 図

42 B 3 d 6 1．07×0．66 不整楕円形　 N －33とE　 63　　 0 平　　 坦 袋　　 状 第 47 図

勘 B 3 d 6 恒 5×0・87 不整楕円形 ト 55生E 回 0
起伏あり

垂　 可
第47 図
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土壌 毒 査 区

番号 i

I空聖 上 一上 竺 －一輝 轟 ～…完 璧 竺！　　　　　　　　　　　　　　　　　　［
…　　　　 底　 面 ！壁　 面

上 空 竺 竺 上 18と畑 48 i ⊥i

［
！関連図版

第 47図
I
j43　　 B 3　d 6

44 i B 3 d 6 恒 3×0・92 施 円 形 N －22とW lO6 i O i平　 坦 一袋　 状
第 47 図

45　 B 3 雲吉il・13×1誰 i円　 形 i N －82慰W　 77　 0　 起伏あり 段　 状
第47 図

46 ・B 3 霊 ．2・33×1・04 長 楕 円形 N －2。－E　 70 1

i
起伏 あり　 ゆるやか 、第47 図

47　 B 3 霊 ！0・68×0・36 ！楕 円 形 i N －60とE i 85
0 平　　 坦　 袋　　 状 第 47 図

48　　 B 3　C　2 1．45×0．83　不整楕円形 N －62とE 40 0 坂状平坦 ゆるやか 第 47 図

49　 B 3 3 2
2．05×1．33　不整楕円形 N －　8 0－E 49 0 水平平坦 垂　　 直 第 45 図

52 B 3　C　3
空 耳 不蒜 N －47とE

82　　　 0 坂状一平出 ゆるやか 第 48 図

53 B 3 C 3　 1．66×0．99　長 楕円形 N －90（L W 70 0 坂状平坦 ゆるやか 第48 図

54
B 3 b 4

C　4
2．43×0．84　不　 定　 形 N －39生E 72 1 起伏あり ゆるやか 第49 図

55 B 3霊霊 1．36×H 8 ！不整楕円形
l

N －　2 0－E 82 0 起伏あり 垂　　 直 第 47 図

56
B 3 霊

1．93×0．69　長 楕 円形
N二三6生中 9　 0

平　　 坦 袋　　 状 第 47 図

57 B 3　C 4 1・02×0・61 楕　 円 形 i N つ 7生当 73 0 起伏 あり 垂　 直 i 第 49 図

5 8
！B 3 b 3

C　3

l

2 ．73 ×工87 不整楕円形

l

N －11（L W

［

55 1 水平平 坦 垂　　 直 第 48 図

58

A

B 3 b 3

C　3
3．03 ×2 ．28 不整楕円形 N －16と E 42 3 起伏 あ り 段　　 状 第 48 図

59 8 3　b　3 2．42×1．63 不整 楕円形 N －40と E 65 1 起伏 あ り ゆるやか 第 48 図

60
B 3 霊

0．90 ×0．85 円　　　 形 N －21（L W

I

7 5 0 水平平 坦 段　　 状 第 47 図

61
B 3 b 4

C　4
2．63 ×1．47 不　 定　 形 N －38 （L E 7 3 2

！
起伏 あ り ゆ るや か 第 49 図

62
B 3 霊

B 3　c l

3 ．67 ×1．06
不　 整　 長

楕　 円　 形 N －78 とW
i
8 2 0 起伏 あ り ゆ るや か 第 46 図

63 1．09 ×0 ．97

＋…………－

不 整 円 形 N －85（L E 10 5 0 起伏 あ り 袋　　 状 第 48 図

64 B 3　C　4 j 2・32 ×1・11 不　 定　 形 N －　7 0－W 8 6 0 起伏 あ り 袋　　 状 第 49 図

65 B 3　C 4
！2．99 ×2．33

不　 定　 形 ！N －　70－W 8 3 0 起伏 あ り 垂　　 直 第 49 図

66 B 3　C　4 2 ．81 ×0．50 長 楕 円 形 N －72とE 6 9 0 水平平 坦 ゆ るや か 第 49 図

67 B 3　C 4 1 ．40 ×0 ．88 楕　 円　 形 N －90 とW 70 0 起伏 あ り 垂　　 直 第 49 図

68 B 2 i 5
i
1．76 ×1 ．36 不　 定　 形 N －65くL E 38 2 坂状平 坦 ゆ るやか 第 48 図
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第48図　土　　壌　　実　　測　　図
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第4節　夫谷津臥遺跡

第5閥　大谷津B遺跡遺構配置図

瑠　竪穴住居跡

第瑠号住居跡（第52回）

本住居跡はA2a8調査区を中心に確認されたもので，遺跡の北端部に位置し，南西側が19号土壌

と重複しており，北側に20e21号土壌，東側に18号土壌が隣接して存在する。
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平面形状は，直径3．7m前後のほぼ円形を呈している。璧高は北側と南側で25cm，東側で20cm，

西側はやや高く35cmを測る。壁はしっかりしており，ほぼ垂直に立ちあがっている。床はトレン

チヤーによる撹乱をうけて遺存状態は良くないが，ローム面を約35cm程掘りこみ，踏み固めたも

のと推考される。床面は中央がやや低くなっている。また，北西側が約4cm高くなっている。炉

跡は3か所検出され，便宜上，南壁に近い方をFl号，西壁に近い方をF2号，東壁に近い方をF3号

と仮称しておく。Fl号は長径83cme短径45cmの楕円形を呈し，床面を約10cm掘り窪めた地床炉で

ある。F2号は長径65cme短径48cmの楕円形を皇し，床面を約9cm掘り窪めた地床炉である。F3号

は長径56cme短径38cmの楕円形を呈し，床面を約9cm掘り窪めた地床炉である。いずれも焼土粒

子e焼土ブロックを含み炉床は焼けている。F2号はPllを切断し，P8・P12に切断されているので，

明らかにPllよりほ新しく，P8・P12よりは古い時期のものであることを示している。ピットの

A，　　　　　E E，

鳴声」
5h

第52図　第1号　住　居　跡　実　測　図
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配列や大きさに規則性はをいが，多くのピットが認められるので，これらは増築や建て替え等に

伴ったものと思われ，本住居跡がかなりの期間使用されたものであることをうかがわせる。これ

らピットのうち，位置や形状e深さからみて，Pl～PlOが主柱穴と思われ，深さは40～66。mと深

い。住居跡内の覆土は，色調から大きく2層に区分したが，土器片の編年的層準は示さず，各土

層とも各時期の遺物が混在している。上層と壁際に褐色土，下層に暗褐色土が堆積しており，ロ

ーム粒子e炭化粒子・ローム小ブロックe焼土粒子を含み，全体的にサラサラしていて締りがな

い。幅12cmぐらいのトレンチヤー溝の撹乱が40cm間隔で東西に走っており，覆土から床面にまで

至っている。

本住居跡確認面からほおびただしい縄文土器片の出土があった。これらの在り方から；これら

の土器片のうち，かなりの部分が住居跡の覆土中や床面に包含されていたものと考えられる。つ

まり，トレンチャー撹乱によって表面に浮きあがったものであろう。また，住居跡内からも多量

の縄文土器片の出土がみられた。Fl上。南璧下・Pl付近eほぼ中央部の床面真上から深鉢形土

器が出土している。これら確認面や住居跡内からの土器をみると縄文前期の浮島式や諸磯式の土

器に比定される。

本住居跡は，出土遺物等から縄文時代前期の遺構と思われる。

出土遺物（第53～56図）
出　土　遺　物　解　説　表（第53図）

遺構新 語 ［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】～整 形 技 法 i焼成・触 色調 備　考

［j
…内面…ヘラミガキ ！良好’答警’橙 宗配 管

i

LVルー”…「バーん一一一ん一

内面一朗 ぎみ i竿通・砂馴欄 と讐

‖
！3 i
‖

府議 聖遥遠鵠 昌票誓るっ
禁 裏 （2礪 外に強く張り出し働 くi

i　 i

究悪霊 ミガキ ［普通・竿警爛 i第5芸駅 3

［ i

il ［

日 日

i i

I

深 鉢 形 土 器 i

（縄　　 文 日

l1

A　 2 7 ．6 i

】
B 3 3 ．2 i

1
C （1 0 02） i

后 月掛 →綜 陳 痕 を残 し， そ の ‾石 ㌻ I

指 頭 痕 。 胴 …ノ無 文。j　　　　　　　 】

i

ii

Pが一一一一ノー…W′′が′Y…－〃”〝一ムー”…r・－”′げV′……－ルー一一一…一一VM・…′””m一一一…十

j獄 窓 二票 禦 漕 憂 い i

胴 下 半部 ……ヘ ラ ミガ i

キ　　 i

十 ‾‾‾‾W”…〃Am‾′‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾ ．…

軟 弱 ・砂 粒 ・樟　 j

ス コ
リア

ヰ
「 」 … 一一一一一一 一1ム…一一十

；　 j　　　　　　　 】

j 5 i深 鉢 形土 器 iEFj

I　√　　　　　　 1　　 キ

i
A　 28 ．頼

B 37 ．2 i

ト…一一一一…・W′……－・N一一一一一一一一一一一一一一一一…′W“一…W…ノー1W一一一一一一 － F”…■
［十 」輝 線 痕。 ＝ ～胴 や中 …縄 文 を ！
地 文 に， その 土工 「S 」 字 状 結 節 ［
文 。〕　　　　　　　　　 ！

［

li
1
！

内 面 －P・・・－ヘ ラ ミガキ ［

i

普 通 聖 賢 橙　 慧 〔款 5

上［（縄　文隼軋4「＿＋ ＋＋ i 」とヱ
第54図1e2は胎土に繊維を含み，1ほ格子目文，2ほ縄文が施文されている。3～22は平行

洗練文を横引きe斜行e弧状e鋸歯状に施文している。23e24と第55図1～9は変形爪形文，10

～14は連続爪形文を施している。15は幅の狭い有節洗練文，16e17は変形爪形文を有し，18は浮

線文の上にキザミ，19は変形爪形文，20。21はヘラ状具による刺突文を施している。22～25と第
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第53図　第1号住居跡出土遺物実測図
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第55図　第1号住居跡出土土器拓影図
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56図1は貝殻文を施文している。第56図2は太い撚糸文を施している。3～17は底部片，3・4

は胎土に繊維を含み，14～17は胴下半部に浮線文を施し，ヘラ状具によるキザミと回転をその上

に加えている。
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第56図　第1号住居跡出土土　器拓影図

第2号住居跡（第57図）

本住居跡はA3bl調査区を中心に確認されたもので，遺跡の北東部に位置し，南東側が9号土壌，

北西側が10号土壌と重複しており，北側に4号住居跡，南西側に2号土壌が隣接して存在する。

長径方向はN－300－Wを指し，長径3m・短径2．65mの北側の一部がやや外にはり出した楕円
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形状を呈している。壁高は北側が20cm弱，西側と南側が12cm前後，凍側がやや高く25cmを測り，

北壁はややゆるやかだが，その他は70㌦800の角度で外傾して立ちあがる。床面は東に向かってゆ

るやかに傾斜しているが，ほぼ平坦である。炉は有さない○ピットは住居跡内に6か所，屋外に

23か所検出された。前者は中央から西にかけて位置し言采さば20～39cmを測る。後者は外周に沿

って壁から離れか）所を全属している。深さは8～42cmを測るが，ほとんどが15～35cmと比較的

浅い。Pl～P9は主柱穴と考えられる。住居跡内の覆土は，色調から大きく2層に分けられ，ロ

ーム粒子・ハードローム小ブロック等を含みやや粘性に富む暗褐色土と褐色土が堆積している。

他の遺物と同じように，幅15cm前後のトレンチヤー溝の撹乱がみられる。

遺物は極少量の縄文土器片が出土している。いずれも小破片でしかも摩滅が激しく，時期決定

の資料には乏しい。

出土遺物（第58図）

1・2は口縁部で，雲母片を極少量含んでいる。いずれも無文で，1は口縁部が大きく外反し
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第57図　第　2　号　住　居　跡　実　測　図
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第58回　第2号住居跡出土土器拓影図
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ており，2はヘラ状貝を横引きしている。3も雲母片を極少量含み，同じ方向からヘラ状具によ

る庄痕を残している。4は胴部であるが，摩滅していて不明瞭である。

第3号住居跡（第59図）

本住居跡はA3al調査区を中心に確認されたもので，遺跡の北東端に位置し，東側が22号土壌と

重複しており，西側に4号住居跡が隣接して存在する。

主軸方向はN－90。を指し，長軸2．9m・短軸2．7mの外周がやや蛇行している隅丸方形を呈して

いる。壁高は北側が15cmとやや高く，他は10cm前後を測り，壁はなだらかに外傾して立ちあがっ

ている。床面は小さな凹凸がみられ，中央部が5cmぐらい低くなっている。炉は有さ射、。ピッ

トは中央と西側に8か所検出され，径26～37cm，深さ25～57cmを測る。掘り口は広く，先端部は

急に細くなる。主柱穴は不明である。住居跡内の覆土は，ローム粒子・ローム小ブロックを含む

褐色土が堆積しているが，人為的に埋め戻されているようだ。やはり，本住居跡も覆土中から床

面に至るまでトレンチャー溝による擾乱をうけている。

遣物は極少量の縄文土器片が床面上から出土している。時期決定の資料には乏しいが，縄文前

期後半の住居跡と考えられる。

出土遺物（第60図）

1は波状口縁を呈し，無文で突起部にキザミ目を施している。ヘラナデがみられる。2は三角

形の微隆帯を貼付し，さらに有節沈線文が施文されている。3～5は沈線文系の土器で，4は頭

部と胴部を区画するために，変形爪形文を施文している。地文に貝殻文を有する。5は胴部には

貝殻文を施文している。6～9は胴部で，文様構成は貝殻文である。3～9は浮島式に比定され

る土器である。

第4号住居跡（第61図）

本住居跡はA3al調査区を中心に確認されたもので，16号土壌と重複しており，東側に3号住居

跡，西側に17号土壌が隣接して存在する。
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第60図　第　3　号住居跡出土土器拓影図

［二一　101Cu　　」

小竪穴状遺構とも考えられるが，長径1．9m・短径1．6mと規模の小さい楕円形を呈している。

壁高は10～13cm程で，壁はなだらかに外傾して立ちあがっている。床面は皿状をなし，16号土壌

をはさむように北壁下に小ピットを有するが，どちらも木の根による擾乱ピットであろう。住居跡

内の覆土は，ローム粒子・ローム小ブロックを含む褐色土が堆積しているが，やはりトレンチャ

一による撹乱をうけている。

遺物は16号土壌の位置する上から縄文土器片が数点出土しているだけで，しかも覆土中からの
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ものであり，本遺構の時期等

は不明である。

出土遺物（第62図）

1は多量の繊維を含み，付

加条縄文が施文されている。

2は波状口緑を呈し，幅の狭

い連続爪形文を口縁に沿って

施文している。3は微隆帯を

貼付し，その上に指頭痕が認

められる。4～6は胴部で，

貝殻によるジグザグ波状文を

有している。系式的には，1

は窯浜式，2・3は諸磯式，

4～6は浮島式に並行関係を

有するものと考えられる。

了・：∴
′一．一、

こし戚‘＝ここ
d一一一一．ヽ一・一．‘t一一一一▼

′．一一一・．・ノい‘1・．、－

ノー1　－r一一一｝こ、一・一

二∴∴・∴
Jrか純減学，′払エ・

し

＼

j

了

ノ

ー

第61図　第4号住居跡実測図

第62図　第4号住居跡出土土器柘影図

第5号住居跡（第63図）

本住居跡はA3d2調査区を中心に確認されたもので，遺跡の北東端に位置し，南西コーナーが45

号土壌と重複しており，西側1．6mのところに11・12号土壌が存在する。

主軸方向はN－28。－Wを指し，長・短軸約3．7mの南北対角線が長い菱形に似た隅丸方形状を

呈している。覆土中から床面に至るまで，ほぼ東西方向に幅20cm前後のトレンチャー溝による撹

乱が50cm間隔にあり，壁・床面とも明瞭でない。特に南側コーナー付近は不明瞭である。残存壁

高は10～13cmを測り，壁はややゆるやかに外傾して立ちあがっている。床面は小さな起伏が多く

凸凹している。この住居跡は増築や建て替えが行われたようで，内側に床面が約10cm低い長・短

軸2．5m程の隅丸方形状の小さな遺構が確認されている。炉跡は中央より南西側に2か所検出さ
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れ，便宜上Pllに切断されている炉跡をFl号，45号土壌のすぐ北側に位置する炉跡をF2号と仮

称しておく。Fl号は長径30cme短径21cm，F2号は長径35cme短径28cmのいずれも床面を10cm前

後掘り窪めた楕円形の地床炉で，多量の焼土ブロック・焼土粒子を含み炉床は硬く焼けている。

Fl号は明らかにPllより古い時期のものであることを示している。ピットも数多く検出されたが，

配列や大きさに規則性はなく，いずれも増築等に伴って掘られたものであろう。大きさや深さか

らPl～PlOは主柱穴と考えられよう。住居跡内の覆土は，ほとんどが褐色土の堆積で，中央部に

暗褐色土がわずかにみられる。ローム粒子eローム小ブロックe炭化粒子・焼土粒子を含み締り

がある。

本住居跡確認面からおびただしい土器片の検出があった○やはり第1号住居跡と同様トレンチ

ヤーによる撹乱のため，土器片が表面に浮きあがったものであろう。覆土中や床面から前期縄文

土器片が多量に出土している。それらの土器は諸磯式や浮島式に比定されるもので，本住居跡も

同時期のものと思われる。

出土遺物（第鋼～66割）

出土遺物解説表（第64図）

遺 構 番号 器　　 種 法量 （cm ）　　 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法　 焼成 ・胎土 ・色調　 備　 考

S ト 5

1
深 鉢形 土器

（縄　　 文）

A （26 ．4）

B lO ．8

口 辺－キザ ミ。 「－ト 連続 爪形 文
頸一隆帯 をつ け， その上 下に連続
爪形文。　　　　　　　　　　　 内画一へ ラナデ 普通 ・砂粒 ・褐　 漂 配 管

2
深 鉢形土器

（縄　　 文）

A （2 0．8）

B　 6．8

ロー波状 日縁 を皇 し， 半裁竹管具
による平行洗練文 を施 し， その上
に連続爪形文 を施文。 内面－ナデ

普通 ・砂粒 ・にぶ
スコ い褐 宗豊 警
リア

3
鉢 形 土 器

（縄　　 文）

B ll ．2

C l l ．5

頸 一大 きく膨 らみ刺 突文。
胴一撚糸文。
底一平底。　　　　　　　　　　 内面「ナデ

普通 。誓 磯 第 6温 3

4
深 鉢形土 器

（縄　　 文）

胴上 半一貝殻文。

B 14 ．2

C lO ．6
内 面－ナ デ 良好 ・砂粒 ・橙　　 底 部 9 0 ％

長石　　　　 第 64図 － 4

i

第65図1～13は平行洗練文を横引き・斜行・鋸歯状e弧状に施文している。6は穿孔。8～12

は撚糸文，13は貝殻文をそれぞれ地文に有す。14は変形爪形文，15は連続爪形文を有している。

16～19は貝殻文を施し，20は沈線文を多条に斜行させている〇第66図1～11は諸磯式土器に比定

される。1は突起部にキザミを施し，上から円形文を押捺している02～4は有節洗練文を配し，

5・6・9・10は連続爪形文，7e8は変形爪形文を有している。11は細隆起線文の上にキザミ

を施し，半裁竹管具による洗練の三角形状文と弧状合子文を組合わせて文様を構成している。12

～16は底部で，12は胎土に繊維を含んでいる。
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第64図　第5号住居跡出土遺物実測図
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2　蓋壌

本遺跡で検出された土壌は46基で，遺跡の北東側と中央よりやや東側の位置に集中している。

径1mに満たか、小規模のものが15鼠径2mを超す大規模のものが3基で，ほとんどが長径1

～2mの規模をもつ土壌である。遺物の出土がみられたのは12土壌あったが，出土遍も少なく小

破片が多かった。時期的には縄文時代の前期から中期にかけての土器片である。

土壌一覧表

篇　調査区　規模m）！形　状i長径方向

U A2b9　日．20×工1柄円　　　形！N…10LE 49i日永
……L＿」」＿

2・A2l＿－01．17×1．14…　不　定　形・．N－5SLE∴41
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筑5罰　大谷津監遺跡

第73図　大谷津C　遺跡遺構配置図
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1　土蹟

第1号土壌（第74図）

本土壕はAlbl調査区に確認されたもので，遺跡北東部に位置している。平面形状は，直径85。m

前後の円形を呈している。深さは最深部で50cmを測る。壁の遺存ほ良好で，西から北にかけてほ

ぼ垂直に立ちあがり，東から南にかけてはややゆるやかに立ちあがっている。東壁の中位が小さ

な段状をなしている。底面はほぼ水平e平坦であり，ハードロームで硬い。覆土は，褐色土と壁

際の一部に暗褐色土が堆積している。ローム粒子e炭化粒子eローム小ブロックを含み，底面付

近は締りを帯びている。遺物は覆土中より縄文の繊維土器片（黒浜式）が出土しているが，微細

なため資料とはならなかった。

第2号土壌（第74図）

本土壌はAIcl調査区に確認されたもので，南側5mのところに3号土壌が存在する。長径方向

はN－640－Wを指し，長径120cme短径100cmの鰭円形を呈している。深さは中央最深部で24。mを

測り，皿状に掘りこまれている。覆土は，明褐色土が堆積しているが，中央部が撹乱をうけてい

る。遺物の出土は皆無である。

第3号土壌（第74図）

本土壌はAldl調査区に確認されたもので，遺跡の最西端に位置している。長径方向はNつ50－

Eを指し，長径75cme短径57cmの楕円形を呈している。深さは最深部で30cmを測る。壁はゆるや

かに立ちあがっている。底面は複雑で2段掘りこみがみられ，中央部に最深部をもつ。覆土は，

明褐色土がレンズ状に堆積しており，よく締っている。遺物の出土は皆無である。

第4号土壌（第74図）

本土壌はAla2調査区に確認されたもので，北側3mのところに5号土壌が存在する。長径方向

はN－210－Wを指し，長径215cme短径55cmの長楕円形を呈している。深さは中央最深部で40。m

を測る。東壁はほぼ垂直に立ちあがるが，西壁はゆるやかに外反して立ちあがっている。底面は

3つのゆるやかな小さい落ちこみがみられる。覆土は，褐色土e明褐色士が堆積しており，上層

はサラサラしているが底面付近は粘性があり締りを帯びている。遺物の出土は皆無である。

第5号土壌（第74図）

本土壕はAla2調査区に確認されたもので，遺跡最北西端に位置している。長径方向はN－330－
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Wを指し，長径85cme短径58cmの楕円形を呈している。深さは最深部で28cmを測る。底面は2段

掘りこみがみられ，底面の北側は平坦で，南側は皿状になっている。覆土は，締りのある明褐色

土が自然堆積している。遣物の出土は皆無である。

＿‾‾一　二十
‾＼－＼＿＿、＿／ノ‾

SK－3

鰭旦
旦23．4m　　旦

＼√　　ヒニ＝ニ望d
SKl5

第74図　土　　壌　　実　　測　　図
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第6節　外　山　遺　跡

第76回　外　山　遺　跡　遺　構　配　置　図

－　90　－



で　竪穴住居跡

第瑠号住居跡（第77図）

本住居跡はA2h9調査区を中心に確認されたもので，遺跡の北端に位置し，東側2mのところに

35号土壌，南西側1mのところに2号住居跡が存在する。

主軸方向はN－220－Wを指し，一辺を4．5m前後とする方形プランを呈している。壁高は65。m

を測り，壁はほぼ垂直に立ちあがっている。ロームの掘りこみほ45cm程である。西壁と南壁の一

部は撹乱をうけておりはっきりしない部分がある。床面はほぼ平坦で，中央部は硬く良好である

が他はやや軟弱である。幅15cm前後，深さ10cmの壁溝が全属している。カマドは北壁中央部に設

AL＝25．0m

4a

第77図　第1号　住　居　跡　実　測　図
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けられており，規模は長径130cm e短径110cmを測り，北壁を70cm幅で30cm程掘りこんで煙道とし

ている。燃焼部は長径77cm・短径55cm言采さ15cmで轄円形状に掘り窪めている。袖部は東側にわ

ずかに確認されたが砂質粘土で，カマドはやや南東向きに構築されている。ピットは5か所検出

され，Pl～P4が主柱穴と考えられる。住居跡内の覆土は，色調から大きく4層に分けられ，

上層中央部に黒褐色土e極暗褐色土，上層壁際は褐色士，それ以外は暗褐色土が自然堆積してお

り，ローム粒子・ローム小ブロックe焼土粒子・炭化粒子を含み比較的締りがある。床面上に焼

土・炭化物・焼土粒子の散布がみられ，東壁下に炭化材・焼土が15cm程堆積していた。

遺物は土師器を中心にして，縄文土器・弥生土器の土器片や石鉄等の石製品が住居跡内全体か

ら出土している。ほぼ中央床面直上から婆形土器や士玉が，東コーナー付近からほ床面に密着し

た状態で杯が検出されている。

本住居跡は，出土遺物等から古墳時代の鬼高期に比定される遺構と思われる。

出土遺物（第78・79図）

出　土　遺　物　解　説　表（第78図）

遺 構 番号　 器　 種　 法射 cm ）i　 器 形 の 特 徴　 ！ 整 形 技 法 焼成 ・胎土 ・色 調　 備　　 考

普通 ‘砂掛 最 高 78 図 ＿ 110％

リア

3 誓 土 器

師）

！

休 部－やや深み のある弧状 を皇 一㌔ 普通 ・誓 尋 内 1 5％ 黒

第 78図 … 3

良好 ・砂粒 ・にぶ　　 15％
い樟　 第7 8図 － 4

A （13 ．8） ［．ト 内攣す る。　　　　　 ［二ト 横 ナデ

B　 3 ．5　　　　　　　　　　　　　　　　　　 内面 －ヘラ ミガキ

4盲 尋 霊）篭譜恋 競監禁濃 至ミガキ

2 ．3 × 2 ．6
普 通 ・砂 粒 肇　 第 品 竺 5

5 土　　　 玉
14 ．5 g

王五二 普通・藷可第品竺6［
普通・砂粒・にぶ　 100％
スコい橙 第78図－7
リア

8 土 玉唇 ・4　　　 ！

11．5g

普通・砂粒・にぶ　 100％
スコい橙 第78図－8
リア

普通・岩 ・橙 巌 9

i

9 士　 王i3霊 ‡．O i　　　　　　　　 …

i　 i i
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第78図　第1号住居跡出土遺物実測図

第79図は縄文土器片である。1・2は脂土に繊維を含み，縄文を施文している。3～5は平行

洗練文を有し，6は変形爪形文，7～12は連続爪形文を施している。13は無文の口縁部，14・15

は撚糸文，16・17は貝殻文を施文している。

第2号住居跡（第80図）

本住居跡はA2j9調査区を中心に確認されたもので，北東側に1号住居跡，南側2mのところに

14号住居跡，西側1．5mのところに3号住居跡が存在する。

主軸方向はN－300－Wを指し，長軸6．45m・短軸5．8mの南北方向がやや長い隅丸方形を呈し

ている。壁高は30～35cmを測り，壁はほぼ垂直に立ちあがっている。ロームの掘りこみは20。m程

である。床面はほぼ平坦であり，ハードロームで硬く締っているところもみられるが全体的には

やや軟弱である。炉跡はほぼ中央に検出され，床面を13cm程掘り窪めた地床炉で，長径95。m・短
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第79図　第1号住居跡出土土器拓影図

径50cmの楕円形で皿状を呈す。赤褐色土が堆積しており，炉床は硬く焼けている。ピットは7か

所検出されたが，主柱穴はPl～P4と考えられる。深さは65～73cmで，内側に規則的に配列され

ている。南壁下ほぼ中央部に貯蔵穴が確認されている。西側に小ピットを2個有している。住居

跡内覆土は，色調から大きく4層に分けられ，上層中央に極暗褐色土，下層中央は黒褐色土，底

・壁付近は褐色土，それ以外は暗褐色土が自然堆積しており，ローム粒子と一部に少量の焼土粒

子・炭化粒子を含み締りがある。

遺物は多量の縄文土器片に混在して，弥生土器・土師器の破片が出土している。中央よりやや

南側の床面上より土師器の壷形土器が検出されている。本住居跡は，出土遺物等から古墳時代の

五領期に比定される遺構と思われる。

出土遺物（第81～83図）
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第80図　第　2　号　住　居　跡　実　測　図

第81図　第2　号住居跡出土遺物実測図
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第82図　第　2　号住居跡出土土器拓影図
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第83図　第　2　号住居跡出土土器拓影図

出　土　遺　物　解　説　表（第81図）

退 構 番号 器　　 種

［

l 法 鋸 。）

器　 形　 の　 特　 徴

j 整 形 技 法

焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

S ト 2

1
壷 形 」二器

B　 5 ．5

1 頭 部 か ら 日録 部 に か け て外 反 して

い る。
ロ ー 究 票 二諾 ‡ 妄

や や ・砂 粒 ・赤 禍
頚 部 15 ％

（土　　 師 ） 輝 －　 き　 影ら tん 朋す　 ご。 ス コ P
肩 部 に丹 彩
第 8 1図 － 1

霜 車 窓 ・ 仰 臥 i
底 一 丸み を もつ 。 ほぼ 直 線 的 に 仲

胴 諸 富 ＞ナ デ リア

2
盤

（縄　　 文 ）
l

B　 2 ．5 宋 霊 ＞ ヘ ラナ デ 良 好 ▼砂 礫 ・橙 1 0 ％
第8 1 図 － 2

第82図1～12は胎土に繊維を含み，地文に縄文を有している。13～20は平行洗練文，21～23は

変形爪形文，24～26と第83図1～9は連続爪形文を施している。10は爪形文，11は無文，12は撚

糸文，13は貝殻文を施している。14は土師器片で，刷け日痕が認められる。

第3号住居跡（第84図）

本住居跡はB2a7調査区を中心に確認されたもので，東側に2号住居跡，南側2mのところに6

－　97　－



号住居跡が存在する。

主軸方向はN－32。－Wを指し，長軸4・5m・短軸3・75mの南北方向にやや長い隅丸方形を呈し

ている0壁高は45～50cmを測り，壁はほぼ垂直に立ちあがっている。床面は小さな起伏があり，

南東コーナー壁下と東側壁下がやや高く炉跡の南側周辺が5cm前後低くなっており，全体的に軟

弱である0炉跡は中央より東側に検出され，床面を13cm程掘り窪めた地床炉で，長径75cm・短径

45cmの不定形を呈し，焼土粒子・炭化粒子を含み炉床は硬く焼けている。ピットは5か所検出さ

れ・Pl～P4は主柱穴と考えられ，ほぼ等間隔に位置している。直径は2ト33cm，深さは50～60

cmを測る。住居跡内の覆土は，2号住居跡と同じような堆積状況を示しており，全体的に締りが

ある。また床面付近に炭化材や焼土粒子等の混入が多くみられるので，火災家屋と思われる。

遺物は土師器片を中心として縄文土器片等が混在して，主に北側と炉の周辺から出土している。

壷形土器が炉跡南側の覆土中から，紡錘車が北東壁下から，聾形土器が床面に密着した状態で北

コーナー付近から検出されている。本住居跡は，出土遺物等から古墳時代の五領期に比定される

ト　　2iH　　一」

第84図　第　3　号　住　居　跡　実　測　図
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第85図　第3号住居跡出土遺物実測図

出土遺物（第85・87・88図）

出　土　遺　物　解　説　表（第85図）

遺 構 番号 器　　 種 法 皇 （cm ） 話　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　 考

S I－3

1
要 形 土 器

（土　　 師 ）

A 18 ，2

B 19 ．7

C　 5 ．5

球 形 で 平 底 で あ る。
胴 部 中 位 に最 大 径 を もつ。

内 面 － ヘ ラ ナ デ ，刷
け 目調 整

外 面 1 ヘ ラ ナ デ 普 通 ・砂 粒 ・に ぷ
い 橙

10 0 ％
外 面 に煤 付
着
第8 5 区ト 1

2
意 形 土 器

（ユニ　　 師 ）
B　 6 ．7

丸 み を もつ 。

内 面 － ヘ ラナ デ
外 面 一 刷 け 目 調 整 の

あ と へ ラナ デ

良 好 ・砂 礫 ・にぷ

い黄
橙

10 ％
第 85 図 一 2

3
聾 形 土 器

（土　　 師 ） B　 7 ．2

丸み を も つ 。
内 面 － ナ デ
外 面 1 刷 け 目調 整 の

あ とへ ラナ デ

良 好 ・砂 粒 ・に ぷ

い 黄
橙

10 ％
第8 5 図 一 3

4
要 形 土 器

（土　　 師）
B　 8 ．7

丸 み を もつ 。

罪 悪 ＞ ヘ ラ ナ デ 良 好 ・石 英 ・憺

ス コ
リア

20 ％
第 85 図 － 4

－　99　－



S I －3

5 紡　 錘　 車
1 ．8 ×4 ．0

32 ．0 g

普 通 ・砂 粒 ・に ぷ

い 黄
橙

100 ％

第8 5 図 － 5

6 紡　 錘　 車
1 ．9 ×3 ．8

32 ．5g
普 通 ・砂粒 ・橙

10 0 ％
第 85 図 － 6

第87図1～11は胎土に繊維を含み，地文に縄文を有す。1は洗練の格子目文，2は平行洗練文，

11は有節沈線文を施文している。12～17は口縁部で輪積痕が認められ，13～16はその下端に指頭

痕が加えられている。17は口唇部に三角文が施されている。18～22は平行洗練文，23・24は有節

洗練文，26と第88図1は連続爪形文を施している。2～4は貝殻文を施文している。5～10は底

部で，5・6は繊維土器で胴部に羽状縄文を有している。

第4号住居跡（第86図）

∈
q
寸
甘
」
叫

第86図　第　4　号　住　居　跡　実　測　図
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第87図　第　3　号住居跡出土土器拓影図
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第88図　第　3　号住居跡出土土器拓影図

本住居跡はB2c8調査区を中心に確認されたもので，東側が14号住居跡，南側が8号住居跡，西

側が6号・7号住居跡と重複している。

主軸方向はN－42。－Wを指し，長軸5．4m・短軸4．7mの北西辺と南東辺がやや曲線的な隅丸方

形状を呈している。壁面は軟弱でしかも重複部が多く明瞭でないが，壁高は15～30cmを測り，や

やゆるやかに外傾して立ちあがっている。床面はほぼ平坦をなしているが，ソフトロームで軟弱

である。中央よりやや北西側に長径23cm・短径18cmの楕円形状に焼土の散布がみられた。ピット

は9か所検出され，いずれも直線的に掘られている。Pl～P6は主柱穴と考えられ，直径25～32

cm・深さ40～70cmを測る。住居跡内の覆土は，上層に極暗褐色土，中層に暗褐色土，下層の床面

直上には褐色土が自然堆積しており，ローム粒子と一部に炭化粒子を含み締りがある。

遺物は弥生土器片と縄文土器片が，中央から西側と南・南東側から多く出土している。弥生の

壷形土器と紡錘車が検出されている。

本住居跡は，出土遺物等から弥生時代後期の遺構と思われる。

出土遺物（第89・90図）

第90図1～3は胎土に繊維を含み，洗練文を配している。地文に縄文を有す。4～8は平行洗

練文の土器で，6は地文に撚糸文，7・8は肋骨文を呈している。9と11は連続爪形文，10は有

節洗練文を幾何学的に施文している。12は貝殻文，13は撚糸文を有す。14・15は底部である。
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第89図　第　4　号住居跡出土遺物実測図
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出　土　遺　物　解　説　表（第89図）

追 構 番 号 器　　 種 法 室 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 疎 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　 考

S ト 4

1
童 形 土 器 B　 2 6 ．6 頸 一 櫛 目 に よ る 懸 垂 文 を 施 し ，、 4

内 面 － ナ デ 良 好 ・砂 礫 ・橙
巨0 ％

（弥　　 生 ） C　 8 ．4
区 別 し ， そ の 間 に 櫛 日 に よ る 波 状

文 。 胴 一 羽 状 縄 文 。 底 一 布 目 痕 。

外 面 煤 付 着

第 8 9 図 － 1

2

小　　　 形

童 形 土 器

（弥　　 生 ）

B 1 6 ．3

C　 7 ．9

頸 － 3 条 の 懸 垂 文 で 区 別 し た 間 に
櫓 目 の 波 状 文 。 胴 一 羽 状 縄 文 。

底 一 布 目 痕 。 内 面 － ナ デ や や ・砂 礫 ・浅 黄
軟 弱　　　 橙

2 0 ％
第 8 9 図 － 2

3
深 鉢 形 土 器

（弥　　 生 ）

B 1 6 ．3

C 1 3 ．2

胴 一 付 カll状 縄 文 。
底 一 木 菓 痕 。

内 面 － ナ デ 普 通 ・砂 礫 ・橙 底 部 8 0 ％
第 8 9 阿 － 3

4 紡　 錘　 車 2 7 ．5 g
良 好 ・砂 粒 ・に ぷ

い 黄
椅

1 0 0 ％
第 8 9 図 － 4
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第90図　第　4　号住居跡出土土器拓影図
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第5号住居跡．（第91図）

本住居跡はB2C5調査区を中心に確認されたもので，遺跡の北西端に位置し，南東側が15号住居

跡と重複しており，東側約1・3mのところに1号・2号土壌が存在する。重複遺構の新旧関係は，

本住居跡が新しい。

主軸方向はN－42。－Wを指し，長軸7m・短軸6．1mの隅丸方形を呈している。壁高は40～60

cmを測り，壁はほぼ垂直に立ちあがっている。ロームの掘りこみは30cm程である。幅10～15。m・

AL＝25．0m

第91図　第　5　号　住　居　跡　実　測　図
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第92回　第　5　号住居跡出土遺物実測図
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第93図　第　5　号住居跡出土遺物実測図
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第94図　第　5　号住居跡出土遺物実測図
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第95図　第　5　号住居跡出土遺物実測図
［＿5†M＿＿∃

深さ5～10cmの壁溝がほぼ全周している。床面は中央部が踏み固められて良好射犬態だが，壁際

はソフトロームでやや軟弱である。各コーナー部が低くなっており，全体的に北側に向かってわず

かに傾斜している。炉跡は中央よりやや北側に検出され，床面を約10cm程掘り窪めた地床炉で，

長径110cm・短径75cmの楕円形を呈し，暗赤褐色土や褐色土が堆積している。炉床は硬く焼けてい

る。ピットは9か所検出され，主柱穴はPl～P4と考えられる。規則的に配列されており，掘り

こみ口が広くなっている。P5は貯蔵穴である。住居跡内の覆土は，色調から大きく3層に分けら

れ，上層に黒色土，床面付近に褐色土，その他は暗褐色土が自然堆積しており，ローム粒子と一

部にソフトローム・炭化粒子・焼土粒子等を含み全体的に締りは弱い。

遺物は縄文土器片・弥生土器片・土師器片が混在して多量に出土している。拝に壁際からの出

土が多く，その中でも南側のコーナー付近からは集中的な出土状態がみられる。弥生の壷形土器

・小形壷，土師器の聾形土器・杯・相がほぼ完形で床面直上から検出されている。

本住居跡は，出土遺物等から古墳時代の五領期に比定される遺構と思われる。

出土遺物（第92～97図）

第96図1～11は弥生土器片である。1・2は櫛目による波状文，3は懸垂文を施し，4は頭部

に小癌を貼付している。5～11は縄文を有し羽状を呈している。12～14は胎土に繊維を含み，縄
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文を有している。15・16は無文。17は輪積痕を有し，18弓9ほ平行洗練文，20e21は変形爪形文，

22・23は有節洗練文，25～28は変形爪形文を施している。第97図1～9は連続爪形文を配し，10

～15は貝殻文，16は撚糸文，17は浮線文を有している。18－22は底部で，20は胴下学部に付加条

縄文を呈している。

出土遺物解説表（第92～95図）

遺 構 桓号i 器　 種 法量（cm） 器　 形　 の　 特　 徴　 I 整　 形　 技　 法 ！焼成灘 土・色調　 備　 考

Sト5
壷形 土 器

A 18．8

B lO．8

ロー複合口縁を墨し，その下端に
キザミ目と小瘡貼付。口唇部…キ

1
（弥　　 生）

蒜敲 請 敲 警‾羽状縄文。 内面‾ナデ　　 良掛 砂掛 簑赤 漂 警

胴…羽状縄文。
壷形 J二器 底一木業病。
2 一　　　rコ
（弥　　 生）

B 18．0

C　 6．9

内面…ナデ　　 普通・砂磯凍　 第9∋駄 2

3
聾形 土 器

（弥　　 生）

A （16．0）

B　20．3

＝唇部…キザミ。付加条縄文を施　」　　」
又0　　　　　　 内面－ナデ　　 良好朝 里 詣 第9歓 3

4

i誓 誓
器面全体に付加条縄文を施文して

70％
第92図…嶋4

B 19．9

C　 7・3 ！
i

轟 窯票チ胴部の境は無文。 内面…ナデ　　 蒜品・砂粒・詣

i 5

小　　　 形

壷形 土 器

（弥　　 生）

B 12．3

C　 6．0

胴土半部一櫛目による懸垂文で 3
誓莞姜！、孟ご嬰吉窯嬰竺鵠 婁 酢 ナデ　 普通．詣 ‘孟宗 85％

目縁部欠損
第92図一 5

6
壷形 土器

（弥　　 生）

A （16．9）

B　33．0

C　 8．5

口唇部…キザミ。日…櫛目による
蛋梅 澤 等 塩 璧 内面－へラミガキ 普通・砂礫・滝

による横線文誹同縄文。底一木菓痕

75％
第93図－ 1

7
菱 形土′器

（土　　 師）

A 20．7 i

B　26．5

C　 6．9

底部から口縁部にかけて外反し口
荒芸翫 ；宝録 警護 漂 禁 閥 壷‡‡言ナデ 普通‘答警’這芸

75％
第94図－ 1

平底から外方に大きく開く。
60％
外面に煤付
着
第94図－2

8
壷形 土 器

（土　　 師）
B 18．0

C　 8．2

胴部中位弓重く張り出している。 矯 ＞ナデ
普通・砂粒・橙

9
婆形 土器

（土　　 師）

A 14・7 ！

3 1芸‥i」

頸－「く」の字状。口辺～外反して　 ロー刷け目調整のあ
いる。胴…ややゆがみのある球状　　　 とナデ
怠学缶 上げ底である。　　 胴＜宋霊二品霜 蒜

整

軟弱・砂粒・にぷ
い褐

99％
外 面摩滅
第94図－3

10
聾形 土 器

（土　　 師）

A 16．6

B 19．4

C　 5．0

警＝こく需 幣 甜 譜 庖 誓 ナデ i普通槻 詣 簑禦 ご

i

胴一外方に大きく膨らむ。

底部 100％
第94図…5

11
聾 形 土器

（土　　 師）
B 13．9

C lO．2

底‾平底○　　　　 掛 へラナデ i蒜 ．誓賢 這芸

12
聾形 土 器

（土　　 師）

月

B 18．2

C （7．0）

票二軍雲誓 す○　　 璧 垂空目詞 i還 御 窒禦 ？

13
柑 形 土器

（土　　 師）

†

B　 9．5

C　 4．6

禁響報 告讐形を封 ○　 紅 昔 蒜滅 普通槻 廓 第9芸款 8
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S 「 5
庸 霊 iA l l．0

匪

ロー わず かに内轡 。
休部一扁平 な球 形 を呈す。
底－ わず かに窪 む。

［
庖 二品

！

軟弱 ・石 英 ・にぷ

い橙
70％
第94図… 7

15 は 票 豊 芸

（土　　 師）

i

iB 12 ・4

i

…休部 一横 に張 る球状 を呈 している。 内面…ヘ ラナデ，土
指お さえ，摩
滅

外 面－ヘ ラ ミガキ，

ヘ ラナチざ

普通・砂粒 ・にぷ
い橙

65％
内面に籾痕
第94図… 9

16　 紡　 錘　 車
3．65×3 ．7

29 ．5g
普通 ・砂粒 ・橙 100％

第95図… 1

17　紡　 錘　 車
3 ．8 ×3．95

普通 ・砂粒 ・橙

上 。。％

i第駆 「 233 ．5 g

18　 紡　 錘　 車
4 ．2×4 ．1

4 2．5 g
普通 ・砂粒 ・橙 100 ％

第95図… 3

19　紡　 錘　 車
3 ．8 ×4．0

3 8 ．5 g
i

普通 ・砂粒 ・橙 100％
第95図－ 4

i

2 0　紡　 錘　 車
4．2 ×4 ．2

4 0．5 g

！

普 通・砂礫 ・灰褐 90％
第95図－ 5

21 紡　 錘　 車
3 ．9 ×4 ．2 普通 ・砂礫 ・明赤

禍
80％
第95 図－ 63 4 ．0 g

第6号住居跡（第98図）

本住居跡はB2b7調査区を中心に確認されたものである。北側コーナー弓ヒ東壁e東側コーナー

が現存するのみであった。南側はグリッド発掘時の掘り下げにより破壊され，南東側が4号住居

跡と重複しており，西側は撹乱によって明瞭でない。

残存部から推定すると，主軸方向はN－350－Eを指し，長軸3．8m e短軸3．1mの隅丸長方形状

を呈するものと思われる。残存壁は壁高20cm程で，壁はゆるやかに外傾して立ちあがっている。

ロームの掘りこみほ10cmぐらいである。床面はほぼ平坦であるが，ソフトロームでやや軟弱。木

の根による撹乱をうけている。ピットは6か所検出され，深さ30～43cmを測るが主柱穴は不明で

ある。西側に土壌状の落ちこみがあり，長径115cm・短径95cme深さ20cmの楕円形を皇し，南東

側が約10cm低くなっている。性格は不明である。住居跡内覆土は，暗褐色士と褐色土が堆積して

おり予　ローム粒子と一部にローム小ブロックe焼土粒子e炭化粒子を含み締りがある。

遺物は覆土中から極少量の縄文土器片が出土している。縄文前期の黒浜式と浮島式に比定され

る土器群である。
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第98図　第6号住居跡実測図
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出土遺物（第99図）

1～4は胎土に繊維を含み，1は太めの

洗練による波状文，2～4は縄文を呈して

いる。5は撚糸文，6・7は貝殻文を施文

している。8は尖底土器である。

＼溜

■r　、．

10cl掃

第99図　第6号住居跡出土土器拓影図

第7号住居跡（第100図）

本住居跡はB2C7調査区を中心に確認されたもので，北側が6号住居跡，西側が2号土壌，南東

側が8号住居跡と重複している。明確に住居跡のコーナー部がとらえられたのは，南西壁に付随

する両コーナーだけである。

残存部から，主軸方向はN－38。－Eを指し，長軸3．6m・短軸3．2mの隅丸方形状を呈するもの

と思われるが明瞭でない。床面はほぼ平坦であるがやや軟弱である。炉は有さない。ピットは16

か所検出されたが，特に東側と南側に集中している。深さは20cm前後で比較的浅く，主柱穴は不

・－114　－



明である。住居跡内の覆土は，黒褐

色土用普褐色土e褐色土が堆積してお

り，ローム粒子を含み締りがある。

遺物は少量の縄文土器片が覆土中

から出土している。これら土器群は，

縄文前期の黒浜式と浮島式に比定さ

れるものである。床面あるいはそれ

に密着した状態での出土状況がみら

れないし，遺物の童も少ないので時

期決定には問題があるが，本住居跡

は縄文時代前期の遺構であろう。

出土遺物（第101図）

1～6は胎土に繊維を含み，1～

3ほ洗練文を施している。4－6は

地文に縄文を有し，4ほ爪形文を配

‾lll　　二

一、、＿＿　－一一l∴－l－1一一－
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第100図　第7号住居跡実測図

している。7・8は撚糸文，9は縄

文，10～14は平行洗練文，15は口唇部にキザミを施し，口縁部に沿って有節洗練文その上に半裁

竹管による刺突文を加えている。16は変形爪形文を有す。

第8号住居跡（第102図）

本住居跡はB2d8調査区を中心に確認されたもので，北西側が7号住居跡，北東側が4号住居跡

と重複している。

残存壁の状況から，主軸方向はN－470－Eを指し，長軸4m・短軸3．5mの隅丸方形状を呈す

るものと推定される。残存壁高は10～30cmを測り，壁はなだらかに外傾して立ちあがっている。

床面はソフトロームで軟弱であるが，ほぼ平坦ををしている。炉は有さない。ピットは14か所検

出されたが，主柱穴は不明である。南側には主軸方向に沿って長径60cmぐらいの梧円形状のピッ

トが並列しているが，性格は不明である。ピット内には暗褐色土e褐色土が堆積している。住居

跡内の覆土は，暗褐色士e極暗褐色土・褐色土が堆積しており，ローム粒子eローム小ブロック

を含み全体的に締りがある。

遣物は少量の縄文土器片が出土している。南側からの出土が多く，浮島期の深鉢形土器片が床

面から検出されている。これら出土遺物等から，本住居跡は縄文時代前期に比定される遺構と思

われる。

－115　－
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第101図　第7号住居跡出土土器拓影図

出土遺物（第104図）

1～6は胎土に繊維を含み，1～4は広義の茅山式，5・6は地文に縄文をもつ黒浜式に比定

される0　7～9は変形爪形文，10～13は連続爪形文を有している。14は貝殻文，15は縄文，16～

18は平行沈線文を施している。

第9号住居跡（第109図）

本住居跡はB2f6調査区を中心に確認されたもので，遺跡の北西部に位置し，西側が13号住居跡，

東側が12号住居跡，南側が11号住居跡と重複している。

重複関係が激しいために北側部しか残存していないが，現存形の状況から，長径方向はN－10。

－Eを指し，長径5・7m・短径5・2mの楕円形状を呈するものと思われる。璧高は10cm程で，壁は

ややゆるやかに外傾して立ちあがっている。床面はソフトロームでやや軟弱であるが，ほぼ平坦

をなしている。炉跡が中央よりやや北東側に検出され，床面を12cm掘り窪めた地床炉で，多量の

焼土を含み炉床は硬く焼けている。炉の南側は切断されているため形状や規模は不明である。ピ

ー116　－



ツトは3か所検出され，

深さ25cm前後を測る。

いずれも主柱穴と考え

られる。住居跡内の覆

土は，褐色土と床面付

近に明褐色土が自然堆

積している。

遺物は少量の縄文土

器片がいずれも床面に

密着した状態で出土し

ている。また，炉跡上

より深鉢形土器の口綾

部が検出されている。

これらの土器群は，は

A
一

＝

い

＝

＝

I

U

〃

り

〟

〃

‥

l

I

Aレ24．8m

とんど浮島式のもので

ある。

第102図　第8号住居跡実測図
本住居跡は，出土遺

物等から縄文時代前期の浮島期に比定される遺構と思われる。

出土遺物（第103・105・106図）

出土遺物解説表（第103図）

ヒ二一一一斗一一→

退 構

j

番号 菜：子　　種
l

ll＿竺 竺

A （26．0）

器　形　の　特　 徴

Ll一半裁け管共による平行沈線
文。

整　 形　技　法

内面－ヘラナデ

垣 竺

やや・砂粒・招

備　　 考

Sト9

1

［1 深鉢形土器
fl縁部37％

（縄　　 文） 内・外面一摩滅ぎみ 軟弱　スコ
リア

ク第103図－1

t一一ニ　＿一一L　．

、こ・！㍉〕∵㍉
一　一ヽ＿．1一＿さ′こ＿

こ－”‾守叫’、－与

、－．1ヽ

、．　　－し　二

妻戸信二等普圭、’息
一h　一、－　　＿lこ、

1

10CM

第103図　第9号住居跡出土遺物実測図
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第105図1・2は胎土に繊維を含ん

でいる。3・4は口縁部で無文，5

～15は平行洗練文を有し，12は地文

にまばらを撚糸文，13は輪積痕の上

に三角文，14は半裁竹管による刺突

文，15は円形竹管文を押捺している。

16～18は変形爪形文，19～21は連続

爪形文を有している。22・23と第106
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図1・2・5は貝殻文を施文している。第106図3は縄文，4・6～8は撚糸文を施文している。

9・10は底部である。

第10号住居跡（第107図）

本住居跡はB2h6調査区を中心に確認されたもので，北側は11号住居跡，南東側は47号住居跡に

隣接し，西側は23号土壌と重複しており，西側の小谷津に向かって低くなる傾斜地に位置してい

る。
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主軸方向はN－18。－Eを指し，長軸3．4m・短軸3．2mの隅丸方形を呈している。壁高は15cm前

後を測り，壁は70～800の角度で外傾して立ちあがっている。床質はソフトロームで軟弱である。

床面は平坦だが南西コーナーに向かって低くなっている。炉跡は2か所検出され，便宜上，東壁

寄りに位置する炉をFl号，南壁寄りに位置する炉をF2号と仮称しておく。Fl号は長径85cm・短

径45cmの楕円形，F2号は長径60cm・短径35cmのほぼ楕円形を呈し，いずれも床面を10cm程掘り窪

めた地床炉で，多量の焼土を

含み炉床は硬く焼けている。

ビットは壁際に6か所，内側

に2か所検出されたが，いず

れも比較的浅い。中央よりや

や西側に位置するピ▼ソトだけ

は深さ68cmと深い。主柱穴は

不明である。住居跡内の覆土

は，色調から大きく2層に分

けられ，褐色土と暗褐色土が

堆積している。ローム粒子と

一部にハードローム小ブロッ

ク・炭化粒子・焼土粒子を含

み，床面付近は締りがある。

遣物は少量の縄文土器片が

出土しているが，ほとんどが

AL＝24．6m

旦

仁　　2．■　＿＿」

第107図　第10号住居跡実測図
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中央からの出土である。これら土器群は繊維土器であり，床面に密着した状態で黒浜式の土器が

検出されている。

本住居跡は，これら出土遺物等から縄文時代前期の黒浜期に比定される遺構と思われる。

出土遺物（第108図）

1～21は胎土に繊維を含み，1、5は洗練文を施し，2・5に円形竹管文を押捺している。6

～8は繊維痕が認められ，9・10は有節洗練文を施している。1ト21は縄文を施文しており，11・

12は羽状縄文を呈している。22は口縁部で縄文が施文されている。
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第11号住居跡（第109図）

本住居跡はB2g7調査区を中心に確認されたもので，北側が9号住居跡，東側が12号住居跡，西

側が13号住居跡と重複しており，南側が10号住居跡と隣接している。

主軸方向はN－700－Wを指し，長軸駁8m。短軸5mの隅丸方形を呈するものと思われる。璧

高は20～25cmを測り，壁は70－800の角度で外傾して立ちあがっているが，西壁は不明である。床

面は踏み固められており，ほぼ平坦をなしている。床面のレベルが9号位居跡より10～15cm，12

号住居跡より10cm低い。炉跡は6か所検出され，いずれも床面を5～10cm程掘り窪めた地床炉で，

焼土や焼土粒子を多量に含み炉床は硬く焼けている。ピットは30か所検出されたが規則性はなく，

また中央部には存在し射、。これらのおびただしいピット群と炉跡から，増築や建て替えが行な

われ，数次にわたって使用された住居跡であろう。住居跡内の覆土は，暗褐色土e褐色土が堆積

しており，ローム粒子eローム′トブロック・焼土粒子・炭化粒子を含み締りがある。

遣物は住居跡全体から縄文土器片が多量に出土している。これら土器群は，小破片で実測可能

なものはなかったが繊維土器と浮島式土器・諸磯式土器に大別される。

本住居跡は，出土遺物等から縄文時代前期の遺構と思われる。

出土遺物（第110～112図）

第110図1～19は胎土に繊維を含み，1～3は洗練文，5～11は有節洗練文を有している。2

に有孔，3ほ地文に縄文，5～8ほ平行洗練文と組合わせ，8に円形竹管文，10ellは地文に縄

文を施している。12－19は縄文が施文されている。20－22は無文の粗製土器で，22には輪積痕が
▲

認められる。23～29と第111図1～14は平行洗練文を有し，15・16は変形爪形文，17－24は有節洗

練文を有している。第112図1～3ほ浅い洗練文，4～8は撚糸文，9elOは貝殻文を施文して

いる。11～19は底部である。

第12号住居跡（第109図）

本住戻跡はB2g8調査区を中心に確認されたもので，北側は18号住居跡，西側は9号弓1号住居

跡と重複している。北西壁下には6号土壌が存在する。

平面形状は，直径4．5m前後の円形状を呈するものと思われる。壁高は5～20cmを測り，壁はや

やゆるやかに外傾して立ちあがっているが，壁面全般にわたって不明瞭である。床質はソフトロ

ームで軟弱であるが，床面はほぼ平坦をなしている。ピットは21か所検出されたが規則性はなく，

主柱穴も不明である。住居跡内の覆土は，色調から大きく3層に分けられ，褐色土e暗褐色土・

明褐色土が自然堆積している。

遺物は少量の縄文土器片が出土している。婆形土器の胴部が北東側床面から検出されている。

これら土器群は，黒浜式e浮島式・諸磯式に比定される。
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第112図　第11号住居跡出土土器拓影図

本住居跡は，出土遣物等から縄文時代前期の遺構と思われる。

出土遺物（第113・114図）

第113図1～4は胎土に繊維を含み，1・2は縄文，3は平行洗練文間に爪形文，4は有節洗

練文を施している。5は輪積痕の上に刺突文，6～8は平行洗練文，9は変形爪形文と平行洗練

文，10は変形爪形文，11は三角形状に平行洗練文を施文している。12・13は口縁部に連続爪形文，

頚部に波状文を施し，14は口縁部に有節洗練文，頭部に撚糸文を配している。15・16は連続爪形

文，17・18は撚糸文，19・20は貝殻文，21～23と第114図卜2は縄文を施文している。3～5は

底部である。
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第13号住居跡（第109図）

本住居跡はB2g6調査区を中心に確認されたものであるが，東側が9号・11号住居跡と重複して

おり，プランが明確とならなかったものである。

西側がわずかに残存するのみで規模・形状等不明瞭であるが，残存壁高は15～20cmを測り，壁

はゆるやかに外傾して立ちあがっている。床面はソフトロームで軟弱であり，中央部に向かって

やや低くなっている。ピットは8か所検出されたが，主柱穴は不明である。住居跡内の覆土は，

褐色土と暗褐色土が自然堆積しており，ローム粒子・ローム小ブロックと一部に極少量の炭化粒

子を含み，床面付近は若干粘性を帯びている。

遺物は多量の縄文土器片が出土している。これらの土器群は，黒浜式・浮島式に比定される。

本住居跡は，出土遺物等から縄文時代前期の遺構と思われる。

出土遺物（第115・116図）

第115図1～4は胎土に繊維を含み，1は太い洗練文を施している広義の茅山式土器，2は有節

洗練文，3は付加条縄文，4は羽状縄文を皇す黒浜式土器である。5は洗練文，6～13は半裁竹

管具による平行洗練文を配し，8～11は地文に撚糸文，12は隆帯を設けその上にキザミ，13は胎

土に繊維を含み，地文に縄文を有している。14は変形爪形文，15～19は有節洗練文を有している。

20・21と第116図1は胴部で平行洗練文を縦位に施文している。2～5は貝殻文を施している。6

～8は底部で，7・8は繊維を含んでいる。

第14号住居跡（第117図）

本住居跡はB2b9調査区を中心に確認されたもので，北側2mのところに2号住居跡，北東側1

mのところに22号住居跡，西側には隣接して4号住居跡が存在する。

主軸方向はN－410－Wを指し，長軸7m・短軸5．5mの南東辺が短い隅九台形状を呈している。
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第116図　第13号住居跡出土土器拓影図

壁高は20～30cmを測り，壁はややゆるやかに外傾して立ちあがっている。東側は壁高10cmぐらい

である。床面は踏み固められておりほぼ平坦であるが，中央部がやや低くなっている。炉跡は2

か所検出され，いずれも床面を約10cm程掘り窪めた地床炉で，焼土を含み炉床は硬く焼けている。

ピットは30か所検出され，比較的深いものが多い。主柱穴は不明である。住居跡内の覆土は，褐

色土と暗褐色土が自然堆積しており，ローム粒子と一部に炭化粒子・焼土粒子・ローム小ブロッ

クを含み締りがある。

遣物は住居跡全体からおびただしい量の縄文土器片が出土している。ほぼ完形に近い深鉢形土

器が中央付近から検出されている。茅山式・黒浜式・諸磯式・浮島式の土器が混在しており，土

器片の編年的層準は示していない。これらの遺物の在り方や多くのピットから，本住居跡は増築

や建て替え等が行なわれ，かなりの長期間使用されたものであることをうかがわせる。そういう

観点にたつと，主軸方向N－53。－Wを指し，長軸4．4m・短軸3．6mの隅丸長方形状を呈している

住居跡の存在が確認される。床面も5cm程低くなっている。

出土遺物（第118～123図）
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出立遺物解説表　第m　～帽図）

遺 構 如
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卜ji
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i

i
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i 3 膠 形土器 良好・砂粒・明赤

i　　　　　　　 i　　　　　 褐
日縁部 15％
第119図－1

履 形斬 三 業 ： 内面…ナデ 蒜品’答写．1詣

l

内面＿ナデ　　　 普通’ろ冒．橙
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底部 1 00％
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底部 100 ％
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第 12 0図 －8

口縁部 25％
第 12 0図－9

i 15 唐 土隼 4・8 】胴弓 竿 ＋　 j内面 …ナデ
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第121図1～11は胎土に繊維を含み，1～5は洗練文，6－11は縄文を施文している。12は輪積

痕，13は斜行沈線文，14～20と第122図1～4ほ平行洗練文を有している。15e16は隆帯の上に剣

突文，17と19は円形竹管文を押捺している。第122図2は痩貼付，4ほ半裁竹管具による剣突文を

施している。5は波状口縁で種目による渦巻文を呈している。6ほ連続爪形文，7～17は有節洗

練文を有し，9　elO・12は地文に撚糸文，15～17は突起部にキザミ昌を施している。18は貝殻文

を施文している。第123図1・2は平行洗練文，3は刺案文，4ほ変形爪形文，5ほ円形竹管文を

押捺している。2・3に補修孔をもつ。6－13は撚糸文を有し，10には有節洗練文が施されてい

る。14－20は底部で，18には木葉痕が認められる。

第日7図　第　摘　号　住　居　跡　実　測　図
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第118図　第14号住居跡出土遺物実測図
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第120図　第14号住居跡出土遺物実測図
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芦“5号住居跡（第は／、富）

本住居跡はB2d6調査区

を中心に確認されたもの

で，北西側が5号住居跡

に切断されている。またタ

撹乱をうけており規模や

形状は不明である。

残存壁高は5～30cmを

測り，壁はややゆるやか

に外傾して立ちあがって

いる。床面は軟弱である

がほぼ平坦ををしている。

ピットは8か所検出され

たが浅く，主柱穴は不明

である。住居跡内の覆土

は，ローム粒子を含む褐 第124図　第15号住居跡実測図

ヒ二二二二空二二二ヨ

色土・暗褐色土が堆積し

ている。

遺物は多量の縄文土器片が，主に中央部・北東コーナー。南コーナーの3地点から出土してい

る。中央部床面から深鉢形土器が検出されている。これら土器群は，わずかを繊維土器を除いて

ほとんど浮島式に比定される。

本住居跡は，出土遺物等から縄文時代前期の浮島期の遺構と思われる。

出土遺物（第725′〉127回）

出土遺物解説表（第瑠25図）

遺構　号　器　 種　法畳（cm）　　　 器　形　の　特　徴 整　形　技　法　 焼成・胎土・色調　備　考
Sト15　 小　 形A（15・4）課漂詣撃雷撃落旨真空

i（縄
［十 ‾‾‾

i2 i雷 形土器i i

内面－ヘラナデ i普通禦 墨蒜第1㌶＿1

リア

紅 ；享ナデ 蒜 ‘誓 ‘轡 招－2

第126図1・2は胎土に繊維を含み，地文に縄文を有している。3ほ輪積痕が認められ，4～14

は平行洗練文を有し，5ほ口辺部に「ハ」字状のキザミ，7ほ地文に撚糸文，8ほ徴隆帯を設け

ている。15～23は変形爪形文を有し，平行洗練文と組合せている。24と第127図1～6は連続爪形
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文を有し，24と第127図6にはループ文，第127図1～5には平行洗練文が組合わせられているっ

7・8は撚糸文を施文。9～16は底部である。

．tl叔メ吋票
■こ．ご【′1trlむ、ノ

第125図　第15号住居跡出土遺物実測図

第16号住居跡（第128図）

本住居跡はB2e9調査区に確認されたもので，遺跡北西側の遺構群のほぼ中央に位置し，西側が

17号住居跡と重複している。

平面形状は，直径3・3m前後の円形を呈している。壁高は20～30cmを測り，壁はゆるやかに外傾

して立ちあがっている。床面は硬く締っており，ほぼ平坦である。焼土が広い範囲にわたって散

乱している。炉跡は東側に位置し，床面を11cm程掘り窪めた地床炉で，長径60cm・短径37cmの楕

円形を呈し，焼土を含み炉床は硬く焼けている。ピットは9か所検出されたが全体的に浅く，主

柱穴は不明である。住居跡内の覆土は，褐色土と一部に暗褐色土が堆積しており，ローム粒子・

ローム小ブロックと一部に炭化粒子・焼土粒子を含み締りがある。

遺物は縄文土器片が中央付近と南東部から多く出土している。床面付近から深鉢形土器・鉢形

土器が検出されている。これら土器群は，縄文前期の浮島式に比定される。

I llh一一へ、、－
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第127図　第15号住居跡出土土器拓影図

出土遺物（第129～131図）

第130図1～4は無文の粗製土器で，1は口辺部に指頭痕，3・4は輪積痕が認められる。5～

9は洗練文を有し，6は口唇部にキザミ，8は半裁什管文を施している。10～14は口縁部に沿っ

て有節洗練文，その下に連続爪形文を施している。15～19は連続爪形文，20・21と第131図1は変
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形爪形文を施して

いる。第131図2～

13は貝殻文を有し9

2～複は口辺部に

キザミ目を施して

いる。14つ5は底

部である。

第128図　第16号住居跡実測図

出　土遺物解説表（第129図）

j
遺構i番号　器　 種
J

法的 ＝　 器 形 の 特 徴 i 整 形 技 法 焼成舶 朋 備 考

‾‾．－「「　－－‾
（縄；；i：2号 整 苦 漂 鴛

第17号住居跡（第132図）

本住居跡はB2e8調査区を中心に確認されたもので，東側は16号住居跡，南側は18号住風臥　南

コーナーが9号土壌と重複しており，北側L2mのところに8号住居跡が存在する。

北壁の西壁の残存状況から，主軸方向はN－80－Eを指し，長軸4．6m・短軸4．4mの隅丸方形

状を呈するものと推察される。残存璧高は20cmを測り，璧はややゆるやかに外傾して立ちあがっ

ている。床面はソフトロームで軟弱であり，東側に向かってやや低く傾斜ををしている。炉跡は

中央よりやや南西側に検出され，長径45cm。短径30cmの楕円形を室し，床面を6cm撮り窪めた地

床炉でタ　褐色土のにぷい赤褐色士が堆積している。ピットは12か所検出され，深さ1ト45。m程で

浅いピットが多ら　主柱穴は不明である。住居跡内の覆土はタ　褐色士と東側の一部に暗褐色士が

堆積しておりク　ローム粒子のローム小ブロックと極少量の廃土粒子。炭化粒子を含み全体的に締
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第129図　第16号住居跡出土遺物実測図

りは弱い。

遺物は縄文土器片で，主として住居跡内東側からの出土が多く，いずれも床面より浮いた状態

で出土している。

出土遺物（第133・134図）

第133図1～3は胎土に繊維を含み，縄文を施文している。4～9は平行洗練文を有し，4・5

・7は地文に撚糸文，9は肋骨文の上に半裁竹管具による刺突文を施している。10～19は連続爪

形文，20・21は変形爪形文を有している。第134図1は撚糸文，2は貝殻文を施文している。3～

6は底部である。

第18号住居跡（第132図）

本住居跡はB2f8調査区を中心に確認されたもので，北側は17号住居跡，南側は12号住居跡，南

西側は7号・8号土壌と重複しており，遺構プランが不明である。

西壁が現存するのみであるが，壁高10cmを測り，壁はゆるやかに外傾して立ちあがり，中央部

付近が蛇行している。床面はほぼ平坦で，中央部から西側にかけてハードロームで硬く締ってい

る。炉は有さない。ピットが5か所検出されたが，主柱穴とは考えられ射）。住居跡内の覆土は，

褐色土が自然堆積しており，ローム粒子と少量の焼土粒子・炭化粒子を含み全体的に締りは弱

い。

遣物は住居跡全体から縄文土器片が出土しているが，量的には少ない。これら土器群は，縄文

前期の黒浜式や浮島式に比定される。
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本住居跡は，縄文時代前期の遺構と思われる。

出土遺物（第135図）

1～8は胎土に繊維を含み，1・2は洗練文，4は変形爪形文を有し，3～8は縄文を施文し

ている。9・10は輪積痕を残し，その上に指頭痕を加えている。11～19は平行洗練文を有する土

器群で，11・16～18は地文に撚糸文，19は地文に貝殻文を有している。20・21は変形爪形文，22
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ほ有節洗練文，23－26は連続爪形文を有している。27028は撚糸文，29830は貝殻文が施されて

いる。31は底部である。

1d

1a’慧　再　ld喜，云1f aldl；

第132図　第17e18号住居跡実測図
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第133図　第17号住居跡出土土器拓影図
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第134図　第17号住居跡出土土器拓影図

第19号住居跡（第136図）

本住居跡はB3fl調査区を中心に確認されたもので，遺跡中央よりやや北部に位置し，北西側1．5

mのところに15号住居跡，北東側2mのところに55号土境，南側1mのところに34A号土壌が存

在する。

主軸方向はN－600－Eを指し，長軸4．35m・短軸4．2mの隅丸方形を呈している。壁高は15～

50cmを測り，壁はややゆるやかに外傾して立ちあがっている。調査区掘り下げの差異によって壁

高の高低差が生じたが，東壁・南壁は残存状態が良好である。床面はソフトロームとハードロー

ムが混在しているが比較的硬く，平坦である。炉跡は中央よりやや北側に検出され，長径50cm・

短径30cmの楕円形を呈し，床面を5cm程掘り窪めた地床炉であるが，炉床はそれほど焼けてなく

焼土層も薄い。ピットは14か所検出されたが，最深部はほぼ平坦をなしている。主柱穴はPl～P8

で，P9～PlOは入口に設けられたものと考えられる。住居跡内の覆土は，上層に黒褐色土・極暗

褐色土，下層には暗褐色土が自然堆積しており，ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子と一

部に極少量の炭化粒子を含み締りは弱い。

遺物は縄文土器片・弥生土器片・土師器片と石製品が出土しているが，量的には縄文土器片が

多い。土師器の壷形土器が床面から検出されている。出土遺物は少なく資料としては不足してい

るが，本住居跡は，古墳時代の五領期に比定される遺構と思われる。

出土遺物（第137・138図）

第138図1～10は縄文土器片で，11～13は弥生土器片，14～18は土師器片である。

1・2は輪積痕を残し，その上に刺突文を配している。3～5は平行洗練文，6は変形爪形文，

7は連続爪形文を施文している。8・9は貝殻文を有する口緑部で，口唇部にキザミ目を施して

いる。10は撚糸文を施文。11一一13は櫛目による横線文と波状文。14～17は刷け目痕が認められる。

18は底部である。
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第136図　第19　号　住　居　跡　実　測　図

第137図　第19号住居跡出土遺物実測図
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出土遺物解説表（第137図）

退 構 番号 器　　 種 法量（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

S I－19

l

1
童 形 土 器

（土　　 師）
B 17．3

頭－ゆるやかに外傾。
ロー外反する。
頸部に隆帯を貼付し，その上にキ
ザ ミ。
胴一大きく膨らむ。

し1－刷け目調整
胴－ヘラナデ

1

普通・砂礫 ・赤

：十的 鵬

［第13酬

2
壷 形 土 器

A 13 ．9
ロー外傾。
口唇部一器厚を減ずる。 外面一別け R 調整

普通・砂粒・尿褐
（土　　 師）

B 15 ．9 頚部は 「く」の字状。 ロー横ナデ 80％
第137図－2

C　 4 ．2 胴一大きく膨らみ底部に至る。 胴下半－ナデ
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第138図　第19号住居跡出土土器拓影図
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②　竜一　ふ

第139図　第　20　号　住　居　跡　実　測　図

L一一　　2iH　　二∃

第20号住居跡（第139図）

本住居跡はA3jl調査区を中心に確認されたもので，遺跡の北部に位置し，北側2mのところに

28号住居跡，東側1mのところに38号土壌，南側に隣接して43号土境が存在する。

主軸方向はN－36。－Wを指し，長軸4．6m・短軸4．4mの隅丸方形を呈している。南壁中央部は

トレンチ試掘により消滅しているが，壁高は10～40cmを測り，壁は70～

800の角度で外傾して立ちあがっている。ロームの掘りこみは5cmぐらい

である。床面は南西部がやや低くなっているがほぼ平坦をなし，硬く良

好射犬態である。炉跡は中央部よりやや北側に位置し，床面を10cm程掘

り窪めた地床炉で，炉床は硬く焼けている。掘り方は皿状を呈している。

柱穴は16か所検出されたが，主柱穴はPl～P4と考えられる。直径27～33

cm・深さ50～62cmを測る。貯蔵穴は北西コーナー部に位置し，長径100cm

・短径80cmの楕円形を呈し，深さ18cm程ですり鉢状をなし中央にピット

を1か所有す。住居跡内の覆土は，上層には厚さ10～15cmぐらいの黒色

土，中・下層には黒褐色土・暗褐色土・褐色土が自然堆積しており，ロ

ーム粒子・ローム小ブロックと一部に極少量の炭化粒子・焼土粒子を合
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んでいる。南側床面上に焼土・炭化粒子・炭化材が多く散布しており，火災家屋と思われる。

遺物は縄文土器片と弥生土器片が出土しているが，量的には縄文土器片が多い。北東壁寄りの

床面から紡錘車，西コーナー付近から弥生の壷形土器の破片が検出されている。

本住居跡は，出土遺物等から弥生時代後期に比定される遺構と思われる。

出土遺物（第140～142図）

出土遺物解説表（第140図）

退 構 番号 器　　 種 法量（cm）
l　 器 形 の 特 徴

［　　 ‾‾‾‾‾‾「 ‾

整．．誓 ヱ 竺 竺 竺 上 ＿

［ナデ l酬 …中 豊 1

Sト20
1 紡　 錘　 車

4．0×3．9

41g

第141図1～9は弥生土器片である。1・2は櫛目による波状文，3は櫛目による横線文，4は

足洗式に比定される渦巻文が施されている。5～7は縄文，8・9は撚糸文が施文されている。

第142図1～33は縄文土器片である。1～5は胎土に繊維を含み，2は有節洗練文，3～5は縄

文が施されている。6は輪積痕を残し，最下端に三角文を配している。7～18は平行洗練文の土

器群で，16～18は地文に撚糸文を有し，17に半裁什管文，18に円形什管文を押捺している。19は

変形爪形文，20・21は有節洗練文，22～24は連続爪形文を有し，19・24に刺突文，20に半裁什管

文，22に円形廿管文の押捺がみられる。25は縦位の洗練文，26～28は撚糸文，29～33は貝殻文が

施文されている。

9

第141回　第20号住居跡出土土器拓影図

第21号住居跡（第143回）

本住居跡はB2i5調査区を中心に確認されたもので，遺跡の西端部傾斜地に位置し，北側に隣接

して24号土壌，北東側2mのところに10号住居跡が存在する。

主軸方向はN－55。－Eを指し，長軸5．1m・短軸4．9mの隅丸方形を呈している。壁はややゆる

やかに外傾して立ちあがっているが，北壁・西壁は拇乱をうけている。残存壁高は20～40cmを測

り，床面は西側に傾斜してありゃや軟弱である。炉跡は確認されず，ピットは7か所検出された
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第142図　第20号住居跡出土土器拓影図
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が，主柱穴は不明である。住居跡内の覆土は，褐色土8暗褐色土，床面付近には明褐色土が堆積

しており，ローム粒子eローム小ブロックと一部に極少量の焼土粒子・炭化粒子を含み上層部は

締りが弱い。

遣物は住居跡全体から多量の縄文土器片が出土している。南側コーナー付近から鉢形土器が検

出されている。これら土器群は，黒浜式・諸磯式e浮島式・下小野式に比定される。

出土遺物（毒針姻～摘9輯）

出土遺物解説表（第掴図）

遺 構 番号 器　 種　 法量五m）　 器 形　 の　 特 徴　　　 整 形 技 法　 焼成灘土・色調　 備　 考

Sト21

1

－‘－’▼’、、’ル’”～ ′′・・－－一一一－ ・、－　　　　　　－．

禁 等 芸霊 ）j竺警孟姜買主詣 禦 一三墓造詣 内面－へうナデ 普通・砂粒・：詣 第至2品 －1

第掴3図　第　21号　住　居　跡　実　測　図
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第144図　第21号住居跡出土遺物実測図

第145図1～14は胎土に繊維を含み，1は洗練文，2～6は有節洗練文を施し，3～13は地文

に縄文を充填している。13は円形竹管文を押捺，14は貝殻文を施文している。15～25と第146図

1～13は平行洗練文を有し，第146図5～8は地文に撚糸文，9・10は地文に貝殻文，11は柳葉

状文を施し，12・13には微隆帯を貼付している。14～17と第147図1～5は変形爪形文，6－17

は連続爪形文，18～24は有節洗練文を有している。第148図1は浮線文の上にキザミ，2は平行

洗練文と爪形文を施しその上に瘡を貼付，3は櫛歯状文を施している。4～7は撚糸文，8～13

は貝殻文，14・15は半裁竹管具による刺突文を配している。16～19は縄文中期初頭に比定される

土器で，16に「S」字状結節文，17～19は縄文を施している。20～22と第149図1～12は底部で

ある。

J
C．

‾第22号住商跡（第150図）

本住居跡はB2ao調査区を中心に確認されたもので，東側に42号住居跡，南西側に14号住居跡が

それぞれ隣接して存在する。

トレンチ試掘や撹乱によって破壊がみられるが，炉跡および東から南にかけて一部の壁を検出

した。主軸方向はN－63。－Eを指し，長軸4．3m・短軸3．3mの隅丸方形状を呈するものと思われ

る。残存壁高は20～30cmを測り，床面はほぼ平坦である。炉跡はほぼ中央部に2か所検出された。

便宜上　中央部に位置する炉をFl号，それよりやや北西側に位置する炉をF2号と仮称しておく。

F1号は床面を12cm程掘り窪めた地床炉卒，長径70cm・短径60cmの槽円形状を皇し，F2号は床面を

5cm程掘り窪めた地床炉で，長径58cm・短径40cmの楕円形状を呈している。それぞれ焼土ブロッ

クを含み炉床は硬く焼けている。F2号の北側に撹乱ピットがある。柱穴は15か所検出され，比較

的浅いものが多い中でPlとP2は深い。しかし主柱穴については明確でない。東壁下に長径100cm・

短径80cm・深さ30cm程の樗円形状の貯蔵穴が確認されている。住居跡内の覆土は，極暗褐色土・
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暗褐色土・褐色土が自然堆積しており，ローム粒子・ソフトローム小ブロックと一部に焼土粒子

・炭化粒子を含み締りは弱い。

遺物は炉跡周辺を除いた地域から多量の縄文土器片が出土している。これら土器群は，黒浜式

・諸磯式・浮島式に比定される。

本住居跡は，出土遣物や2か所に確認された炉の存在，規則性がなく検出された多くのピット

等から増築あるいは建て替えが行なわれたものと思われる。縄文時代前期の遺構と推察される。

出土遺物（第15ト152図）

第151図1～11は胎土に繊維を含み，いずれも地文に縄文を有し，1・2は洗練文，4～6は有

節洗練文を配している。12・13は輪積痕を残し，14～18は平行洗練文を有する土器で，14は地文

に撚糸文，15は地文に貝殻文，16は地文に縄文を施している。17は肋骨文と連続爪形文，18は鋸

歯状文と連続爪形文を施し，その上に円形竹管文を押捺している。19～21は連続爪形文を有し，

口唇部にキザミ，連続爪形文の上に刺突文を押捺している。22は撚糸文の上に円形竹管文を押捺

している。第152図1は撚糸文，2は貝殻文，3～5は縄文を施文している。6は微隆帯の上にキ

ザミを有し，細い竹管具による刺突文を施している。
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第152図　第22号住居跡出土土器拓影図
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第23号住居跡（第153図）

本住居跡はA3f8調査区を中心に確認されたもので，遺跡の北端に位置し，北西側3mのところ

に39号住居跡が存在する。

平面形状は，長径3．5m・短径3．2mの北東部がややはり出している不整円形を呈している。壁

高は10～15cmを測り，壁はゆるやかに外傾して立ちあがっている。床面はほぼ平坦をなしている。

璧・床ともソフトロームで軟弱である。炉跡は中央部よりやや西側に検出され，床面を8cm程掘
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り窪めた地床火戸で，長径

45cm・短径35cmの梧円形

状を呈し，焼土ブロック

は少ない。ピットは8か

所検出され，比較的浅い

ものが多い中でP5は深さ

54cmと深い。Pl～P4は直

径18～25cm・深さ12～25

cmを測り，主柱穴と考え

られる。南壁下に長径60

cm・短径40cm・深さ34cm

を測る楕円形状の貯蔵穴

が確認されている。住居

跡内の覆土は，褐色土と

上層中央部に暗褐色土が

自然堆積しており，ロー

2dA：

舎監聖墓去≡墓参ア里
1c lc

21一

第153回　第23号住居跡実測図

10chl

第154図　第23号住居跡出土遺物実測図

ム粒子・ハードローム小ブロックと一部に焼

土粒子等を含み締りがある。

遺物は縄文土器片と弥生土器片が混在して

出土しているが，量的には少ない。中央部よ

りやや北側の床面から弥生の壷形土器が検出

されている。

本住居跡は，出土遺物等から弥生時代後期

の遺構と思われる。

出土遺物（第154・155図）

第155図1は弥生土器片で，撚糸文を施文し

ている。2は縄文土器片で，胎土に繊維を含

む条痕文系の土器である。
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出土遺物解説表（第154回）

追 物 番号
l
器　　 種 法益（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調

】備　 考

20％
第154図－1

S I－23

1
壷 形 土　器

（弥　　 生）
B　 21．5

付加条縄文を施文。
頸一無文。
施文一羽状縄文。 内面－ナデ 普通・砂礫 ・橙

第155図　第23号住居跡出土土器拓影図

第24号住居跡（第156図）

本住居跡はA3i7調査区を中心に確認されたもので，遺跡の北部に位置し，北側に23号住居跡，

南側約2・5mのところに26号住居跡，西側2mのところに36号土壌が存在する。

主軸方向はN－47。－Wを指し，長軸5・6m・短軸5・4mの南北対角線がやや短い隅丸方形を呈し

ている0壁高は30～40cmを測り・壁はほぼ垂直に立ちあがっているがソフトロームで柔らかい。

床面はやや南西部が低くなっており，小さな起伏もみられ全体的に軟弱である。炉跡はほぼ中央

に検出され・床面を11cm程掘り窪めた地床炉で，長径53cm・短径45cmの梧円形で皿状を呈し，炉

床は硬く焼けている0柱穴は17か所検出されたが比較的浅く，主柱穴は不明である。またPl～P5

は直径60～95cm・深さ15～30cmぐらいの規模で，暗褐色土が堆積している。縄文土器片の出土が

数点みられるので縄文時代の土壌かと思われる。住居跡内の覆土は，上層に黒褐色土，中・下層

に暗褐色土が自然堆積しており・ローム粒子・ローム小ブロックと一部に焼土粒子・炭化粒子を

含み締りはなく柔らかい。

遺物は住居跡全体から縄文土器片・弥生土器片・土師器片が出土している。量的には縄文土器

片が多い。南側コーナー付近の床面から紡錘車が検出されている。これらの遺物の在り方や規則

性のないおびただしいピットの数から，本住居跡は増築や建て替えが行なわれ，長期間にわたっ

て使用されたものであることもうかがわせる。

出土遺物（第157・158図）

出土遺物解説表（第157図）
遺 構 番号 器　　 種 法畳（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

S ト24

1 紡　 錘　 車
（5 ．8）

30 ．5 g
普通・砂粒・にぷ

い褐
45％
第157図－1
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第156図　第24号住居跡実測図

第158図1～5は弥生土器片，6～8は土師器片，9～25は縄文

土器片である。

1は壷形土器で胴上半部に縄文が施文され，煤が付着している。

2・3は縄文を施文，4は櫛目による連続山形文，5は2本の沈

線による渦巻文を施している。6～8は刷け目痕が認められる。

9～11は胎土に繊維を含み，9は棒状具による洗練文，10・11は

縄文を有している012・13は平行洗練文，14・15は変形爪形文を

有し，12は地文に撚糸文を施している。16～23は貝殻文を施文し

ている。24・25は底部である。

ー167　－

L　2iM　　」

；ggご宍宍雲富三三29
？．．？？ミミミロ這

ヒ＝当竺＝∃

第157図　第24号住居跡出土
遺物実測図
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第25号住居跡（第159図）

本住居跡はB2j9調査区に確認されたもので，遺跡中央よりやや北西部に位置し，南西側約2m

のところに31号・32号土境が存在する。

平面形状は，長軸3m・短軸2．5mの不定形

を呈し，壁高5～10cmを測り，壁はゆるやか

に外傾して立ちあがっている。床面は東側と

北側に向かって低く傾斜をなしている。

遺物は縄文土器片が浮いた状態で出土して

いるが，本遺構と関係するかは不明である。

精査の結果，炉跡・柱穴・壁溝は検出され

なかったし，壁・床面の状態も明確でなく，

住居跡としての判断資料は乏しい。

出土遺物（第160図）

1・2は胎土に繊維を含み，縄文を施文し

ている。3・4は平行洗練文を有し，3は補

・ALI24．6m A

「忘≧奄－

ヒ＝＝⊇㌣　　」

第159図　第25号住居跡実測図

修孔，4は地文に撚糸文を配している。5は

変形爪形文，6は貝殻文，7は淳線文を施している。8・9は底部で，8は胎土に繊維を含み，

胴部に縄文，9は胴部に「ハ」字状の刺突文が施されている。

月
日
日
月
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第160図　第25号住居跡出土土器拓影図
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②

第161図　第　26　号　住　居　跡　実　測　図　琶

第26号住居跡（第161図）

本住居跡はB3a8調査区を中心に確認されたもので，北側に24号住居跡，南側約2．5mのところ

に35号住居跡が存在する。

主軸方向はNつ00－Wを指し，長軸6m e短軸5．3mの隅丸方形を呈している。壁高は50～60

cmを測り，壁はほぼ垂直に立ちあがっている○床面は南西部がやや低くなっているが，ほぼ平坦

をなしている。壁・床面ともにハードロームで硬く締っており，良好射犬態で確認された。炉跡

は中央部よりやや北側に検出され，床面を14cm程掘り窪めた地床炉で，長径140。m・短径100。mの

－170　－



楕円形で皿状を呈し，廃土ブロックを含み炉床は硬く焼けている。幅10～15cmバ采さ5cm前後の

壁溝が全属している。ピットは16か所検出され，主柱穴と考えられるPl～P4は規則的に配列され

ている。いずれも直径30cm前後e深さ63－95cmを測り深い。直線的に撮りこまれており，最深部

は平坦を呈す。P5～P7ほ長径30～50cmの楕円形を皇し，暗褐色士と褐色士が堆積している。しか

し性格は不明である。住居跡内の覆土は，上層には黒褐色土が30cm前後の厚さで堆積しており，

壁際は褐色土，床面付近は暗褐色土が堆積している。

遺物は縄文土器片と弥生土器片が，主として北側から出土している。北壁下の床面からほぼ完

形の弥生の壷形土器や紡錘車，北東側床面から完形の弥生の小形壷が検出されている。

本住居跡は，出土遺物等から弥生時代後期の遺構と思われる。

出土遺物（第162～165図）

出．土遣物解説表（第162へ′7糾問）

匝 構 番可 器　 種 法 量 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　 考

S I－26

i

】
ii

！
i

i

i
［

i

ji

［J［

（

小　　　 形 A 12　5 「トー縄 文 ， そ の 下 端 に連 続 して庄

9 0 ％
第 16 2 図 J l

二／
1　 壷 形 土 器

（弥　　 生 ）

B　 2 1．0

C　 7 ．1

痕 。
頸 一 無 文 。
胴 … 羽状 縄 文。

内 面 … ナ デ 普 通 ・砂 粒 ・にぷ

い橙
底 … 布 目痕 。

！

2　 壷 形 土 器
（弥　　 生 ）

B 1 6 ．0

C　 6 ．2

！胴 … 付 加 条 縄 文 。

頸 一 斜 格 子 状 縄 文 。 頸部 と胴 部 と
の 境 は 無 文 。
頸部 － ゆ るや か に外 反 し， 口 縁 に
至 る。

内 面 く 豊 玉 ナ
デ、

底 ～ 摩 滅

普 通 ・砂 礫 ・橙
雲 母

80 ％
第 162 図 －2

小　　　 形

3　 壷 形 土 器

（弥　　 生）

［
】A lO ．2
i 3 1：：吉

全 面 に 羽状 縄 文 を墨 す 。
口唇 部 － キ ザ ミ。
頸 一粘 土 紐 を貼 付 。
底 一 布 目痕 。 二 次 焼 成 を うけ て い
る。 最大 径 を口 縁 部 に もつ 。

内 面 － ナ デ や や ・砂礫 ・橙
軟 弱　 石 英

10 0 ％
第 16 2 図 －3

■ l

B　 7 ．8

C　 8 ．0

胴 一 撚 糸 文 。

内 面 … ナ デ
摩 滅

や や ・砂 粒 ・に ぶ
軟 弱　　　 い 橙

底 面 1 00 ％
第 16 2 図－4

壷 形 土 器 底 一 布 目痕 。
4 （弥　 生 ）

5 ㌢ 土 器

生 ）
B　 9 ．8

胴 一 羽状 縄 文 。
底 一 布 目痕 。

内 面 － ナ デ
普 通 ・砂礫 ・に ぶ

ス コ　 い橙
底部 10 0 ％
第 1 62 図 …5

C　 9 ．4 リア

6 ㌢ 土 器

生 ）
B 19 ．6

頸 一徹 隆帯 上 に 刺 突 文 。 そ の下 を

内 面 － ナ デ

や や ・砂 粒 ・にぶ

2 0 ％
第 16 3 図 －1

櫛 目懸 垂 文 に よ り区 画 しそ の 間 に
極 目 に よ る 波状 文 。

軟 弱　 ス コ　 い橙
リア　 にぶ

胴 一 付 加 条 縄 文。 い 黄
橙

7 ㌢ 土 器

生 ）
B　 2 7 ．2

胴 一 羽 状 縄 文 。

内 面 一 摩 滅
軟 弱 ・砂 粒 ・に ぶ
（多） い 橙
灰 褐

i

30 ％
第 1 63 図 －2

8 屋 形 慧
A　 22 ．5

B　 8 ．2

ロ ー外 傾 し， な だ ら か に外 傾 して
内 面 － ヘ ラ ミガキ
外 面 一 縦 へ ラ ミガキ 普 通 ・砂 粒 ・橙

内 面 一丹 彩
底 部 に 至 る 。 炭 化 物 付 着

基 部 一 欠 損
基 部 － ナ デ 杯 部 8 0 ％

第 16 4 図 －1

9　 腕 形 土 器

（土　　 師 ）

A （1 6 ．0）

B　 6 ．7

休 部 － ま ろや か な 半 球 状 を呈 す 。
ロ ー 内 轡 し器 厚 を減 ず る。 外 面 一 横 位 へ ラ ミガ

キ
口 唇 部 一 様 ナ デ

良好 ・砂 粒 ・にぷ

い 橙
3 0 ％

第 164 図－ 2

i
4 ．4 × 2 ．9

10　 紡　 錘　 車

ii

4 9 ．5 g

i

普 通 ・砂礫 ・に ぷ

い 黄
橙

97 ％
第 1 64 図 －3
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第162図　第26号住居跡出土遺物実測図
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第163図　第26号住居跡出土遺物実測図
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第165図1～8は弥生

土器片，9～15は縄文土

器片である。

1・2は口縁部にキザ

ミを有し，頚部は櫛目に

よる波状文と懸垂文を施

している。3～6は縄文

を施文しており，4は羽

状縄文を呈している。7

・8は底部で，7に木葉

」呈、．＿」

第164図　第26号住居跡出土遺物実測図

こ票≡撃野望－コ
一一一一°

顎ぎ葦憲等
．ヽぺ二・∴こ‾

一丁∵・・・－・ご．；、．1
了：∵∴‘

・。養液鴬野

「ニ「

宜ノま二繁華や

71撃塑ヒごプ8

第165図　第26号住居跡出土土器拓影図
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痕，8に布目痕が認められる。9・10は胎土に繊維を含み，縄文を施文している。11は輪積痕を

残し，その下端に凹凸文を施している。12は平行洗練文，13は変形爪形文，14・15は連続爪形文

を有している。15には「S」字状結節文が認められる。

第27号住居跡（第166図）

本住居跡はB3bo調査区を中心に確認されたもので，遺跡の北東端に位置し，北西側に26号住居

跡が存在する。

長径方向はN－28。－Eを指し，長径3．6m・短径3．2mの楕円形を呈している。璧高は10cm前後

を測り，壁はややゆるや

かに外傾して立ちあがっ

ているが軟弱である。床

面はほぼ平坦で，硬く締

っている。炉跡は中央部

よりやや西側に検出され，

床面を12cm程掘り窪めた

地床炉で，長径55cm・短

径35cmの楕円形を呈し，

焼土ブロックを含み炉床

は硬く焼けている。ピッ

トは10か所検出され，Pl

～P3は深い。主柱穴は不

A
　
　
ヶ

耳
　
が
一

明である。住居跡内の覆

土は，暗褐色土と褐色土

が堆積している。

遺物は少量の縄文土器

片が出土している。主として中央から

南側にかけての出土が多い。ほぼ中央

部から，床面に密着した状態で深鉢形

土器が検出されている。これらの土器

群は，ほとんどが繊維を含み地文に縄

文を有している。

本住居跡は，出土遺物等から縄文時

二＿　」∵＿＿＿＿＿＿」

第166図　第27号住居跡実測図

第167図　第27号住居跡出土遺物実測図
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代前期の黒浜期に比定される遺構と思われる。

出土遺物（第167・168図）

出土遺物解説表（第167図）

遺 構 番号 器　　 種 法量（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

S Iけ27

1
深鉢形土器

（縄　　 文）

A （29．6）

B 12．5

胎土に繊維を含み，付加条縄文を
施文 している。

内面－ナデ 普通・砂粒 ・橙 口稼部15％
第167図－1
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．一、J一一°t、

リー′㌫：一一、・4

薫藁露
ヽ＿三．イハ．′．・ィ・ナ＿‥．一　t．　ノこ　＿

．苦学
＿ノγノ二．・J‘・√．し1－L㌔二

一一▼　＿一　　‾L．一

十圭ヰ十十∴∴－∴．

、登鷲告鎧浣
・た1ト∵■＿‘

顎渾登軒一’・Jrニ　り才一M　一．

軌、′．・ご、・　ヽ．

I‥、、．

二・一．‾‾‘一・、

．1、・三ミ‘

Ⅵ
日
航

．・－主点．

5

n
H
U

ナ　．一一ユー

、l－1㍉一．ヽ

誓去年一手婚こ
－　　　・　・－

「、ノ．．．・・
‾、・Iハ、．‾　．．

第168図　第27号住居跡出土土器拓影図
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第168図1～18は胎土に繊維を含み，地文に縄文を有する。1・2には洗練文を施し，18には円

形竹管文を押捺している。

第28号住居跡（第169図）

本住居跡はA3h2調査区を中心

に確認されたもので，遺跡の北

部に位置し，北側約4．5mのとこ

ろに41号住居跡，西側1mのと

ころに35号土壌，南側に隣接し

て37号土壌が存在する。

長径方向はN－650－Wを指し，

長径4．2m・短径3．3mの楕円形

状を呈している。壁高は15cm前

後を測り，壁はややゆるやかに

外傾して立ちあがっている。床

面は北東に向かってやや低く傾

斜をなしているが，ほぼ平坦で 第169図　第28号住居跡実測図

硬い。炉は有さない。ピットは

10か所検出されたが比較的浅いものが多く，主柱穴は不明である。住居跡内の覆土は，暗褐色土

・褐色土が自然堆積しており，ローム粒子・ソフトローム小ブロックを含み締りは弱い。

遺物は極少量の縄文土器片が，主として西側から出土している。小破片が多く，しかも覆土中

からの出土であり，本住居跡の時期決定には問題があ‘る。

出土遺物（第170図）

1～3は脂土に繊維を含み，1・2は縄文，3は細い洗練文を施している。

第170図　第28号住居跡出土土器拓影図
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第29号住居跡（第171図）

本住居跡はB鍼調査区を中心に確認されたものでラ　遺跡中東よ招部に位置し　北東側は諏号

住居跡夕　南西側は線号土壌と重複している。重複渡橋の新旧関係は㍉諏号住居跡が廃絶されてか

ら本住居跡が営まれ普　その後に44号土壌が掘りこまれている。

ふ、．ノ′言五　一　　　　・・　　一、．）、　　　　一　　一′　一　　　　一・・′、、十日′・・．

ている。壁高は10～15cmを測勘　壁はややゆるやかに外傾して立ちあがっている。床面はほぼ平

坦ををしているが，西側はローム質ま芦　東酢ま焼士の炭化粒子が混入している極暗褐色士がそれ

ぞれ硬　締ってお畑　貼床とも考えられる。炉は有さ射、。ピットは21か所検出され，Pl～P7ほ

主柱穴と考えられ，深さ20～33cmを測る。P8－PlOは直径40cm前後バ采さば45～60cmと大きくて

深い。住居跡内の覆土はタ　褐色土と壁際付近の上層に暗褐色士の堆積がみられ，ローム粒子eロ

ーム小ブロックや焼士粒子の炭化粒子を含み締っている。

遺物は住居跡全体から多量の縄文土器片が出土している。これら土器群は，ほとんどが縄文前

期の浮島式土器である。

本住居跡は，出土遺物等から縄文時代前期の浮島期に比定される遺構と思われる。

出土遺物（第172・173図）

F担巧川嘉見　挑誓竺JF3　3臣当18－

ヒ二二二三豊二二二二ヨ

第171回　第　29　号　住　居　跡　実　測　図
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誹
第173図　第29号住居跡出土土器拓影図

第172図1・2は胎土に繊維を含み，縄文を施している。3・4は無文の口縁部で，4の口辺部

に刺突文が施されている。5～9は輪積痕を残し，その下端に凹凸文を施している。8・9の口

辺部にキザミを有す。10～12は平行洗練文を有し，12は地文に貝殻文を旋している。13・14は変

形爪形文，15～22は連続爪形文を有し，13～21には刺突文を施文している。23～30と第173図1・

2は貝殻文を有する土器で，20～24は口辺部にキザミをもつ。第173図3・4は三角文を有してい

る。5は口縁部に隆帯を設けその上に有節洗練文を施し，6は微隆帯の上に縄文を回転させてい

る。7は縄文を施している。8は底部である。

第30号住居跡（第174図）

本住居跡はB3C2調査区を中心に確認されたもので，北側は31号住居跡，東側は49号土境，西側

は29号住居跡と重複している。栗木の根による撹乱が至る所にみられ，また各遺構の重複関係か

ら過存状態は良くない。

残存状況から，主軸方向はN－80。－Eを指し，長軸4．7m・短軸4．4mの隅丸方形状を呈するも

のと推定される。北西コーナー壁面はロームでしっかり立ちあがっており，壁高25cnlを測る。床

面はほぼ平坦をなしている。炉は有さない。ピットは18か所検出されたが，主柱穴は不明である。

南西壁下に直径85cm程の円形の2段掘りこみピットがあり，このピットの覆土中から縄文土器片

が3点出土しているが，この住居跡と関係があるかどうかは定かで射、。住居跡内の覆土は，褐

色土と暗褐色土が堆積しており，ローム粒子・ローム小ブロックと少量の焼土粒子・炭化粒子を

含み全体的に締りは弱い。また，栗木の根による撹乱が部分的に覆土中から床面に至っている。

遣物は住居跡全体から縄文土器片と弥生土器片が出土している。量的には縄文土器片が圧倒的

に多いが，そのほとんどは覆土中からの出土である。
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第174図　第　30　号　住　居　跡　実　測　図

本住居跡は，出土遣物やピットの在り方から増築か建て替えを行ない，縄文時代前期に営まれ

て廃絶された後，弥生時代後期にも同じ位置に営まれたものであろう。

出土遺物（第175・176図）

第175図1は始まに繊維を含み，羽状縄文を呈している。2は無文の目線部で，口辺部にキザミ

を有す。3～5は輪積痕を残し，3・4には指頭痕，5は地文に貝殻文を有す。6～12は洗練文

を有している。13～18は変形爪形文，19～26と第176図1e2は連続爪形文を有する土器群である。

また，第176図3～10は貝殻文を有し，3・4と8・9の口辺部にキザミを施している。11は三角

文を施している。12～15は弥生土器片である。12は足洗式に比定される土器で，13は貼付文と櫛

目文，14は櫛目による連続山形文と横線文が施文されている。15は撚糸文を施している。
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第176図　第30号住居跡出土土器拓影図

第31号住居跡（第177図）

本住居跡はB3b2調査区を中心に確認されたもので，北側が42号住居跡，南側が30号住居跡と重

複している。重複遺構の新旧関係は，本住居跡が42号住居跡より新しく，30号住居跡より古い。

主軸方向はN－86。－Eを指し，長軸5．7m・短軸5．5mの外周が曲線的な隅丸方形状を呈してい

る。壁高は10～25cmを測り，璧はややゆるやかに外傾して立ちあがっている。床面はハードロー

ムで硬く締っており，南側に向かってやや低く傾斜をなしている。床面のレベルは42号住居跡の

床面より7cm低い。炉跡は3か所検出され，いずれも床面を6～10cm掘り窪めた地床炉である。

便宜上東側に位置する炉をFl号，北西側に位置する炉をF2号，南側に位置する炉をF3号と仮

称しておく。Fl号は長径65cm・短径50cmの楕円形を皇し，長径方向は北東を指している。焼土ブ

ロックを含み炉床は硬く焼けている。F2号は長径60cm・短径35cmの不整楕円形を呈し，長径方向

は北西を指している。しかし焼土も堆積しておらず，ほとんど使用されていか）。F3号は長径70

cm・短径40cmの楕円形を呈し，長軸方向は北東を指している。焼土ブロックを多く含み炉床は硬

く焼けている。ピットは配列や大きさに規則性はないが，多くのピットが認められるので，これ

らは建て替えや増築等に伴ったものと思われ，本住居跡がかなりの長期間使用されたものである

ことをうかがわせる。これらピットのうち，位置や形状・深さからみてPl～P12は主柱穴と考え
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られる。P13とP14は貯蔵穴的性格をもつものと思われる。住居跡内の覆土は，中央部が栗木の根

による撹乱をうけているが，暗褐色土と壁際に褐色土が堆積している。土器片の編年的層準は示

さず，各土層とも各時期の遣物が混在している。

遺物は住居跡全体から多量の縄文土器片が出土している。これら土器群は，黒浜式。諸磯式e

浮島式に比定される。

本住居跡は，出土遺物等から縄文時代前期の遺構と思われる。

出土遺物（第け～相国）

出土遣物解説表（簑け図）

遺 構 番号 法量（cm） 法量（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

40％
第178図－1

SI－31

1
！

深鉢形土器

（縄　　 文）

A （42．5）

B　45．5

C （17．7）

ロー半裁竹管具による平行洗練文。
頸一上下に微隆帯を貼付し，その
上に爪形文を押捺，その微隆帯の
間を平行洗練による弧状文。
胴一平行洗練による弧状文。

内画一へラミガキ

やや・砂粒・にぶ
軟弱　　　 い橙

にぷ
い褐
橙

∈
的

尋
矧
日

＿J

くI 巌

第177図　第　31号　住　居　跡　実　測　図
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第178図　第31号住居跡出土遺物実測図

第179図1～8は胎土に繊維を含み，1～4は洗練文，5～8は縄文を施している。9～24は平

行沈線文を有する土器群で，半裁竹管具による横引き・波状・鋸歯状・弧状に施文している。24

は地文に貝殻文を有し，第180図1～6は有節洗練文，7・8は変形爪形文，9～15は連続爪形文

を有している016は付加条縄文の上に「S」字状結節文，17～20は撚糸文，2ト27は貝殻文を施

文している028は三角文を施文している0第181図1は浮線文，2は半裁竹管具による短い平行沈

線文を斜行させている。3・4は底部で，胴部に縄文を施している。
l－1　＿　1　－　－　－－．　　－．－
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第181図　第31号住居跡出土土器拓影図

第32号住居跡（第182図）

本住居跡はB3a3調査区を中心に確認されたもので，北側は33号住居跡，東側は40号住居跡，南

西コーナーは57号土壌と重複している。

残存状態から，主軸方向はN－90－Wを指し，長軸5m・短軸4．7mの隅丸方形状を呈するも

のと思われる。確認された西壁と南壁の一部は壁高30～40cmを測り，北壁・東壁は他遺構と重複

しているため不明である。床面はほぼ平坦をなし，ハードロームで硬く締っている。炉跡はほぼ

中央に検出され，床面を15cm程掘り窪めた地床炉で，長径90cm・短径50cmの楕円形を呈し，焼土

ブロックを多量に含み炉床は硬く焼けている。ピットは18か所検出されたが，主柱穴は不明であ

る。住居跡内の覆土は，暗褐色土・極暗褐色土が堆積している。

遣物は住居跡全体から多量の縄文土器片が出土している。北側から深鉢形土器が検出されてい

る。これら土器群は，諸磯式と浮島式に比定される。

本住居跡は，出土遺物等から縄文時代前期の遺構と思われる。

出土遺物（第183～185図）

出土遺物解説表（第183図）

遺 構 番号 器　　 種 法屋（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

SI－32

1
探鉢形土器

（縄　　 文）

A （36）

B　37 ．3

ロー輪積痕を残 し，その下端に，
棒状具による圧痕。

外面一縦へラミガキ
内面一横へラミガキ 良好・砂粒・赤禍

40％
第183図－1

2
畢 攣

B　21．5

口昏部－キザミ。胴部との境に連
続爪形文，その上に刺突文。
ロー連続爪形文の上に刺突文。 内面－ヘラミガキ

良好・砂粒・にぶ

スコ　い橙 25％
頸一半載竹‘管具による多条の？光線
文，その上に半裁竹管文。

リア 弟183図－2

第184図1は無文の口縁部で，口辺部に刺突文，2～5は輪積痕を残し，4・5には棒状具によ

る刺突文が加えられている。6・7は平行洗練文を有し，7は地文に撚糸文を施している。8～

14は変形爪形文，15～18と第185図1～10は連続爪形文を有し，11～18は貝殻文を施文している。

19は浮線文を有し，地文に縄文を施している。
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第182回　第32・33・40号住居跡実測図
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第33号住居跡（第柑2図）

本住居跡はA3j3調査区を中心に確認されたもので，南側は32号住居跡，東側は40号住居跡と重

複している。

検出された壁溝・璧などから，主軸方向はN－00を指し，長軸5．屯m e短軸5mの隅丸方形状

を呈するものと思われる。東壁の北側部分から北壁にかけては壁高40～50cmを測り，壁はほぼ垂

直にしっかりと立ちあがっている。西壁は床面より約30cmぐらい立ちあがり，その面が42号住居

跡の床面となっている。南側から東側にかけては他の遺構との重複により不明である。幅10。me

深さ5cmの壁溝が一部周回している。床面はハードロームで硬く締っている。床面付近に焼土粒

子e炭化粒子等が多く散布しているので火災家屋と考えられる。炉は有さない。ピットは深いも

のが多いが主柱穴は不明である。住居跡内の覆土は，暗褐色土が堆積している。

遺物は住居跡全体から多量の縄文土器片が出土している。北西側や南側の床面から完形に近い

出土遺物（第186～192図）

出土遣物解説表（第i86～188闇）

遺 構 番号　 器　 種　 法量（cm） 器 形 の 特 徴　 ！ 整 形 技 法 焼成・胎士・色調 備　　 考

SI－33　　　　　　　形　A 15．2

文）C　7．2
iA（41．2）

（縄

膿 琵 害 面二 1
普通・砂粒・にぶ
i　　 い橙 50％第186図－1

！口一有節洗練文 と半裁竹管具 によ

謂 獣 ㌔ 聖 撚糸文。　 内面 …ヘラ ミガキ
良好 ・砂粒 ・にぷ

い褐
J

！

目線部 1 5％
第 18 6図 －2

‖ 二 十 一一

i
l】

i l

ロー 変形爪形 の間に刺突文。
口唇部…刺突 文。

内面… ヘ ラナデ 普通 ・砂礫 ・橙
さ日縁部 20 ％
第 18 6図 －3

ロー連続爪形文 の上 に刺 突文。
胴 一貝殻文。波状 口縁 を呈す。
口唇部－キザ ミ。頸 …平 行洗練に　 内面…ヘ ラ ミガキ
よ る鋸歯状文。胴部 との境 に連続
爪 形文， その上 に刺突文。

普通 ・砂粒 ・にぶ
石英　 い橙

日縁部 4 0％
第 1 86図 …4

日…「ハ」の字状連続爪形 文。
撃哀 霊 畿 妄誓 監 逼簑 内画 一 へ ラナデ

缶 部 一貝殻 文。　 i

普通 ・砂礫 のにぷ
い橙

75 ％
第 18 7図 …1

i

た めに変形爪形文。

普通 ・砂粒 ・にぶ

スコ　 い橙
リア

8 5％
第 18 7図 －2

－　　 i＋ ！

。 ！

（縄

若 需 品芸㌫ 譜 ，を孟 夏冒こ縄文。 内面－ナデ

寸 普通 ・砂粒 ・にぶ
砂礫　 い赤
禍

2 0％
第 18 7図一3

】

やや ・砂粒 ・にぶ
軟弱　　　 い赤 30％

第1 87図 －4褐

淳線文 をめ ぐらしその上 にキザ ミ
鉱 に縄文。　　　　　 内面－ナ デ

やや・砂粒・にぷい
軟弱 石英 褐灰

にぷい
黄橙

㌦

60％
第 18 8図 －1

≠、
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第186図　第33号住居跡出土遺物実測図
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第187図　第33号住居跡出土遺物実測図
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第188図　第33号住居跡出土遺物実測図

深鉢形土器が検出されている。これら土器群は，黒浜式・諸磯式・浮島式に比定される。

本住居跡は，出土遺物等から縄文時代前期の遺構と思われる。

第189図1～10は胎土に繊維を含み，1～3は洗練文，4～10は縄文を施文している。11は無文

の口縁部。12～16は輪積痕を残し，棒状具による凹凸文が施されている。17～21と第190図1～12

は平行洗練文を有する土器群で，半裁竹管具による横引き・斜行・弧状・鋸歯状文を施している。

第190図8～12は地文に撚糸文を有す。13～20は変形爪形文を有している。21・22と第191図1・

2は有節洗練文を有し，21・22には円形竹管文の押捺がみられる。第191図3は爪形文，4～11は

連続爪形文，12は浮線文，13は撚糸文，14～17と第192図1は貝殻文，2・3は縄文を施文してい

る。4～8は底部である。
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第191図　第33号住居跡出土土器拓影図
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第192図　第　33　号　住　居　跡　出　土　土　器　拓　影　図

第34号住居跡

本住居跡はB3a4調査区を中心に，40号住居跡と重複している遺構として調査を進めたが，柱穴

・壁・床などの重複部が不明であり，1住居跡としての断定しうる結果が得られず，欠番となっ

たものである。

第35号住居跡（第193図）

本住居跡はB3b7調査区を中心

に確認たれたもので，北側に26

号住居跡，南側0．5mのところに

36号住居跡が存在する。遺構プ

ラン確認のためのトレンチ試掘

溝が東西・南北に交差している。

主軸方向はN－0。を指し，長

軸3．4m・短軸3．2mの各辺がや

や曲線的を隅丸方形状を呈して

いる。壁高は15～20cmを測り，

壁はゆるやかに外傾して立ちあ

がっている。床面はローム質土

で平坦である。炉は有さない。

ピットは10か所検出されたが，

深さは16～32cmと全体的に浅い。

その中でPl～P4は主柱穴と考え
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られる。住居跡内の覆土は，褐色土と北側に暗褐色土が堆積しており，ローム粒子・ソフトロー

ム小ブロックを含んでいる。

遺物は中央部と北側部から縄文土器片が少量出土している。ほとんどが覆土中からの出土であ

る。これら土器群は，黒浜式と浮島式に比定される。

日
日
〓
日
日

こ∵∴　＝2

、－一一一一一・ペヽ

蕪責を芯二二J

題4

第194図　第35号住居跡出土土器拓影図

出土遺物（第194図）

1～5は胎土に繊維を含み，1～4は縄文，5は貝殻文を施文している。6～10は平行洗練文

を有し，10は平行沈線文間に爪形文を施している。11は連続爪形文，12・13・15は変形爪形文，

14は貝殻文を有している。16は底部である。

第36号住居跡（第195図）

本住居跡はB3d7調査区を中心に確認されたもので，北側に35号住居跡が存在する。遺構プラン

確認のためのトレンチ試掘溝が南北・東西方向に交差している。

平面形状は，直径3．8m前後のほぼ円形状を呈している。壁高は10～20cmを測り，壁はほぼ垂直

に立ちあがっており，床面もほぼ平坦である。しかし，壁面・床面ともに明確ではないが，柱穴
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と思われるものが数か

所確認された面をもっ

て床面とみをした。ピ

ットは8か所検出され，

いずれも直径2の～25cmタ

深さ15～28cm程である。

Pl～P6が主柱穴と考え

られる。住居跡内の覆

土は，褐色土が堆積し

ており，ローム粒子や

ソフトローム小ブロッ

クを含み壁際は締りが

やや弱い。

遺物は北西側からの

出土はほとんどなく，

中央よりやや南側から

縄文土器片が多く出土

している。尚，本住居

ヒ二二＝＝望二＝＝二二二∃

第195図　第36号住居跡実測図

跡床面において暗褐色

士の土壌状落ちこみがみられ，遺物を包含しているので掘りこみを実施した結果，長軸（東西）

2・2me短軸2m，36号住居跡の床面からの深さが13～17cmの不定形を落ちこみを確認した。壁e

床ともに明確に検出されたが床面は平坦ではなく，西側から南側にかけてゆるやかに落ちこんで

いる。ピットは14か所有している。遺物は縄文土器片が出土している。この落ちこみを住居跡と

するかは，規模や形状，床面の状態からしても疑問を残すし，本住居跡と関連があるかどうか判

然としないので特に遺構として取り上げなかった。

出土遺物（第196図）

1・2ほ胎土に繊維を含み，縄文を施文している。3ほ貝殻文，4～13は平行洗練文を有し，

9ほ地文に撚糸文，12は爪形文を施している。14～18は変形爪形文，19は有節洗練文，20～23は

連続爪形文を有している。24e25は撚糸文，26～28は貝殻文を施吏している。㌦pが′一′′ニーて一く…W Vか“
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第3ノ号住居跡（釦97図）

本住居跡はA3i4調査区を中心に確認されたもので，遺跡の北部に位置し，南側は38号住居跡と

重複しており，東側工5mのところに36号土壌が存在する○重複遺構の新旧関係は定かで射、。

床面は軟弱で壁面も明確でなくプランははっきりしないが，現存する北壁と西壁の一部から，

主軸方向はN－430－Wを指し，長軸6m e短軸5・5m前後の隅丸方形状を呈するものと思われる。

壁高は10～20cmを測り，璧はややゆるやかに外傾して立ちあがっている。炉は有さない。柱穴は

いずれも浅く，主柱穴は不明である。南西壁下に直径1m程の円形のピットがあり，深さは26cm

で壁はほぼ垂直に立ちあがり，底面は平坦をなしている○縄文土器片が4点出土しているが，性

格等不明である。住居跡内の覆土は，暗褐色土。褐色土，床面付近に明褐色土が堆積しており，

ローム粒子eローム小ブロックe焼士粒子e炭化粒子を含んでいる。

遺物は中央部を中心に縄文土器片が多く出土している。
叫‰れ‰‰鞠甑軋甥一もゎ～

本住居跡と38号住居跡は，重複部分も判然とせず，壁や床の状況も不明確であり，遣物を区分

することができなかったため一括で取り扱った。

蒜38号住居跡（第197回）

本住居跡はA3j5調査区を中心に確認されたもので，北側は37号住居跡，西側は40号住居跡，東

壁下は54号土壌と重複している。

炉跡および東側の一部で壁を検出したので住居跡として調査したが，37号住居跡と同じように

床面も軟弱であり壁面も不明を部分が多く，規模e形状等不明である。炉跡は床面を10cm程掘り

窪めた地床炉で，長径85cme短径60cmの楕円形を呈し，多量の焼土粒子e焼土ブロックを含み炉

床は硬く焼けている。住居跡内の覆土は，色調から大きく2層に分かれ，上層に暗褐色土，下層

に褐色土が堆積している。

遺物は少量の縄文土器片等が床面より浮いた状態で出土している。37号e38号住居跡から出土

した土器片は，ほとんど浮島式に比定されるものである。

出土遺物（第198～200回）

第198図1～5は胎土に繊維を含み，1は格子目文，2は羽状縄文，3～5は付加条縄文を施し

ている。6～9は輪積痕を残し，その下端に凹凸文を施文している010～18は平行洗練文を有し，

11は平行洗練文間に刺突文，13は地文に撚糸文，16は3本の同一施文具による縦位の刺突文，17

は円形竹管文，18は地文に撚糸文を施している。19～22は変形爪形文，23は有節洗練文を有する。

24～29と第199図1～10は連続爪形文を有し，刺突文。平行洗練文と組み合わさって文様を構成し

ている。1ト20と第200図1～3は貝殻文を施文している。4～6ほ淳線文の上にキザミを有し，

5。6は地文に縄文を施している。7は口縁部まで縄文を施文している。8～11は底部である。
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第200図一第37・38号住居跡出土土器拓影図

第39号住居跡（第201図）

本住居跡はA3d6調査区を中心に確認されたもので，遺跡最北端の傾斜地に位置し，南東側に23

号住居跡が存在する。

主軸方向はN－40LWを指し，一辺5．4m程の方形プランを呈している。壁高は北で30cm，南で

70cmを測る。これは地形的にみて北に向かって低く傾斜しているためである。壁面は良好射犬態

で確認され，ほぼ垂直に立ちあがっている。幅10cm・深さ7～10cm程の壁溝がほぼ全周している。

全体として床質は硬く，床面は平坦である。カマドはわずかに壁面を切りこんだ北西壁中央部に

検出された。燃焼室部は長径70cm・短径40cm・深さ5cm程掘り窪めている。袖部は砂質粘土で構

築されており，西側がやや長い。ほぼ中央に支脚に使用したとみられる高杯が逆立の状態で出土

している。柱穴は4か所検出され，Pl～P4は主柱穴と考えられ，深さは50～65cmを測る。Plと
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P4ほ掘りこみ口が大きく段状をなしている。また，南東壁下中央に規模が長径110cm・短径75cm

バ采さ40cmの貯蔵穴が確認されている。貯蔵穴の底面付近に炭化物がみられたが出土遺物はなか

った。住居跡内の覆土は，上層に柔らかな黒褐色土　中層に極暗褐色士e暗褐色二L　下層床面付

近と壁際には褐色土がそれぞれ自然堆積しており，ローム粒子。ローム小ブロックe焼士粒子等

を含み締りは弱い。中央から南西壁下にかけて床面上に多量の焼土中ブロックe焼土粒子e炭化

材等が散布していた。

遺物は住居跡全体から土師器が出土している。完形の杯が西コーナー付近と東側の床面から，

完形の甑が斜立した状態で東コーナー付近の床面から，また南東壁下床面からほ完形の城が検出

されている。その他にも婆形土器や壷形土器あるいは土圭等の出土がみられる。

本住居跡は，出土遺物等から古墳時代の鬼高期に比定される遺構と思われる。

二　＿　三

第201図　第　39　号　住　居　跡　実　測　図

－　209　－



2

第202図　第39号住居跡出土遺物実測図
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ニー　　　　　　1

第203回　第39号住居跡出土遺物実測図
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出土遺物（第2の2◎2の3図）

出土遺物解説表（第2の　◎別図）

遺構陣 種i法量（cm）i 器形の特徴 i 整形技法 i焼成触 色調 備 考

Sト39施 孟器；（2欄 墨 ≡費澤 纏 誓 誉 良好悌i詣第2瓢1

底一平底。底部から外反しながら　内面～ヘラミガキ

2 ㌢ ㌔鍔 冒： 立ちあがる○　　　 酔 二㍍ 掌キ 良縮写誓．篇黄鮎鵠措

3転 雷声漕 思 鋸詰さ隼 範 目詞馳誓霊儒232品～3

・・・・・・・・・・・一一一 †

普通胡 粉 にぶ　 60％

スコ い榎 第202図－4
リア

i5唐鵠 1霊園 芸賢喜嘉惹革 帯転ナデ普通・竿警鞘 ㌍

90％
外面…丹彩
煤　 付　 着
第202図－6

70％
丹　　　 彩
第202図…7

普通・砂礫・にぶ　 70％

スコ　い黄　 第202図…8
リア　榎

が薄くなる。胴部との境に稜をも

普通・砂礫・にぶ　 50％
スコ　い褐　 第202図－9
リア

10 誓 土 器 A 12・4 瓢 孟警警姦鵠 呈三ぎ摘 す 手］～横ナデ

師） 呂 6霊　　　　　　 胴く鵠 ＞‡ラミガ
普通・砂粒 ・にぷ

い橙

99％
内 ・外面

一丹彩第203図－1

ロー内轡 して立ちあがり薄くなる。
98％
内 ・外面

…丹彩第203図－2

11誓㌔雷芸墨 笠聖譜芸雲警状を封○［瀾 冒諸誓ラミガミ蒜管 赤

l12誓㌔雷芸1雲脂 声莞 鮮 義旗 三言ヶズリ普通礫赤．漂2楚 芸

「トー「く」の字状 を室す。口唇部…

13 誓 霊鵠 潤 駿 詔 孟宗空に稜をi艦 ；享ミガキ普通’誓’橙蛋2：：芸盈

ロー外反。口唇部一外傾する。体
杯形 土 器 A 13・5　 部藍の境に稜をもつ。休部…弧状 ロー横ナデ　　　 良好・砂粒・にぶ　 99％
14 仕　 師）B 5・15 を封 る○　　　　 その他－ナデ　 「 ＋ 完 赤 宕2。3図書

！
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S I－39

15

i

高杯形土 器

（土　　 師）

iA 14 ．8

B　 8 ．8

C　 9 ．2

ロー「く」の字状 を室 し，休部 との
境 に稜 をもつ。休部 …浅半 弧状 を
もって底部 に至る。 脚部一頸部 か
ら直線的 に外方へ 開 く。裾部一平
担で大 きく広 がる。

恒 －ヘ ラ ミガキ

働 く霊 二※ズ リ

ガキ

普通 ・砂礫 ・赤
90％
丹　　　 彩
第203図－6

1 6
甑 形 土 器

（土　　 師）

A　24．8

B　25

C　 8 ．7

ロー外方に若干屈折す る。
胴一膨 らみが少 なく， 中位 か ら底
部 へ内傾す る。
把 手 2 個有す る。

内面－ヘ ラナデ
外 面－ヘ ラナテ
ロ縁 一様 ナデ

良好 ・砂粒 ・にぶ
スコ　い橙
リア

100％
第20 3図－7

17 土　　　 玉 11 ．5 g 良好 ・砂粒 ・橙 100 ％
第203図－8

i

18 土　　　 王 42 g 普通 ・砂粒 ・褐灰 100％
第20 3図－9

i

1 9 土　　　 玉
！
12g 普通 ・砂粒 ・にぷ

い橙
100％
第203図－10

第40号住居跡（第182毘I）

本住居跡はB3a4調査区を中心に確認されたもので，北側は38号住居跡，西側は32号e33号住居

跡と重複しており，南側約1．2mのところに42号土壌が存在する。当遺構は規模からみても大きい

ので最初は2つの住居跡が重複しているものと調査を進めたが，壁や壁溝あるいは床面からの重

複状況が確認できないので，1つの住居跡として判断して調査に当った。

主軸方向はN－300－Eを指し，長軸6．6m・短軸6．3mの大規模な隅丸方形を呈している。壁面

はローム質で明確に捉えられ，ほぼ垂直に立ちあがっている。一部切れているが壁溝が周回して

いる。西側は壁面・壁溝とも不明である。床面はハードロームで硬く締っており，ほぼ平坦をを

しているが，東側の一部が高くなっている。床面のレベルは38号住居跡の床面より20。m程低い。

炉跡は5か所検出され，いずれも床面を10cm前後掘り窪めた地床炉で，焼土ブロックを含み炉床

は硬く焼けている。ピットは30か所検出され，深さ40cm以上の深いものは北側から東側にかけて

多い。主柱穴は不明である。住居跡内の覆土は，暗褐色土が自然堆積している。

遺物は住居跡全体から多量の縄文土器片が出土している。これら土器群は，黒浜式e諸磯式e

浮島式に比定される。

本住居跡は，最初に述べたように1つの住居跡として調査をしたが，配列や大きさに規則性が

ないおびただしいビット数や多くの炉の存在あるいは出土遺物等から，増築や建て替えを行い，

かなりの長期間使用されたものであろう。

出土遺物（第204～206図）

第204図1～11は胎土に繊維を含み，1は太い法線文，2・3は間隔の密が光線文，4は撚糸文

を交差させている。5－11は縄文を施文している。12～16は輪積痕を残し，12・13は粗製土器で，

14～16は凹凸文を施している。17～28は平行洗練文を有し，半裁竹管具による横引き・斜行・弧
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第206図　第40号住居跡出土土器拓影図

状・格子状文を施している。第205図1・2は有節洗練文，3～5は平行洗練文間に爪形文，6～

8は変形爪形文，9～16は連続爪形文を有している。17・18は撚糸文，19・20と第206図1～7は

貝殻文を施文している。8・9は洗練文，10は縄文の上にそれぞれ円形什管文を押捺している。

11－13は底部である。

第41号住居跡（第207図）

本住居跡はA3f2調査区を中心に確認されたもので，遺跡の北端に位置し，南側に28号住居跡が

存在する。

主軸方向はN－830－Eを指し，長軸3．5m・短軸2．6mの長方形を呈している。壁高は70crnを測

り，壁は良好射犬態で確認され垂直に立ちあがっている。床面はほぼ平坦で硬く締っている。カ

マドは東壁を切りこんで構築されているが残存状況はよくなく，わずかに掘りこみ面を確認でき

た程度である。カマド内から杯や甑が出土している。柱穴は屋内に3か所，屋外に14か所検出さ

れ，主柱穴はPl～PlOと考えられる、。いずれも深さは25～45cm程である。また，南東コーナーに

長径90cm・短径55cm・深さ18cmを測る楕円形状のピットが確認されたが貯蔵穴と思われる。住居

跡内の覆土は，上・中層は黒褐色土が厚く，下層は暗褐色土と壁際に褐色土が堆積しており，ロ
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第207図　第　41号　住　居　跡　実　測　図

ーム粒子・炭化粒子・焼土粒子eローム小ブロック

を多く含み，床面や壁面付近は締っている。床e壁

面には「くぬぎ」と思われる炭化材が柱状になって

出土しているところから，火災家屋と思われる。

遺物は住居跡全体から土師器が出土しており，北

壁下覆土中から完形の杯，東壁下から床面に密着し

た状態で完形の壷形土器や鉢形土器，南西コーナー

付近から完形の杯が検出されている。

本住居跡は，出土遣物等から古墳時代の鬼高期に

比定される遺構と思われる。

出土遺物（第209図）
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第208図　第41号住居跡炭化材出土状況図
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第209図　第41号住居跡出土遺物実測図
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出土遣物解説表（第209図）

防 毒 声 種 法紬　 器 形 の 特 徴

整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考
i

S「41

けては直線的なっぼまりを示す。

2 転 猫 ‥雲） 喜怒 寧 禦 みに立ち
i　　　　 胴‾球形を凱 ている。

ヽヽ
ロ－横ナデ
胴－ナデ
底－ヘラケズリ

良好・砂礫・橙
スコ
リア

100％
第209図－1

Lj一様ナデ
内面…ヘラナデ
外面－ナデ

良好・砂粒・橙
スコ
リア

60％
「＿了縁部と胴
上半外面に
丹彩
第209図－2

3 転 雷 芸 13‥‡ 警惹 慰 霊 豊

！

日…横ナデ 良好・砂粒・灰黄
砂礫　褐

口縁部90％
第209図－3

4 i鉢形 霊 B 9・3
A （17・2）完姦竺簑主姦雷㌍ びる。

（士

ト

日一様ナデ
胴－ヘラナデ

i

良好・砂粒・赤
石英

口縁部20％
第209図－・4

外面－ヘラケズリ

普通・砂礫・にぶ
スコ　い橙
リア

99％
底部 欠損
第209図－5

壷 霊 匪 賊 芸芸警芸‡芸霊 誓 芸

日…横ナデ
内面一摩滅ぎみ
外面－ヘラケズリ

！
！

普通・砂粒・橙 i
石英 i

40％
第209図－6

i

ロー横ナデ
内面…ナデ
外面一指ナデ

普通・石英・にぶ 100％
第209図－7雲母　い橙

ロー横ナデ
内面一摩滅している
外面一指ナデ

普通・砂礫・にぶ
雲母　い橙

100％
外面口縁か
ら内面全体
に丹彩
第209図－8

9 棒 形 嘉 誉 ‾廟 露 悪 恵

！（土　 i

［：＿了…横ナデ
外面…ヘラケズリ

！

普通・砂礫・にぶ
スコ　い橙
リア

80％
外面日縁か
ら内面全体
に丹彩
第209図－9

11 杯 形 土器

（土

」 横ナデ

内面一摩滅
外面一指ナデ

やや・砂粒・橙
軟弱　砂礫

70％
第209図－10

ロー横ナデ
内面－ナデ
外面…ヘラケズリ

やや・砂粒・橙
軟弱

95％
第209図－11

「　 l

l

日一様ナデ
内面－ヘラケズリ
外面－ヘラナデ

普通・砂粒・橙 90％
第209図－12

第42号住居跡（第201図）

本住居跡はB3al調査区を中心にかけて確認されたものであるが，北側は43号土壌，東側は32号

住居跡，南側は31号住居跡，本住居跡内で45e47号土壌と重複しており，形状e規模等不明で

ある。ハードロームで硬く締っている床面と西壁の一部，炉跡，柱穴が検出されたことによって

住居跡として取り扱い調査したものである。西壁中央部が外側にはり出している。炉跡は3か所
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第210図　第　42　号　住　居　跡　実　測　図
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第211図　第42号住居跡出土土器拓影図
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確認され，床面には多数のピットがみられる。これら炉やピットの在り方から，本住居跡は増築

や建て替えが行われ，かなりの長期間使用されたものであろう。

遺物は縄文土器片が出土している。

出土遺物（第211図）

1ほ胎土に繊維を含み，貝殻文を施文している。2ほ輪積痕を残し，その下端に棒状具による

刺突文を加えている。・3－6は平行洗練文を有し，3は地文に縄文，5　e　6は円形廿管文を押捺

している。7は変形爪形文，8　e　9は連続爪形文を有し，7は口唇部にキザミ，9は刺突文を施

している。10はまばらを撚糸文，11は貝殻文，12は付加条縄文を施文している。

第43号住居跡（第212図）

本住居跡はB3b5調査区を中心に確認されたもので，東側は52e53号土壌と重複しており，南側

0．5mのところに48号土壌，北西側に40号住居跡が存在する。

長径方向はN－60－Eを指し，長径3。7m・短径3．2mの北壁と南壁がやや直線的な不整楕円形

を呈している。壁高は5～7cmを測り，壁はゆるやかに外傾して立ちあがっている。床面はソフ

トロームでやや軟弱であるが，ほぼ平坦をなしている。東側は壁・床面とも土壌との重複関係か

ら不明確である。炉は有さない。ピットが6か所検出されたが言采さば10－36cmと比較的浅く，

主柱穴は不明である。住居跡内の覆土は，東側から南側にかけては暗褐色士，西側から北側にか

けては褐色土が堆積しており，

ローム粒子・ソフトローム小ブ

ロック等を含み締りは弱い。

遣物は少量の縄文土器片が東

側を中心に出土しているが，ほ

とんどが覆土中からのものであ

る。

本住居跡は，出土遣物等から

縄文時代前期の遺構と思われる。

出土遺物（第213図）

1～3は胎土に繊維を含み，

1ほ縦位に洗練文，2ほ有節洗

練文を施している。2　e　3は縄

文を施文している。4・5は平

行洗練文を有し，5ほ地文に撚 第212図　第43号住居跡実測図
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糸文を施している。6は変形爪形文，7は連続爪形文，8はまばらを撚糸文，9は貝殻文を施文

している。
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第213回　第43号住居跡出土土器拓影図

・．：・こ’・←

・∴蕊ミi・
ヽ　　▼、　th・．tト

、∴「，T：‾：、－＿i

第44号住居跡（第214図）

本住居跡はB4i5調査区を中心に確認されたもので，遺跡の東部に位置し，南西側に56号土壌や

45号住居跡が存在する。

主軸方向はNq550－Wを指し，長軸5．9m・短軸5．4mの隅丸方形を呈している。璧高は30～40

cmを測り，壁は70～80。の角度で外傾して立ちあがっている。幅10cm・深さ5。m程の壁溝が半周し

ている。床面は平坦で，炉跡周辺は拝に硬く締っている。炉跡は2か所検出された。便宜上中

央より北西側に位置する炉をFl号，北東壁寄りに位置する炉をF2号と仮称しておく。Fl号は床面

を10cm程掘り窪めた地床炉で，長径94cm・短径60cmの楕円形を皇し，焼土ブロックを多量に含み

炉床は硬く焼けている。また，F2号は床面を4cm程掘り窪めた地床炉であるが，焼土もなくほと

んど使用されなかったようである。ピットは7か所検出され，Pl～P4が主柱穴で言采さは70～84

cmを測る。P5・P6は補柱穴と考えられるo P7は長軸62cm・短軸40cm・深さ25cmの隅丸長方形状を

呈する貯蔵穴と思われる0住居跡内の覆土は，色調から大きく3層に分けられ，上層に黒色土，

中層に黒褐色土，下層と壁際に暗褐色土が自然堆積しており，全体的に締りはない。

遺物は弥生土器片を中心に縄文土器片も混入して出土しているが，いずれも量的には少か、。

南側コーナー付近から紡錘車が検出されている。
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本住居跡は，出土遺物等から弥生時代後期の十王台期に比定される遺構と思われる。

第214図　第44号住居跡実測図

出土遺物（第215・216図）

第216図は弥生土器片である。1は口縁部で複合口縁を呈し，頸部に縄文

を施している。2は羽状縄文，3は付加条縄文，4・5は撚糸文を施文し

ている。6は楠目による懸垂文で区別した問に櫛目の波状文を施している。

7・8は無文で，煤が付着している。9は底部で木葉痕が認められ，胴部

には付加条縄文が施文されている。

出土遺物解説表（第215図）

遺　 構 番号 器　　 種 重量（g ） 焼成 ・胎土 ・色調 備　　 考

S I －44

1 紡　 錘　 車 19．0 普通 ・砂礫 ・にぷい黄橙
45％

第215図－1
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第216図　第44号住居跡出土土器拓影図

第45号住居跡（第217図）

本住居跡はC4a3調査区を中心に確認されたもので，遺跡中央より東部に位置し，東側に隣接し

て56号・70号・71号土壌，西側約6．5mのところに53号住居跡が存在する。

主軸方向はN－30。－Wを指し，長軸5．45m・短軸4．85mの隅丸方形を呈している。壁高は50～

60cmを測り，壁は明確でほぼ垂直に立ちあがっている。床質はハードロームで硬く，床面は平坦

である。炉跡は中央よりやや北側に検出され，床面を13cm前後掘り窪めた地床跡で，長径90cm・

短径70cmの楕円形を呈し，焼土は多くないが炉床は硬く焼けている。ピットは6か所検出され，

Pl～P4が主柱穴でP5・P6は補柱穴と考えられる。深さは30～55cmを測る。住居跡内の覆土は，

黒褐色土・黒色土・極暗褐色土と床面付近に暗褐色土，壁際に褐色土が自然堆積しており，ロー

ム粒子・ローム小ブロック等を含み，黒褐色土と黒色土は締りがなくサラサラしている。

遺物は住居跡全体から弥生土器片を中心に縄文土器片・土師器片も混入して出土しているが，

量的には少ない。偏った出土状況がみられ，中央と各壁際からの出土がほとんどである。東側コ

ーナー付近の床面直上から紡錘車が2点，北西壁下の床面から弥生の壷形土器の底部，ほぼ中央

部からは床面に密着した状態で口縁部を欠損した弥生の小形壷が検出されている。

本住居跡は，出土遺物等から弥生時代後期の十王台期に比定される遺構と思われる。
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第217図　第　45　号　住　居　跡　実　測　図

出土遺物（第2相。219図）

出土遺物解説表（第218図）

「
器　　種
！
法量（cm） 器　形　の　特　徴 整　形　技　法 焼成・胎土・色調 備　考

SI－45 深鉢形土器
胴一撚糸文。

0
欠損部を磨って，二次的に利用し 良好・スコ・にぶ

1

！2

！

3

（縄　　 文）
B　 7．1 ている。 内面－ナデ リア　い橙 20 ％

第218図－1C　 7．0 砂粒

壷 形 土 器

（弥　　 生）
B　 7 ．5

C　 7 ．6

胴一付加条羽状縄文。
底一木菓痕。

内面二へラナデ 普通・砂礫 ・明赤
長石　褐

底 部 80 ％
第218図－2

壷 形 土 器

（弥　 生）i

A 16 ．0

B　29 ．8

C 8 ・O i

口唇部－キザ ミ。
＝－ 6 対の癌状貼付文。羽状縄文。
胴一羽状縄文。
くびれ部一無文。

内面－ヘラナデ

i

やや・砂粒・にぶ
軟弱　　　 い黄

橙

60％
第218 図－3
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第218図　第45号住居跡出土遺物実測図
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S I－4 5

4

小　　　 形

壷 形 土 器 B 12 ．4

胴 上 半 部 一 懸 垂 文 で 3 区 別 し， そ

の 間 に 栴 目 に よ る波 状 文 。
胴 下 半部 一 羽状 縄 文 。

内 面 一 ナ デ
摩 滅 が激 しい

普 通 ・砂 礫 ・浅 黄 ・

石 英　 橙

8 5 ％

U 緑 部 欠 場

（弥　　 生 ） C　 5 ．7
底 一 布 目痕 。 第 218 図 －4

5 紡　 錘　 車 36 ．5 g 普 通 ・砂礫 ・明褐

石 英　 庚
1 00 ％
第2 18 図 －5

6 紡　 錘　 車 4 2 g 普 通 ・砂 礫 ・にぷ

い 黄
橙

10 0 ％
第 21 8 図 －6

第219図は弥生土器片である。1・2は童形土器で，胴部に羽状縄文を施文している。3は羽状

縄文，4は付加条縄文，5は縄文の上に洗練文，6は羽状に撚糸文をそれぞれ施文している。7

は底部で，木葉痕が認められる。

壌嘘
、11∴さヱ・土．，
ふこ∴、

㍉

　

　

　

パ

2

＿＿‾　‾I二：韓lJ・・．．5
4

第219図　第45号住居跡出土土器拓影図
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第46号住居跡（第220図）

本住居跡はB4il調査区を中心に確認されたもので，遺跡の中央よりやや東部に位置し，南側は

55号住居跡を切りこんで構築されている。本住居跡の北西側は民地のため調査ができなかったが，

南東壁と南西壁の一部及びソフトロームの床面が確認されたので住居跡と判断して南側の部分だ

け調査を進めた。

主軸方向はN－600－Wを指し，軸長4m前後の隅丸方形を呈するものと推定される。残存壁高

は40cmを測り，壁はほぼ垂直に立ちあがっている。ロームの掘り込みは10cm前後である。床面は

中央付近が硬いが全体的に軟弱である。中央よりやや西側寄りに焼土や炭化物の散布がみられる

ので，その近くに炉跡が位置するものと想定される。ピットは3か所検出された。住居跡内の覆

土は，黒褐色土・極暗褐色土が厚く堆積し，床面付近には褐色土，壁際には暗褐色土の堆積もみ

られる。ローム粒子・ソフトローム小

ブロックと極少量の焼土粒子・炭化粒

子を含み，床面に近づくほど締りがあ

る。

遺物は南東壁下から土師器の壷形土

器，南西壁側の床面から土玉や石鉄等

が検出されている。尚，上層から縄文

時代前期の土器片が出土しているが本

住居跡との関連はなく，55号住居跡に

伴う遺物と考えられる。

本住居跡は，出土遺物等から古墳時

代の五領期に比定される遺構と思われ

る。

咄土遺物（第2210222回） 第220図　第46号住居跡実測図

出土遺物解説表（第221図）

遺構番号器　種　法量（cm）　 器形の特徴　　 整形技法　焼成・胎土・色調i備　考

S「46 成 形㌔樟 潤 燕 敵 。 宗鑑 言ナデ 「普通・砂粒・l詣 第2票詔＿1

2
j

濃 形㌔雷A（16・7慄 薫 常 数 やや膨らし 慧：ナ品讐　 普通・砂礫・：詣宗禁雛
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S 1－46

j

4
高 士不形 土 器 A　 2 4 ．9

B　 7 ．9

底 部 と休 部 の 間 に 稜 を も ち， ほ ぼ

直 線 的 に外 傾 して 立 ちあ が る。
内 面 － ヘ ラ ミガ キ 良 好 ・ス コ ・にぶ

林 部 70 ％
（土　　 師 ）

ロ ー　 ′　　　 して い る 。 外 面 － ヘ ラナ デ リア　 い 琵
「1皆 部 一 磨 っ て い る。 雲 母 第2 21 図 一4

5 土　　　 王 3 1 g 普 通 ・砂 礫 ・橙 100 ％
第2 21 図 －5

6 土　　　 王 30 ．5 g 普 通 ・砂礫 ・橙 10 0 ％
第 22 1 図 一6

第222図1・3は弥生土器片で，2は土師器片である。1は賓形土器で，肩部に櫛目による波状

文，胴部には付加条縄文が施文されている。2は刷け目痕が認められる。3は口縁部で，口唇部

に密をキザミ，口縁部に櫛目による波状文，頚部に隆帯を設けている。

第221図　第46号住居跡出土遺物実測図
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第222図　第46号住居跡出土土器柘影図

八

へ

、

、

1

．

・

第47号住居跡（第223図）

本住居跡はB2i7調査区を中心に確認されたもので，遺跡の中央よりやや北西部に位置し，北西

側に10号住居跡，南側1mのところに25号土壌が存在する。

主軸方向はN－0。を指し，長軸3．6m・短軸2．7mの北壁が外側に若干はり出した隅丸長方形状

を呈している。壁高は5～10cmを測る。床面

は平坦であるがやや軟弱である。南西コーナ

ー付近はトレンチ試掘の掘り下げにより，壁

・床面ともに切られている。炉は有さない。

ピットは7か所検出されたが，主柱穴は不明

である。床面より浮いた状態で埋賓が発見さ

れた。聾の胴部の中に深鉢の胴部を重ねてお

り，焼土が中に堆積している。この遺構に関

連するものかどうか定かでない。住居跡内の

覆土は，中央より北側から北東側にかけては

暗赤褐色土と極暗赤褐色土の堆積がみられる。

遺物は極少量の縄文土器片が，中央部から

南側にかけて出土している。これら土器群は，

縄文時代前期に比定されるので，本住居跡も

同時期に営まれたものと思われる。

出土遺物（第224・225図）
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第223図　第47号住居跡実測図



出土遺物解説表（第224図）

遺 構 番号 器　　 種 法畳（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　 考

S ト47

1
深鉢形土器

B　 7 ．5

C　 7 ．1

胴 －まばらな撚糸文を施す。
底一若干，上げ底ぎみである。 内面－ナデ 普通・砂粒・橙

底部 100％
（縄　　 文） 外面 ・底－ヘラミガ

キ
スコ
リア

＿ロ　　　　　　の
第224図－1

2
深鉢形土器

（縄　　 文）
8　 7 ．0

付加条縄文を施文。

内面－ヘラナデ
普通・長石・にぶ

スコ　い橙
リア

胴 部 10 ％
第224図－2

第225図1～3は胎土に

繊維を含み，1はヘラ状

具による洗練文，2・3

は縄文を施している。4

は無文，5は連続爪形文，

6は縄文，7～9は貝殻

文，10～12は縄文を施文

している。

月

0

〃

－

第224図　第47号住居跡出土遺物実測図
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第225図　第47号住居跡出土土器拓影図
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第48号住居跡（第226溺）

本住居跡はC4bo調査区を中心に確認されたもので，遺跡の東端に位置し，南側約8mのところ

に49号住居跡が存在する。

主軸方向はN－450－Wを指し，長軸6・5m・短軸5・8mの隅丸方形を呈している。壁高は55～65

cmを測り，壁はほぼ垂直に立ちあがっている。ロームの掘りこみは30cm程である。床面は平坦で，

良く踏み固められている。炉跡は中央よりやや北西側の位置に検出された。床面を約12cm掘り窪

めた地床炉で，長径75cme短径55cmの楕円形を呈し，焼土ブロックを多く含み炉床は硬く焼けて

いる。ピットは屋内に12か所，屋外に1か所検出された○壁下のPl～P9，屋外のPlOが主柱穴と

考えられ，深さはほとんど40cm前後を測るがP8ほ74cmと深いo Pllは貯蔵穴と思われ，床面を13

第226図　第　48　号　住　居　跡　実　測　図
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cm掘りこんだ直径80cmの円形状を呈し，暗褐色土と褐色土が堆積している。P12は芋穴の撹乱ピ

ットである。住居跡内の覆土は，上層に黒褐色土，中層に暗褐色土，下層に褐色土が自然堆積し

ており，ローム粒子・パミス等を含み締っている。

遺物は住居跡全体から少量の縄文土器片・弥生土器片e土師器片が混在して出土している。東

コーナー付近の床面上から弥生の壷形土器や小形壷，土師器の器台が検出されている。

本住居跡は，出土遣物等から古墳時代前期に比定される遺構と思われる。

出土遺物（第227図）

出土遺物解説表（第227閻）

遺 構
！番号斥　 種 i法量（。m）

I

器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

S I－48 壷 形 土 器
A 18．8 複合日縁で，その下端に小癌貼付。

頭部と胴部の境は無文。器面全体
内面…ナデ

i普通礫 l詣

50％
第227図－1

1
（弥　 生）

B　34．0

C　 7．9

に付加条羽状縄文を施文している。
底…木葉痕。

小　　　 形

2　壷 形 土 器 B ll．0

胴肩部一無文。
胴一付加条縄文。

内面…刷け目調整 良好・石英・にぷ

い橙

80％
東コーナー
付近の床面

（弥　　 生） C　 5．8 から出土
第227図－2

脚部～わずかを柱状部から外反 し 内画一へラナデのあ

良好・砂粒・にぷ

い橙

脚部　 90％
器台形土器 て伸び，裾部の端部は薄 く尖る。 とナチや 東コーナー

床面より　5

cm浮いて出土
第227図－3

3　 仕　 師） B　 5．3

C 12．2

孔－3個を有する。 外面－ヘラミガキの
あとへラナデ

裾部一横ナデ

第227図4～12は弥生土器片である。4は櫛目の横線文，5は櫛目の山形文，6は無文を頚部に

施し，それぞれ胴部に縄文を施文している。7～9は胴部に羽状縄文を施文している。10－12は

底部で，11に木葉痕，12に布目痕が認められる。

第49号住居跡（第228図）

本住居跡はC5el調査区を中心に確認されたもので，遺構群の最東端に位置し，北西側に48号住

居跡，西側約5mのところに50号住居跡が存在する。

主軸方向はN－870－Eを指し，一辺約4．5m前後の東壁中央部がやや外へはり出した隅丸方形

状を呈している。璧高は10～30cmを測り，壁はややゆるやかに外傾して立ちあがっている。床面

はほぼ平坦である。炉跡は西側に検出され，床面を約15cm程掘り窪めた地床炉で，長径1．75m・

短径1．2mの楕円形を呈する大きな炉跡である。レンガ状に硬くなった焼土を含む。ピットは9か

所検出され，Pl～P4が主柱穴と考えられる。P5ほ貯蔵穴で，長径60cm・短径50cm・深さ15cmを

測る。住居跡内の覆土は，上層に暗褐色土，床面付近に褐色土，壁際に明褐色土が堆積している

が一部に藤の根による撹乱がみられる。

遺物は縄文土器片・弥生土器片e土師器片が，量的には少をいがはとんど南側の覆土中から出

土している。東壁寄りの床面直上から，土師器の婆形土器や器台の脚部が検出されている。
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第227図　第48号住居跡出土遺物実測・拓影図
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第228図　第　49　号　住　居　跡　実　測　図

本住居跡は，出土遣物等から古墳時代の五領期に比定される遺構と思われる。

出土遺物（第229図）

出　土遺物解説表（第229問）

遺 構
番号i 器　 種 法凱 m ）！ 器 形 の 特 徴

整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　 考

SI－49

i

i
ヨ

1 聾 形 土 器
（土　　 師）

頸…「く」の字状。［」…外傾。
B 17 ．5　 ［＿＿J唇部一キザ ミ。

胴…膨らみをもち，中位に最大径

罪悪＞ヘラミガキ

仁ト 横ナ ‾ナ

良好・砂粒 ・にぶ 40％
第229図－14い橙

をもつ。 、　 7→

A （17．6） ロー外傾して器厚を滅する。
内面－ナデ
外面一摩滅

普通・砂粒・褐灰

にぷ

い橙

臼縁部25％
第229図一15

2 ㌢ 土 器
師）
B　 7．6　 頸－「く」の字状。

胴一弱い膨 らみをもつ。

3 畏 形 土 器

師）

胴部中位に向って膨らみをもつ。

B　 6 ．6
内面 一摩滅
外面一刷け目調整

やや・砂粒・明黄
軟弱　　　 褐

灰黄

10 ％
第229図－16

凍 尋

「 ！

訂 讐から大きく外傾 して胴部に至 内面一刷け目調整一

厘滅
外面一刷け目調整の

あとナデ

やや・砂粒・灰黄
軟弱　スコ　褐
リア　黄橙

底部 100 ％
第229図－17

i 南 部 －ややゆるやかに外下方へ開く。

5　 器台形土器

（土　　 師）
B 6 ・7　 芸莞「至芸妄讐旨警 竜 警部の先

ヘラナテざ
良好・石英・にぶ
砂粒　い橙

脚 部 60 ％
第229図－18

孔 … 3 個 有す る。

i

6　 土　　　 王

ヨ！

3．1 ×3 ．7
35 g

普通 ・砂粒・明赤
（多）褐

赤灰

100 ％
第229 図一19
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第229図　第49号住居跡出土遺物実測・拓影図
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第229図1－13は弥生土器片である。1～6は櫛目による懸垂文・波状文が施されており，5・

6には隆帯が貼付されている。7－9は羽状縄文を施文している。10～13は底部で，10・11には

木葉痕が認められる。

第50号住居跡（第230図）

本住居跡はC4f8調査区を中心に確認されたもので，遺跡の東部に位置し，東側に49号住居跡，

南側約6．5mのところに64号住居跡，南西側約4．5mのところに51号住居跡が存在する。

主軸方向はN－200－Wを指し，長軸6．55m・短軸6mの南辺がやや短い隅丸方形状を呈してい

る。壁高は30－60cmを測り，壁は全体的にほぼ垂直に立ちあがっている。床面は平坦で硬い。芋

穴の撹乱が東壁下・炉跡・炉跡西側の3か所にみられた。炉跡は中央よりやや北側に検出され，

床面を20cm程掘り窪めた地床炉である。東側半分は芋穴による撹乱がみられるが，長径140。me

短径65cmの長楕円形を呈していると思われる。焼土を含み炉床は硬く焼けている。ピットは11か

所検出されたが比較的浅いピットが多く，20cm以上の深さをもつピットはPl～P3だけである。主

柱穴は不明である。P4は貯蔵穴と考えられる。住居跡内の覆土は，黒褐色土の問に黒色土，床面

付近に褐色土が自然堆積している。また西壁下中央部付近と南西コーナー付近の床面上に焼土の

散布がみられ，10－15cm程堆積していた。

遺物は縄文土器片e弥生土器片・土師器片が混在して極少量出土しているが，細片が多い。北

西側壁下の床面から弥生の壷形土器の底部と土師器のほぼ完形の椀が検出されている。

本住居跡は，出土遺物等から古墳時代の五領期に比定される遺構と思われる。

出土遺物（第231・232図）

出土遺物解説表（第231図）

遺　構 番号 器　　 種 法量（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　 考

S I－50

1
壷 形 土‾器

（弥　　 生）
B lO．5

C　 7．4

胴一羽状縄文。
底一無文。

内面－ナデ 普通・石英・橙
底部 100％

第231図－1

2
器台形土器

（土　　 師）
B　　6．2

脚部一台部からほぼ直線的に伸び，
裾部は大きく膨らむ。
脚部一3個の孔を有する。 脚部－ヘラケズリ

良好・砂礫 ・にぶ
スコ　い橙
リア

30％
第231図－2

A　12　2 ロー内攣。
ロー横ナデ

胴く安富二品言‡デ

やや・砂礫・にぶ
軟弱　　　　 い橙 90％

第231図－3
3
碗 形 土 器

（土　　 師）
i

B　 5．6

C　 3・8 i

＝唇部一尖っている。
休部一深い弧状を呈 している。
底一平底。

第232図1e2とも弥生土器の底部で，1には木葉痕が認められる。
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第230図　第　50　号　住　居　跡　実　測　図

第231図　第50号住居跡出土遺物実測図
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第232図　第50号住居跡出土土器拓影図

第51号住居跡（第233図）

本住居跡はC4g6調査区を中心に確認されたもので，遺跡の南東部に位置し，北側に50号住居跡，

南東側5．5mのところに64号住居跡が存在する。

主軸方向はN－62。－Wを指し，長軸6．45m・短軸6mの南西辺がやや外傾にはり出した隅丸方

形状を呈している。壁高は75cmを測り，壁は良好射犬態で垂直に立ちあがっている。床質はロー

ムで，床面は踏み固められており平坦である。炉跡は中央よりやや北西側に検出され，床面を約

13cm程掘り窪めた地床炉で，長径70cm・短径50cmの楕円形を呈し，焼土ブロックを含み炉床は硬

く焼けている。ピットは8か所検出され，Pl～P6が主柱穴で，P7は貯蔵穴と考えられる。P7は

南東壁下中央に位置し，直径55cm・深さ18cm程の円形状を呈している。住居跡内の覆土は，上層

に50～60cmの厚さで黒色土，中層に暗褐色土，下層に褐色土・暗褐色土が自然堆積している。

遺物は縄文土器片・弥生土器片・土師器片が混在して出土しているが，量的には少ない。中央

部からの出土はみられない。東側の床面から完形に近い土師器の塊，北側コーナー付近の床面か

らほぼ完形の土師器の壷形土器が検出されている。

本住居跡は，出土遺物等から古墳時代の五領期に比定される遺構と思われる。

出土遺物（第234～236図）

出土遺物解説表（第234図）

遺 構 番号 器　　 種 法量 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　 考

S I－51

I

1
聾 形 土 器

（弥　　 生）
B　21．8

頸一無文。

胴一格子目文。
内面－ナデ 普通・砂礫・にぶ

石英　い褐

胴 部 20 ％
第234区「1

2
壷 形 土 器

（土　　 師）

A 14．3 ［J一外反。
口唇部一丸みをわびている

U 一刷け目調整のあと手兵
ナデ　外面一刷り目調整

普通・砂粒・橙 90％
第234図一2

B　22．3

C　 7．5

胴一球状を呈し平底に至る。
胴部中位に最大径をもつ。

のあと横ナデ，ヘラナデ

胴く宋霊二完結呂鐙 の

あとへラミガキ

3
璽 形 土 器

（土　　 師）
B ll．3

胴一半球形。
肩一網状文。

外面－ヘラミガキ
やや・砂粒・赤
軟弱　スコ
リア

15％
内面一摩滅
第234図－3
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S I－51 腕 形 土 器 A 13 ・0

4　 仕　 師） B　 7 ・1

C　 4 ．0

完詔 粘 上豊 富富翳 る。　 内面 ‾書芸恵薫 藍 あ

休部－ ゆるやかを弧状 を描いて平　 外面一 ロ　 ー刷け日鋼
底 に至 る。　　　　　　　　　　　　　　　　　 盤のあと構ナデ

その他一刷け目盲弼

普通 ・砂粒 ・にぶ
砂礫　 い橙

1

90％
第234 図－4

5　 紡　 錘　 車　　 20 g 良好 ・砂礫 ・にぷ

い橙
100％
第23 4図－5

6　 紡　 錘　 車　　 20 g
良好 ・砂粒 ・にぷ

い黄
100 ％
第234図－6橙

7 土　 王 3°岩 ’9

！

良好 ・砂粒 ・灰黄
褐

100％
第23 4図－7

AL＝24．9m

ヒ二二二彗㌢一一一一一＿二∃

第233図　第　51号　住　居　跡　実　測　図
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第234図　第51号住居跡出土遺物実測図
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第235回　第51号住居跡出土土器拓影図
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第236図　第51号住居跡出土土器拓影図

第235図1～13は弥生土器片で，縄文を施文している。1～3は口縁部で，口唇部にキザミを有

し，頭部に微隆帯を設け，その上にキザミを施している。5の頸部は無文である。1と3～8は

羽状縄文を呈している。9・10は頸部で，9は櫛目の波状文，10は楷目による3条の懸垂文で区

別された間に櫛目の波状文が施文されている。11～13は底部で，11は無文，12は布目痕，13は木

葉痕が認められる。

第236図1～4は土師器片である。1は高杯の杯部である。2・3は胴部，4は底部でいずれも

刷け目痕がみられる。

第52号住居跡（第237図）

本住居跡はC4g2調査区を中心に確認されたもので，遺跡の東部に位置し，北東側6．5mのとこ

ろに63号住居跡が存在する。

主軸方向はN－62。一Wを指し，長軸6．2m・短軸6．1mの方形を呈しているが，西コーナーが弧

状をなしている。壁高は45～50cmを測り，壁は良好か状態でほぼ垂直に立ちあがっている。床面

はやや軟弱であるが平坦をなしている。炉跡は中央よりやや北西側に検出され，床面を約15cm掘

り窪めた地床炉で，長径150cm・短径50cm程の長楕円形を呈している。多量の焼土粒子と焼土ブ

ロックを含み炉床は硬く焼けている。ピットは7か所検出され，Pl～P4は主柱穴でPlとP3は深

い。南東壁に位置するP5は貯蔵穴と考えられ，長径120cm・短径50cmの長楕円形を呈し，深さは

24cmを測る。褐色土が堆積しており，覆土中から土師器片が数点出土している。住居跡内の覆土

は，上層に黒色土・黒褐色土，中層に暗褐色土，下層に褐色土が自然堆積しており，ローム粒子
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第237図　第　52　号　住　居　跡　実　測　図

eスコリア・ローム小ブロック等を含み全体的に締りがある○南コーナー付近の床面上に焼土ブ

ロック・焼土粒子・炭化材が1mの範囲内に10cm程堆積していた。

遺物は土師器片を主体にして縄文土器片・弥生土器片が混在して出土しているが，量的には極

少量である。出土状況は中央部から南側にかけての出土が多く，しかもほとんどが覆土中からで

ある。南東璧下の床面直上から土師器の高坑西コーナー付近から土師器の婆形土器の日縁部と

半割の塊が検出されている。

本住居跡は，出土遺物等から古墳時代の五領期に比定される遺構と思われる。

出土遣物（第238。239図）
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出土遺物解説表（第238図）

迫　 構 番号 器　　 種 法 是 （m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

S ト5 2

1
無 形 土 器 A 1 5 ．2

頸 － 「く」の 字状 。

口 唇部 一 器 厚 を滅 す る。

「】一 内 面 一 横 ナ デ，
刷 け 目整 形 の あ と，

ヘ ラナ ‾。
普 通 ・砂 粒 ・明 赤

血RO CO
（」二　　 師 ） B　 6 ．9

胴 － ゆ るや か を 膨 らみ を もつ 。 ‾r

胴 く究 雲 二 二 言‡ 妄
り， 刷 け 目調 整

ス コ　 褐

リア

口緑 郡 9 5 ％

第 23 8 図 －1

2

小　　　 形

菱 形 土 器

A　 8 ．3

B lO ．7

頸 一 外 反 し て立 ちあ が る。

L l－ 若 干 内 轡 す る。
胴 － ゆ るや か を弧 状 を呈 して い る。

内 面 － ナ デ 普 通 ・長 石 ・橙 85 ％

（土　　 師 ） C　 5 ．1
底 一 木 菓痕 。 外 面 － ナ 丁 砂 粒 第2 38 図 －2

1

3
土宛 形 土 器 A　 8 ．4

ロ ー 若 干 内攣 し， L l唇 部 が 短 くわ
ず か外 傾 して い る。

‾立　　　　　　　　　 差
L l一 横 ナ デ や や ・砂 礫 ・にぶ

8 5 ％
内 面 一 摩 滅

（」二　　 師） B　 5 ．4 休 部 － ゆ る や か を 弧状 を呈 して い

る。
底 － や や 丸み を お び て い る 。

外 面 － ナ デ ＿プ　　　　　 ・－
軟 弱 石 英　 い憺

‾1
が 厳 しい
第 23 8 図上 3

4

岩語台 形 土 器

（十　 師 ’［

な 5 ．7
主 柱 一 外 傾 。
裾 部 一 大 き く開 く。

孔 － 3 個 を有 す る。 脚 部 一刷 け 目 調 整 や や ・砂 粒 ・橙

軟 弱
30 ％
第2 38 図 － 4

しこrlOiCu　一一一」

第238図　第52号住居跡出土遺物実測図

＼し上ゴア
10

［＝＝＝彗塑一二二二二＝∃

第239図　第52号住居跡出土土器拓影図
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第239図は弥生土器片である。1～5は縄文が施文されている。1e2は口唇部にキザミ，頚部

に粘土紐を貼付し，その上にキザミを施している。1は嗜状文を貼付し，頚部は無文帯を呈して

いる。6は頚部は無文帯，胴部に羽状縄文を施文している。7・8ほ頸部で櫛目による懸垂文を

施し，区別された問に櫛目の波状文を配している。9elOは底部で，9には木葉痕が認められる。

第240図　第53号住居跡実測図

第53号住居跡（第240図）

本住居跡はC3ao調査区を中心に確認されたもので，遺跡中央よりやや東部に位置し，北側1m

のところに54号住居跡，東側に45号住居跡，西側3．5mのところに57号住居跡が存在する。

主軸方向はN－30－Wを指し，長軸4．6m e短軸4mの南東コーナーが外側にはり出した隅丸方

形状を呈している。壁高は20～40cmを測り，壁は良好射犬態でややゆるやかに外傾して立ちあが

っている。床質はロームでやや柔らかいが，床面はほぼ平坦である。炉跡は中央より北側に検出

され，床面を12cm程掘り窪めた地床炉で，長径105cm・短径45cmの長楕円形を呈し，多量の焼土

を含み炉床は硬く焼けている。ピットは11か所検出され，Pl～P4が主柱穴で深さは50。m前後を測

る。P5は貯蔵穴と考えられ，P6～P8は撹乱ピットである。住居跡内の覆土は，上層に暗褐色土，

中e下層に褐色土が自然堆積しており，ローム粒子とローム小ブロックを含み締りは強く，下層
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は粘性を帯びている。

遺物の出土は非常に少なく，弥生土器片等が15点出土しただけである。しかもほとんど覆土中

からのもので，床面からの出土はわずかに弥生土器の胴部片1点のみである。

本住居跡は，出土遺物等から弥生時代後期の遺構と思われる。

出土遺物（第241図）

第241図　第53号住居跡出土土器拓影図

1・2は「S」字状結節文が施されており，1～5には縄文が施文されている。6は3本の平

行沈線で，波状文と懸垂文を施文している。6は東中根式に比定される。

第54号住居跡（第244図）

本住居跡はB3jo調査区を中心に確認されたもので，東側が55号住居跡と重複しており，南側に

53号住居跡が存在する。重複遺構の新旧関係は，本住居跡が55号住居跡より新しい。尚，北西側

は民地のため調査を実施できなかった。

長径方向はN－2。－Eを指し，長径5．4m・短径4．4mの南北方向が長い梧円形状を呈している

ものと思われる。残存状況から壁高は5～30cmを測り，南壁はグリッド掘り下げによって全体的

に低い。壁はややゆるやかに外傾して立ちあがっている。床質はロームで，床面はほぼ平坦であ

るが，中央から北側にかけて約10cm程低くなっている。炉は有さない。ピットは12か所検出され，

深さは25～100cmを測る。主柱穴は不明である。住居跡内の覆土は，上・中層に暗褐色土，下層

に褐色土が堆積しており，ローム粒子・ローム小ブロックを含み若干粘性を帯び，締りがある。

遺物は縄文土器片10点が北側と西側の覆土中から出土しているだけである。
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本住居跡の時期決定には出土遺物も少なく問題はあるが，縄文時代前

期の遺構と思われる。

出土遺物（第242・243回）

出土遺物解説表（第242図）

追　 構 番　 号 器　　 種 重 量 （g ） 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

S I － 54

1 紡　 錘　 車 20 普 通 ・砂 粒 ・にぷ い 黄 褐 5 0 ％

第 24 2 図－1

第243図1は輪積痕が認められる粗製土器である。2は平行洗練文の上

に半裁竹管文を施している。3・4は変形爪形文，5・6は連続爪形文

を配し，5は地文に撚糸文を有している。7は貝殻文，8は縄文を施し

ている。9・10は平底を皇す底部である。

こて：：竺芋・
軸劃i－．＿・，

土でま’こニ’
血ごっこ二1㍍ご．

ささ1、二二二

「〔∴’㌻：：・
一一．ll1．－－、1．．一、一

・．＿q r‾1－－二J

さ′

棄窯築整

亡勇　」上＝ゴー。

第243図　第54号住居跡出土土器拓影図

⊂コD，

［二∃竺∃

第242図　第54号住居跡
出土遺物実測図

第55号住居跡（第244図）

本住居跡はB4jl調査区を中心に確認されたもので，北側が64号住居跡，西側が54号住居跡と重

複しており，南東側約5mのところに45号住居跡が存在する。重複遺構の新旧関係は，本住居跡

が最も古く，46号住居跡が最も新しい。

長径方向はN－85。－Wを指し，長径約6m・短径約4mの東西方向が長い楕円形を呈している。
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壁高は10～20cmを測り，壁はゆるやかに外傾して立ちあがっている。床質はロームで，床面は北

西部がやや低くなっているが硬い。炉は有さか）0ピットが10か所検出され，いずれも直径30～

40cm・深さは27～40cm程で比較的浅い。Pl～P5は主柱穴と考えられる。住居跡内の覆土は，上層

に暗褐色土・下層に褐色土と明褐色土が自然堆積しており，多量のローム粒子を含み締りがある。

遺物は縄文土器片が数点壁際から出土しているだけである。

本住居跡の時期を決定するには出土遺物も少なく問題はあるが，重複遺構との新旧関係やごく

わずかを出土遺物等から縄文時代前期の遺構と思われる。

出土遺物（第245図）

（
ノ
ー

月
日
H
U

J
J
L
H
4
，
㌔
一
一

3

4

仁「10：CH　二二］

第245図　第55号住居跡出土土器拓影図

1～3は半裁竹管具による平行洗練文を有している。2は波状文の上に半裁竹管文，3は口唇

部にキザミを施している。4は口縁部で・変形爪形文を有し，頚部に平行洗練文を配している。

5は地文に縄文を有し，その上に太目の洗練文を施している。

第56号住居跡（第246図）

本住居跡はC3do調査区を中心に確認されたもので，遺跡中央よりやや東部に位置し，東側10m

のところに63号住居跡，南西側6mのところに67号土壌が存在する。

主軸方向はN－550－Wを指し，長軸4・2m・短軸3・9mの北西辺がやや外側にはり出した隅丸方

形状を呈している0璧高は2ト55cmを測り，壁は70～80。の角度で外傾して立ちあがっている。床

質はロームで・床面は踏み固められており硬く平坦である。炉跡は中央よりやや北西側に検出さ

れ，床面を15cm程掘り窪めた地床炉で，長径115cm・短径90cmの梧円形を呈し，暗赤褐色の焼土

を含み炉床は礁く焼けている。ピットは7か所検出され，直径20～25cm・深さ20～60cmを測り，

Pl～P4は主柱穴と考えられる0住居跡内の覆土は，上層にローム粒子と多量の焼土粒子を含む暗

褐色土，中層にレンガ状に焼けた焼土ブロックを含む暗褐色土，下層にローム・粘土を含む褐色
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第246図　第　56　号　住　居　跡　実　測　図

土が堆積しており，いずれの層も締りがある。

遺物は縄文土器片・弥生土器片・土師器片等が混在して

出土しているが，量的には少か、。出土状況は中央から西

側と南側にかけての出土が多く，特に西側からは床面に密

着した状態で土師器の壷形土器が検出されている。

本住居跡は，出土遺物等から古墳時代の五領期に比定さ

れる遺構と思われる。

出土遺物（第247・248図）

2M

ヒ＝一一　10iC■　　」

第247図　第56号住居跡出土遺物実測図

出土遺物解説表（第247図）

遺　構 番号 器　　 種 法量 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土 ・色調 備　 考

Sト56

1
壷 形 土 器

（土　　 師）

A ll ．6

B 19 ．4

ロー頚部から外傾 して立 ちあがり
口辺部がやや内轡ぎみ。最大径は
胴部中位にもつ。胴一扁平を球形 ロく宋霊二禦 デデ やや・砂礫 ・にぶ 50％
を呈 し底部に至る。
底－「く」の字状。

軟弱 雲母　 い橙 第247図－1

第248図は弥生土器片であり，いずれも縄文を施文している。1～3は複合口緑を呈し，その下

端にキザミを施し，2・3には剰犬貼付文を配している。1の頸部には櫛目による横線文が施さ

れている。4～8は羽状縄文を呈している。11は無文の底部である。
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第248図　第56号住居跡出土土器柘影図

第57号住居跡（第249図）

本住居跡はC3b3調査区を中心に確認されたもので∴遺跡のほぼ中央部に位置し，北東側に54号

住居跡，東側に53号住居跡が存在する。

平面形状は，直径5m前後の北東側がやや直線的な円形状を呈している。壁高は25～35cmを測

り，壁はほぼ垂直に立ちあがっている。床面は平坦である。炉跡は2か所検出され，便宜上，中

央よりやや北西側に位置する炉をF1号，中央より北東側に位置する炉をF2号と仮称しておく。F1
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号は長径123cm・短径60cmの長楕円形を呈し，床面を約10cm掘り窪めた地床炉で，炉床は硬く焼

けている。F2号は長径85cm・短径40cmの長楕円形を皇し，床面を約5cm掘り窪めた地床炉で焼土

を含んでいる。柱穴は15か所検出され，深さは21～68cmを測る。これらの炉の在り方や，配列。

大きさに規則性のない多くのピットの在り方などから，本住居跡は建て替えか増築が行われたも

のと思われる。住居跡内の覆土は，土層に黒褐色土，下層に褐色土が自然堆積しており，ローム

粒子eローム小ブロックを含み締りはなくサラサラしている。

遺物は住居跡全体から縄文土器片e弥生土器片が混在して出土しているが，量的には少ない。

本住居跡は，出土遺物等から弥生時代後期の遺構と思われる。

AL＝25．0m

第249図　第　57　号　住　居　跡　実　測　図

」ユニ＿＿＿＿」

出土遺物（第250図）

1－10は縄文土器片，11～20は弥生土器片である。1～3は胎土に繊維を含み，1・2に洗練

文，3には有節洗練文を有している。4は平行洗練文，5・6は貝殻文を施文。7・8は半裁竹

管具による有節洗練文を施し，円形廿管文を押捺している。地文に縄文を施文している。9は連

続爪形文を有す。10は平底の底部である。11～17は付加条縄文を施文しており，12は頚部に小瘡

を貼付している。18・1・9ほ櫛目による懸垂文を施し，区別された問に櫛目の波状文を配している。

20は無文の口縁文である。
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第250図　第57号住居跡出土土器拓影図
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第58号住居跡（第251図）

本住居跡はC3e3調査区を中心に確認されたもので，遺跡の中央部に位置し，北西側が59号住居

跡と重複しており，西側に2号方形周溝状遺構と60号住居跡が存在する。

平面形状は，直径4．5m前後の北東側がやや直線的を円形状を呈している。壁高は5～20cmを測

り，壁は北西壁が低いが全体的にややゆるやかに外傾して立ちあがっている。床面は南側に向か

って傾斜しているがほぼ平坦である。炉跡は2か所検出され，便宜上，中央に位置する炉をFl号，

中央よりやや北側に位置する炉をF2号と仮称しておく。Fl号は長径85cme短径70。mの楕円形，F2

号は長径62cme短径45cmの卵形を呈し，いずれも床面を約10cm掘り窪めた地床炉で，多量の焼土

粒子と焼土ブロックを含み炉床は硬く焼けている。ピットは11か所検出され，深さは28～60。mを

測る。Pl～P6が主柱穴と考えられる。P7ほ撹乱ピットである。住居跡内の覆土は，褐色土と暗

褐色士が自然堆積しており，ローム粒子eローム小ブロックe焼土粒子を合と極小量の炭化粒子

み各層とも柔らかい。また，中央よりやや北側の位置に40cm範囲で貝の散布がみられた。床面よ

り14cm程浮いた状態で，厚さ6

cmぐらい堆積しており，　貝は

「ヤマトシジミ」である。

遺物は縄文土器片が，ほとん

ど中央部から北側にかけて出土

している。北側と中央部床面か

ら縄文の深鉢形土器が検出され

ている。

本住居跡は，出土遺物等から

縄文時代前期の遺構と思われ

る。

出土遺物（第252・253図）

第253図182は口縁部で，日

縁部に沿って有節洗練文を配し，

1ほ半裁廿管具による刺突文を

縦位に施している。地文に縄文

を有す。2は頸部に平行洗練文

を施し，その上に円形件管文を

押捺している。地文に撚糸文を

有す。3ほ有節洗練文を配し，

風』＝25。の悶1f‾　－‾’‘ヽ′■●11†　　　　　　　　　　　　　1f　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′1

嘔＝；歪亘㌻こ

ヒ二二二二至芸二二二二＝∃

第251図　第58号住居跡実測図
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第253図　第58号住居跡出土土器拓影図

地文に撚糸文を有す。4は撚糸文，5は貝殻文，6は縄文，7は平行洗練文を施している。
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出．士∴遣物解説衷（第252図）

遺 構 番可 器　 種
法泉 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成 ・胎土 ・色 調 備　　 考

S I－58
1 鹿 形慧

A　 2 2．1

B 1 7．2

複合口縁の下端部 にキザ ミ目を有
す。

内面－ナデ 普通 ・砂礫 ・褐灰
砂粒

60％
第 2 52図－1

鉢 形 土 器
A　 23 ．8 細 い貝殻 文 を地文 に［二璃豪部 に連 続

爪形文。
普通 ・砂粒 ・灰褐 1

i
］

上 。％

第 25 2図－2
2
（縄　　 文）

B ll ．8 底 一無 文。平 底。 内面 －ナデ

C　 9 ．1

！
特殊器形3（縄　文）A　20．0

B　 5．1 究霊＞ヘ ラ ミガキ 良好 ・砂礫 ・赤禍
第2 52図－3

4　 深鉢 形土器
B　 8 ．2

細い洗練 を施す。
内面－ナ デ
外 面 （底部）－ヘ ラ ミ やや ・砂粒 ・橙 底 部 8 0 ％

糠（縄　　 文）
C　 7 ．5 ガキ 軟弱　砂礫 弟2 52図－4

第59号住居跡（第254図）

本住居跡はC3d2調査区を中心に確認

されたもので，遺跡中央部に位置し，

南東側が58号住居跡と重複しており，

西側に3号方形周溝状遺構と64号土壌

が隣接して存在する。重複遺構の新旧

関係は，本住居跡が新しい。

主軸方向はNつ50－Eを指し，長軸

4．4m e短軸4．2mの東側が曲線的な不

整隅丸方形を呈している。壁高は15～

20cmを測り，壁は70～800の角度で外傾

して立ちあがっている。床面は硬く，

平坦である。炉は有さない。ピットは

13か所検出され言采さ20～55cmを測る。

住居跡内の覆土は，上層にローム粒子

を含む暗褐色土，下層に少量のローム

粒子・ローム小ブロックを含む褐色土

が自然堆積している。

遺物は弥生土器片が極少量出土して

いる。覆土中からは縄文土器片の出土

が数点みられる。 第254図　第59号住居跡実測図

一一一　257　－－
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第255図　第59号住居跡出土土器拓影図

本住居跡は，出土遺物等から弥生時代後期の遺構と思われる。

出土遺物（第255図）

1・2は斜縄文，3～8は羽状縄文を施文している。9は無文の底部である。これら土器群は，

十王台式土器に比定される。

第60号住居跡（第256図）

本住居跡はC2do調査区を中心に確認されたもので，2号・3号方形闇溝状遺構と重複しており，

東側に58・59号住居跡が存在する。重複遺構の新旧関係は，本住居跡が最も古い。

主軸方向はN－370－Wを指し，軸長6mの北西辺が南東辺より約1m長い不整方形を呈してい

る。壁高は15cm前後で，璧はややゆるやかに外傾して立ちあがっている。床面は平坦であるが柔

らかい。炉跡は南側に2か所検出され，便宜上，中央よりごくわずか南西側に位置する炉をFl号，

中央よりやや南東側に位置する炉をF2号と仮称しておく。Fl号は長径85cm・短径60cmの楕円形，

F2号は長径80cm・短径55cmの楕円形を呈し，いずれも床面を約10cm掘り窪めた地床炉で，Fl号は

ローム粒子・焼土粒子を含み，F2号はローム粒子・焼土ブロックを含んでいる。柱穴は15か所検

出され，Pl～PlOは深さ20～40cmと比較的浅く，Pll～P15は深さ55～88cmと深い。主柱穴は不明

である。住居跡内の覆土は，ローム粒子・ローム小ブロックを含む暗褐色土と床面付近に明褐色

土が堆積している。

遺物は中央部から東側にかけて，縄文土器片が極少量出土している。床面からの出土ははとん

－　258－
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第256図　第　60　号　住　居　跡　実　測　図

どなく覆土中からの出土である。しかしこれらの土器群は，黒浜式や浮島式に比定されるので，

本住居跡は縄文時代前期の遺構と思われる。

出土遺物（第257図）

1～6ほ胎土に繊維を含み，縄文を有している。6はその上に有節洗練文を配す。7　8　8は変

形爪形文，9は縄文を施している。10は連続爪形文を有し，その下に半裁廿管具による波状文を

施し，円形件管文を押捺している。11は平底を呈す底部で胎土に繊維を含み，胴下半部に縄文を

施している。

第61号住居跡（第258図）

本住居跡はC2C9調査区を中心に確認されたもので，東側約2．5mのところに3号方形同港状遺

構，南西側に62号住居跡，西側に65号土壌が存在する。

－　259　－
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第257図　第60号住居跡出土土器拓影図

平面形状は，直径4・3m前後の不整円形を呈している。壁高は10～20cmを測り，北壁が低い。壁

はややゆるやかに外傾して立ちあがっている。床面はほぼ平坦であるが，北側に向かってわずか

に傾斜している。炉跡は2か所検出され，便宜上，中央よりやや南側に位置する炉をFl号，北東

側に位置する炉をF2号と仮称しておく。Fl号は長径80cm・短径55cmの楕円形，F2号は長径60。m

‾‾‾‾、＼玉＝＝－

第258図　第　61号　住　居　跡　実　測　図
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・短径55cmのほぼ円形を呈し，いずれも床面を13

cm程掘り窪めた地床炉で，焼土粒子を多量に含み

炉床は硬く焼けている。床面に柱穴が6か所検出

され，深さは25～64cmを測り，いずれも主柱穴と

考えられる。またPl・P2は木の根による撹乱をう

けており，P3・P4は貯蔵穴と思われる。住居跡内

の覆土は，色調から大きく2層に分かれ，中央に

暗褐色土，壁際に褐色土が自然堆積しており，ロ

ーム粒子・ローム小ブロック等を含み締りがある。

遺物は縄文土器片と弥生土器片が混在して出土

しており，特に南側からの出土が多い。南側の覆

土中から紡錘車，南壁下から塊状耳飾りが検出さ

れている。

本住居跡は，出土遺物等から弥生時代後期の遺

構と思われる。

出土遺物（第259・260図）

□Dl［二二笠∃

第259図　第61号住居跡出土遺物実測図

出土遺物解説表（第259図）

追　構 番号 器　　 種 法畳（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

SI－61

l

1

巨 車

4．1×1．7

40 g
［

普通・砂粒・橙 100％
第259図－1

2
塊状 耳肺

（石製描．）

3．6×1．4

7．5 g
45％
第259図－2

第260図は縄文土器片である。1～6は胎土に繊維を含み，縄文を施文している。6はその上に

平行洗練文を施している。7～9は平行洗練文を配しており，9は地文に撚糸文を有す。10は有

節洗練文，11・12は連続爪形文，13は撚糸文を施文している。

第62号住居跡（第261図）

本住居跡はC8d8調査区を中心に確認されたもので，北側1mのところに65号土壌，北東1mの

ところに61号住居跡，東側約3mのところに2号方形同港状遺構が存在する。

主軸方向はN－40。－Eを指し，長軸5．4m・短軸5．1mの各辺ともやや丸みを帯びた不整隅丸方

形を呈している。壁高は40～50cmを測り，壁はほぼ垂直に立ちあがっている。床面は硬く，ほぼ

－　261－
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第260図　第61号住居跡出土土器拓影図

平坦である。炉跡は北側に検出され，床面を約20cm掘り窪めた地床炉で，長径100cm・短径80cm

の惰円形状を皇し，赤褐色の焼土ブロックを含み炉床は硬く焼けている。ピットは16か所検出さ

れ，Pl～P6が主柱穴で，P7は貯蔵穴と考えられる。P8とP9は現代に掘られたものである。住居

跡内の覆土は，ローム粒子・ローム小ブロックを含む暗褐色土と褐色土が堆積している。

遺物は中央部を中心にして多量の縄文土器片が出土している。しかし，床面からの出土は少な

く，ほとんどが覆土中からの出土である。これらは住居跡が廃絶してから投棄されたものであろう，。

本住居跡は，出土遺物等から縄文時代前期の遺構と思われる。

出土遺物（第262～265図）

出土遺物解説表（第262図）

遺　構 番号 器　　 種 法昼（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　 考

S I－62

1
壷 形 土 器

（縄　　 文）

A （28．0）

B　28．5

C （16．5）

波状Ll縁を岩 し，貝殻によるジグ
ザグ波状文を呈 している。

［

内面－ヘラナデ 普通・砂礫 ・明赤
視

50％
第262凶－1

ー　262　－



s r 62 l

j 2
攻 状 耳 飾

（2．0）×

3．0

2 ．5g

普通 ・砂粒 ・明 黄
褐

50％
第26 2図－2

ヒ二一　2iH　　」

第261図　第62号住居跡実測図

箪）
く）　2

ヒ当聖二∃

第262図　第62号住居跡出土遺物実測図

－　263　－

第263図1・2は胎土に繊維を含み，

1は肋骨文の上に円形竹管文を押捺し，

2は縄文を施している。3～5は輪積

痕を残し，5はその下端に指頭痕を加

え，胴部には貝殻によるジグザグ波状

文を施している。6～14は平行洗練文

を有している。9・10には凹凸文，11

・12には半裁廿管文を施し，13・14は

地文に撚糸文を配している。15・16は
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有節沈線文∵第264図1～6ほ変形爪形文，7～9ほ連続爪形文を有している。10－12は撚糸文学

はト」8と第265按目上㌦5ほ貝殻文を施文している。6～13は底部で9　6は胎土に繊維を含み，胴部

に縄文を施している。

第63号住居跡（第266図）

本住居跡はC4d3調査区を中心に確認されたもので，遺跡中央よりやや東部に位置し，南西働軋5

mに52号住居跡が存在する。

主軸方向はN－250－Eを指し，長軸4。6mの短軸4．4mの東辺中央部が外側にややはり出した隅

丸方形状を呈している。東辺が西辺より約50cm長い。壁高は55～60cmを測り，壁は良好射犬態で

ほぼ垂直に立ちあがっている。床質はロームで，床面は硬く平坦である。炉跡は中央より北側に

検出され，床面を約15cm掘り窪めた地床炉で，長径2。25m o短径1。2mの不整楕円形を呈し，焼

土粒子を含み炉床は凹凸している。柱穴は6か所検出され，直径20～30cm・深さ20～45cmを測る。

Pl～P4が主柱穴と考えられ，P2の西側壁は2段に掘りこまれている。南璧下中央に位置するP5

ほ貯蔵穴と考えられ，規模は長径110cmo短径60cmバ采さ10cm程である。住居跡内の覆土は，上

層にローム粒子・焼土粒子を含む締りのある黒褐色土，中e下層にローム粒子を含む暗褐色土，

第266図　第　63　号　住　居　跡　実　測　図

－　267　－
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床面上には褐色土が自然堆積している。

遺物は弥生土器片と土師器片が少量出土している。東側のコーナー付近床面からほぼ完形の弥

生の小形壷と土師器の台付婆が検出されている。

本住居跡は，出土遺物等から古墳時代前期の遺構と思われる。

出土遺物（第267・268図）

刃2
10cH

第267図　第63号住居跡出土遺物実測図

出土遺物解説表（第267図）

退 構 番号 器　　 種 法量（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成 ・胎土・色調 備　　 考

第2粕 ＿1

台 部 70 ％
第267図－2

S「63

1

小　　　 形

壷 形 土 器

（弥　　 生）

B 12．3

C　 5．6

無 文。 内面1 ナデ

外面く幸＝誓 ヶズ

リ

相 二誓 ナデ

普通・砂粒・異端

霜 ’隻等七 品2

台　　　 付

要 形 土 器

（弥　　 生）

B　 7 ．4

撃鮎 聖経 締 結 磁 －；に至

る。

3 土　　　 王
3 ．4 ×3 ．5

35 g

良好 ・砂粒 ・にぷ

い赤
禍

J天栂

第去描 ＿。

第268図1～11は弥生土器片で，12～14は土師器片である。1～4は付加条縄文，5～9は羽状

縄文を施文している。10・11は底部で，10に木葉痕，11に布目痕が認められる。12は内・外面に

刷け目痕を残し，13にも刷け目痕が認められる。

－　268　－
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郎号住居跡　第彿掬）

本住居跡はC4i8調査区を中心に確認されたものでタ　遺跡の南東部に位置し，南東側5．5mのと

ころに65号住居跡，北西側に51号住居跡が存在する。

主軸方向はN∴膏鮭Wを指し長軸5．1mの短軸逢。65mの隅丸方形を呈している。璧高は20。m

前後を測畑壁は良好射太態でほぼ垂直に立ちあがっている。床質はロームで，床面は硬く平坦

である。炉跡は2か所検出され言更宜上　中央部に位置する炉をFl号，中央部より北側に位置す

る炉をF2号と仮称しておく。Fl号は床面を10cm程掘り窪めた地床炉で，直径85cmの円形状を呈し，

レンガ状に焼けた焼土を含み炉床は硬く焼けている。F2号は床面を12cm程掘り窪めた地床炉であ

るが言まとんど使用されていをい。ピットは12か所検出され，主柱穴は不明である。PleP2は轄

円形状をしており，P3は57cm，P4ほ106cm，P5ほ68cmと深い。住居跡内の覆土は，やや柔らかい

暗褐色士と褐色土が自然堆積している。

遺物は覆土中より弥生土器片・土師器片が少量出土している。北東壁近くから床面に密着した

状態で紡錘車，南コーナー付近から弥生の壷形土器の底部が検出されている。また，土師器の椀

も検出されている。

本住居跡は，出土遺物や規則性のないピットの配列等から，建て替えあるいは増築が行われた

のであろう。古墳時代前期の遺構と思われる。

AL＝24．7m　　　　　　　　　　　　　　　　　　耳

‥‾し1－l＿」言一」1＿＿‥＿＿＿＿ノ。・　，。子－－
1e

第269図　第　鋼　号　住　居　跡　実　測　図
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第270図　第64号住居跡出土遺物実測図
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第271図　第64号住居跡出土土器拓影図

出土遺物（第270・271図）

出土遺物解説表（第270回）

退　 構 番号 器　　 種 法立（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　 考

S ト64

1

小　　　 形

童 形 土 器

（弥　　 生）

B　 5．9

C　 5 ．5

胴一縄文。

宏面＞ヘラミガキ 普通・砂礫・にぶ
雲母　い橙

底部 100％
第270図一1
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第271図ト7ほ弥生土器片，8e9ほ土師器片である。ト7の器面には付加条羽状縄文が施

文されている。8ほ底部で，9は刷け目痕を残し，煤が付着している。

第65号焦慮跡（第272回）

本住居跡はD4ao調査区を中心に確認されたもので，遺跡の南東端に位置し，北西側に64号住居

跡が存在する。

主軸方向はN－650－Wを指し，一辺4・2mの隅丸方形を呈している○璧高は20～35cmを測り，

壁は良好射犬態でほぼ垂直に立ちあがっている。床質はロームで，床面は硬く平坦である。炉跡

は中央よりやや西側に検出され，床面を約8cm掘り窪めた地床炉で，長径40cme短径30cmの槽円

形を呈し，ローム粒子e焼土粒子を含み炉床は硬く焼けている○ピットは10か所検出され，直径

22～32cm・深さ12～45cmを測る。Pl～P4ほ主柱穴と考えられるが，PleP2・P4ほコーナー部に

轡　　　　確i

Q O C壷

∈
巾
t

寸
N
閑

＿J

くI

第272図　第　65　号　住　居　跡　実　測　図
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位置するがP3はやや内側に位置している。中央部に，直径40cm・深さ15cmの円形状の貯蔵穴を有

している。住居跡内の覆土は，締りのない黒褐色土・極暗褐色土，床面付近にはローム粒子を多

量に含む暗褐色土，北側の壁付近には粘性をもつ褐色土が自然堆積している。

遺物は床面からの出土はなく，覆土中から縄文土器片・弥生土器片・土師器片が混在して出土

しているが，量的には少ない。北側コーナー付近から土師器の高林と弥生の壷形土器の底部が検

出されている。

本住居跡は，出土遺物等から古墳時代前期の遺構と思われる。

t、＼＼∵2

出土遺物（第273回）

．＿ク

言．

L二二10；cH　二∃

第273回　第65号住居跡出土遺物実測・拓影図

出土遺物解説表（第273図）

遺 構 番ロ 器　　 種 法崖（珊） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

SI－65

1
壷 形 土 器

（弥　　 生）
B　 8 ．2

C　 9 ．2

胴下半部一撚糸文。
底一布目痕。

内面－1撃滅 普通・石英・にぶ
砂粒　 い褐

底部 100％
煤　 付　 着
第273図－1

2
高 杯形土器

（土　　 師）
B　 5 ．0

主桂一やや外方へ開いている。
孔－ 4 個 を有する。

杯部く究雷＝‡芸

脚部＜庸 二憲 ミ
やや・砂礫・明黄
軟弱　　　 橙

30％
第273図－2

3～6は弥生土器片，7は土師器片である。
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2　土壌

本遺跡で検出された土壌は76基である。土壌番号は75番までであるが，34号土壌は調査を進め

た結果，2つの土壌に分離され　それぞれ34A号土壌034B号土壌とした。特に遺跡中央から北

側にかけて多く検出され，形状は轄円形，規模は長勘。2～Hmを呈する土壌が多い言虹土遺物

は縄文土器片である。しかし適的には少なく小破片が多い。時期的には縄文前期に比定される。
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3　方形周満状遺構

第1号方形周溝状遺構（第297図）

本遺構は大調査区B2区に確認されたもので，南西に向かって低く傾斜している遺跡の西端に位

置し，北側に5号住居跡，南東側に13号住居跡が存在する。

南北方位はN－50－Wでごくわずか西に傾く。平面形状は，長軸7．8m・短軸7．2mと東西方向

が南北方向より若干長いがはぼ正方形を呈している。外辺e内辺ともに概して直線をなしている

が，南側の一部にふくらみがみられる。各コーナーは隅丸形を呈し，南東コーナーは特に丸みを

帯びている。掘りこみ方は「U」形で，溝は完全に一周する。周溝の上幅は100～110cm・底面

の幅は50～100cm・深さは40～54cmを測る。北東コーナー付近の底面は幅が狭く，南側のふくら

み部が最も深くなっているが底面はほぼ平坦で，方休部側の立ちあがりが外周部側より急である。

溝内の覆土は，ローム粒子を含む暗褐色土・黒褐色土e褐色土が自然堆積しており，いずれもよ

く締っている。

方休部に2基の土壌（74・75号）が存在するが，いずれも出土遣物は縄文土器片で積極的に主

体部として認定できない。

本遺構に関する遺物の出土はなかったが，溝内と方体部から多量の縄文前期の土器片が出土し

ている。

第2号方形周溝状遺構（第298図）

本遺構は大調査区C2eC3区にかけて確認されたもので，遺跡のほぼ中央に位置し，3号方形同

港状遺構・60号住居跡と重複しており，東側に58号住居跡，西側に62号住居跡が存在する。重複

遺構の新旧関係は，60号住居跡が最も古く，本遺構が最も新しい。

南北方位はN－40－Eでごくわずか東側に傾く。平面形状は，南北6m・東西6．4mの東辺が南

辺より1m程短い不整隅丸方形を呈している。各辺とも直線的で，コーナーは隅丸形を呈し，南

西コーナーが外にはり出している。溝は完全に一周し，周溝の上幅は45～60cm・底面の幅は35～

45cm・深さは15～25cmを測る。北東コーナー付近が最も底面の幅が広い。底面はほぼ平坦で，方

体部側の立ちあがりが外周部側より急でほぼ垂直に立ちあがっている。港内の覆土は，上層に暗

褐色土，中・下層に褐色土が自然堆積しており，北港の一部に黒褐色土・極暗褐色土の堆積もみ

られる。全体的に締りのある土層である。

方休部や溝内に土壌もなく，主体部は検出されなかった。

本遺構に関する遺物の出土はなかったが，縄文土器の小破片が少量出土している。
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第1号方形周溝状遺構土層解説

A－A′ C－C′

1．暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・黒褐色土　　　1．暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロックを含む。

粒子・黒褐色土ブロックを含む。　　　　　　　　2．褐　色　ローム小ブロックを含む。

2．褐　色　ローム粒子・黒色土ブロックを含む。　　　　　　3。　ケ

3．　ク　　ローム粒子を含む。

4：　ク　　ローム粒子を多量に含む。　　　　　　　　　　　　4．　ク

B－B′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D，D′

1．暗褐色　ローム粒子・黒褐色土粒子・黒褐色土プロ　　　　1．暗褐色

ックを含む。　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．黒褐色

2．褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック・暗褐色土　　　　3．褐　色

ブロックを含む。　　　　　　　　　　　　　　　　　4．　ク

3．　ク　　ローム粒子を含む。

ローム粒子（多量）・ローム小ブロックを含

む。

ローム粒子を多量に含む。

ローム粒子・黒褐色土粒子を含む。

ローム粒子を含む。

ローム粒子・暗褐色土粒子を含む。

ローム粒子を多量に含む。

第297図　第1号方形周溝状遺構実測図
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A　　　革　　　　　．旦　　　旦

l‾U‾　　　　‾－

4

第2号方形周溝状遺構土層解説

AwA′，BMB′，C…C′，D～D′

1．暗褐色　ローム粒子を含む。　　　　　　　4．　ク　　ローム，撹乱されている。

2．褐　　色　焼土粒子・炭化物を含む。　　　　5．極暗褐色　ローム，砂を含む。

3．　ク　　　ローム　　　　　　　　　　　　　　　6．黒褐色　黒色土ブロックを含む。

第298図　第　2　号方形周溝状遺構実測図

：二三一

：庵

第3号方形属清拭遺構（第299図）

本遺構は大調査区C2eC3区にかけて確認されたもので，遺跡のほぼ中央に位置し，2号方形周

溝状遺構・60号住居跡と重複しており，東側に59号住居跡，西側に61号住居跡が存在する。

平面形状は，北辺が6。4m・西辺が5。9mと長く，東辺e南辺が極端に短い不整逆台形を呈して

いる。北辺・西辺は直線的だが，それ以外は弧状を措き，コーナーは隅丸形を呈す。溝は完全に

一層し，同港の上幅は70－120cm・底面の幅は60～110cm・深さは15～20cmを測る。北東コーナー

のところが最も広い。掘りこみ方は「U」形で，底面はほぼ平坦であり，方体部側の立ちあが

りが外周部側よりも急でほぼ垂直に立ちあがっている。港内の覆土は，ローム粒子を含む褐色土

・暗褐色土が自然堆積しており，ごく一部に黒褐色土の堆積もみられる。全体的に締りのある土
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層である。

周溝の北東コーナーに土壌（64号）が存在するが，遺物の出土もなく主体部として認定できな

い。

本遺構に関する遺物の出土はなかったが，北東コーナー構内の覆土中から集中的に縄文土器の

小破片が出土している。

旦　　　　　旦

‾‾「王墓三二二塵「－

第3号方形周溝状遺構土層解説

D－D′，F－F′

1．褐　色　ローム粒子を含む。

2．ク　　ローム粒子・ローム小ブロックを含む。

3．ク　　ローム粒子・暗褐色土ブロックを含む。

llJ

ヒ二二二二聖と∵＝∃

i

E－E′

1．暗褐色　ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子を含む。

2．褐　色　ローム小ブロック・暗褐色土ブロックを含

む。

第299図　第　3　号方形周溝状遺構実測図
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第4号方形周溝状遺構（第300図）

本遺構は大調査区D3区に確認されたもので，遺跡の南部に位置し，北側に58号土壌が存在する。

本遺構内南西部に日本住宅公団の三角点がある。

』ニ二二二二聖ここヨ

第300図　第　4　号方形周溝状遺構実測図
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各辺とも蛇行し溝の幅も一定していないが，長方形状を呈している。南北方位はN－20－Wを

指し，長軸約9．5m・短軸約7．5mと東西方向が南北方向より2m程長い。溝自体蛇行しているが

一同しており，南西コーナー付近は方体部側に大きく入りこんでいる。屠溝の上幅は西溝が最も

広く2．2m，南溝から東溝の南側部分が最も狭く35cmを呈す。深さは10～20cm程で，底面はほぼ平

坦であり，方休部側の立ちあがりが外周部側より急でほぼ垂直に立ちあがっている。溝内の覆土

は1層だけで褐色土が堆積している。

方休部に2基の土壌（59e60号）が存在するが遣物の出土はなく，主体部とは認定できない。

本遺構からの遺物の出土は皆無であった。
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第4章　ま　と　め

今回発掘調査を実施した「兵崎遺跡」・「大谷津A遺跡」・「対馬塚遺跡」・「大谷津B遺跡」言大

谷津C遺跡」・「外山遺跡」は石岡市の南東部に位置し，恋瀬川と園部川に挟まれた石岡台地を二

分する山王川を望む標高24m前後のほぼ平坦な台地縁辺部に立地している。沖積低地との比高差

は6～15mを測り，現況はほとんど畑地として利用されていた。

調査の結果，遺構は縄文時代前期e中期，弥生時代後期，古墳時代前期・後期の住居跡や土壌

とその他に方形周溝状遺構等が検出された。遺物は縄文時代早期・前期・中期，弥生時代，古墳

時代前期。後期，歴史時代の土器群や石器類の出土がみられた。かなりの長期間にわたって生活

が営まれていたことをうかがわせる。特に「外山遺跡」は複合遺跡で，縄文時代，弥生時代，古

墳時代の遺構・遺物が数多く検出されている。一

ここでは各遺跡を一括して，遺構と遺物に分けてまとめてみたい。

遺構につ齢ぞ

石岡南台地区の各遺跡から検出された遺構は，下記のとおりである。

遺構　　 遺跡 兵　 崎　 遺　 跡 大谷津 A 遺跡 対 馬 塚 遺 跡 大谷津 B 遺跡 大谷津 C 遺跡 外　 山　 遺　 跡 計

住　　 居　　 跡 1 1 4 5 0 64 75

土　　　　　 壌 16 28 71 46 5 75 24 1

方形周溝状遺構 2． 3 0 0 0 4 9

溝 1 0 0 0 0 0 1

1　竪穴住居跡

発掘調査を実施した75軒の住居跡は，すべてが同一時期に構築し使用されたものではなく，出

土遺物等からみて次の6つの時期に大別できる。その内訳は次のようである。

縄文時代前期前半（関山・黒浜期）・…‥4軒

縄文時代前期後半（諸磯e浮島期）……37軒

縄文時代中期前半（下小野・阿王台期）……4軒

弥生時代後期（長岡・十王台期）……12軒

古墳時代前期（五領期）……15軒

古墳時代後期（鬼高期）……3軒
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住居跡一覧表

遺跡名 住居跡
番　号
、 調　 査　 区 規　 模（m ）

長軸×短軸
形　 状 主軸方向 壁高

（cm）

P 数

は柱穴）

炉
カマ ド 貯蔵穴 壁 溝

出 土 遺 物 時　 期 関　 連

図　 版

兵　 崎 1 B l区i8・j8・i9・j9 3．95×3．45
隅　 丸

方　 形
N －51tw 13～

27
27 地床炉 〔） 弥生後代

後　　 期
第8・9図

大谷津A 1
C l区fo・gO

C 2区fl・g l
4．7×3．7

不　 整

四辺形
N －53㌔W 30～

40
24 地床炉 深鉢

縄文時代
前　　 期
（浮島）

第18～

24図

対 馬塚 1
A 2区j5

B 2区a5
3．2×2．3

不　 整

楕円形
N －2 tw 15～

20
2 地床炉

縄文時代

前　　 期
（関山）

第36・

37図

2 B 2区h5・i5・i6 3．2
不整隅

丸方形
N －10Lw 1 0～

15
25 縄文時代

中　　 期
第38 ・
39図

3 B 3区i2・j2 3．6×3．3
隅　 丸

台　 形
N －75㌔w

l

10～

17
18 ○ 縄文時代

中　　 期 第40図

4 B く2区doF・eO 3．5×3．2
隅　 丸

台　 形
N －56Lw 20～

30
22

縄文時代
中　　 期

（阿王台）

第41・

42図

大谷津B 1 A 2区a8・a9・b8・b9 3．7 円　 形
20～

35

20

（10）
地床炉 深鉢

縄文時代
前　　 期
（浮島）

第52～

56図

2
A 2区bo

A 3区al・b l
3．0×2．65 楕円形 N －30Lw

12～

25

29

（9 ）

縄文時代
中　　 期

（阿王台）

第57・

58図

3 A 3区al・a2 2．9×2．7
隅　 丸

方　 形
N －900 1 0～

15
8

縄文時代
前　　 期

（浮島）

第59・

60図

4
A 2区ao

A 3区a l
1．9×1．6 楕円形

N －醇 E i
10 ～

13
5

縄文時代
前　　 期
（浮島）

第6ト

62図

5 A 3区cl・C‘2・dJl・d2 3 ．7
隅　 丸

方　 形
N －28tw 10～

13

24

（10）
地 床炉 深鉢

縄文時代
前　　 期

（浮島）

第63～

66図

外　 山 1 A 2区h9・ho・i9・ip 4．5 方　 形 N －22Lw 6 5
5
（4 ） カマ ド

○ 婆，杯，土玉
古墳時代
後　　 期

（鬼高）

第77～
79図

2
A 2区i8・i9サ jg

A 3区a8 ・a 9
6．45×5．8

隅　 丸

方　 形
N －30Lw 3 0～

35

7

（4 ）
地床炉 ○

壷，器台

顧石

古墳時代

前　　 期
（五領）

第80～

83図

3
A 2区j7

′B 2区a 7
4．5×3．75

隅　 丸

方　 形
N －32㌔W 45～

50

5

（4 ）
地床炉

艶 紡錘車

敲石

古墳時代
前　　 期

（五領）

第84・85

87 ・88図

J D J）にrL ハー　｛八 「　　ノl＼／　メ　／7
隅　 丸 Tヽ　4001えr 15～ 9 二ヒ　　ム」一Aコニ士

弥生時代
柚　　　　　　ヰ州

第86・89

！

！

つ

よ士 リムl∠ゝU～5－し8 J．せ＜せ．1 方　 形 川‾上土ん‾VV 30 （6 ） 当主，郡か遼堅甲 僕　　 畢
（十王台） ・90図

5
B 2区2霊 ㌶

7．0×6．1
隅　 丸

方　 形
N －42Lw 40～

60

9

（4 ）
地 床炉 ○ ○

婆，壷，軋

紡錘車

古墳時代

前　　 期
（五領）

第91～

97図

6 B 2区b6・b7・C6・C7

グ　アノ〆　g
3．8×3．1

隅　 丸

長方形
N －35㌔E 20 6

縄文時代
前　　 期

（浮島）

第98 ・
99図

7 B 2区C7・d 7 3．6×3．2
隅　 丸

方　 形
N －38㌔E 10 16

縄文時代
前　 ノ　期
（浮島）

第100 ・

101図

8 B 2区C7・C 8・d7・d 8 4．0×3．5
隅　 丸

方　 形
N －4子E 10～

30
14 尖頭器，石皿

縄文時代
前　　 期

（浮島）

第102 ・

104図

9 B 2区f6・f7・g6・g7 （5．7×5．2） 楕円形 N －10㌔E 10
3
（3 ）
地球炉

縄文時代
前　　 期
（浮島）

第103・

105・106

・109図

10 B 2区h5・h6・i6 3．4×3．2
隅　 丸

方　 形
N －18㌔E 15 8 地 床炉

縄文時代
前　　 期

（黒浜）

第107・
108図

11 B 2区g6・g 7・h6・信 （5．8衰5：0）
隅　 丸

方　 形
N －70tw 20～

25
30 地 底炉 尖頭器，石斧

縄文時代
前　　 期
（浮島）

第109～
112図
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恒 名 住居跡
番　号
調　 査　　 区

規 模（m ）
長軸×短軸

形　 状 主軸方向 壁高

（Cの

P 数
（主柱穴）

炉
カマド
貯蔵穴壁溝 出土遺物 時　 期 関　連

図　版

外　 山 34

35
B 3区霊

3．4×　3．2
隅　 丸
方　 形
N －0 0 15～

20
10
（4 ） 石皿

縄文時代
前　　 期
（浮島）

第193・
194図

36
B 3区昌；霊

3．8 円　 形
10～
20
8
（6） 磨斧，磨石

縄文時代
前　　 期
（浮島）

第195・
196図

37 A 3区輿 5

j4・j5
6．0×5．5

隅　 丸

方　 形
N－43Lw 10～

20 1
i 21

凹石，顧石
縄文時代
前　　 期

第197～
200図

38
A 3区空 5

J4・j5

10～
20

地床炉 凹石，敲石
縄文時代
前　　 期
（浮島）

第197～
200図

39
A 3区ご霊 ；

5．4 方　 形 N －40㌔W 30～
70
5
（4 ） カマド

○ ○
聾，壷，飯

高杯

古墳時代
後　　 期
（鬼高）

第201～
203図

40

A 3区j3小 事

B 3区昌漂 ’a5
6．6×6．3

隅　 丸
方　 形
N －30㌔E 30 30 地床炉 ○

磨斧，凹石

石皿

縄文時代
前　　 期
（浮島）

第182・
204～
206図

41
A 3区flイ2

g 1°g 2
3．5×2．6 長方形 N －83㌔E 70

18
（10） カマ幸

○ 壷，甑，杯
古墳時代
後　　 期
（鬼高）

第207～
209図

42
A 3区jl・j2

B 3区al・a2
22 地床炉

縄文時代
前　　 期 第210・

211図

43 B 3区昌漂 3．7×3．2
不　 整
楕円形
N－6 ㌔E 5～

7
6

縄文時代
前　　 期 第212・

213図

44
B 4区漂 。16

5．9×5．4
隅　 丸

方　 形
N－55Lw 30～

40
7
（4） 地床炉

○ ○ 紡錘車

敲　石

弥生時代
後　　 期
（十王台）

第214～
216図

45 C 4区昌：：昌； 5．45×4．85
隅　 丸

方　 形
N －30Lw 50～

60
6
（4）
地床炉

壷，紡錘車

砥石，石斧

弥生時代
後　　 期
（十王台）

第217～
219図

46
B 3区io

B 4区il
（4．0×3．8）

隅　 丸

方　 形
N －60Lw 40

壷，高杯

土玉

古墳時代
前　　 期
（五領）

第220～
222図

47 B 2区霊 7 3．6×2．7
隅　 丸

長方形
N －0 0 5～

10
7 深鉢，凹石

縄文時代
前　　 期
（浮島）

第223～
22も図

48
C 4区a9・a O・b9・bo

C9．CO
6．5×5．8

隅　 丸
方　 形
N －45Lw 55～

65
13
（10）
地床炉 ○

壷，高塀

敲石

古墳時代
前　　 期
（五領）

第226・
227図

49
C 4区eo・fo
C 5区el・e2・自

4．5
隅　 丸
方　 形
N －8子E 10～

30
9
（4 ） 地床炉

○ 聾，高杯
磨石

古墳時代
前　　 期
（五領）

第228・
229図

50
C 4区鵠 ’g 8．g 9

6．55×6．0
隅　 丸

方　 形
N－20tw 30～

60
11 地床炉 ○ 椀，器台

古墳時代
前　　 期
（五領）

第230～
232図

51

52

53

54

55

C 4璃 霊 若 g7
6．45×6．0

6．2×6．1

4．6×4．0

5．4×4．4

6．0×4．0

隅　 丸

方　 形
N－62㌔w

N －62㌔w

N －3㌔w

N －2㌔E

N －85Lw

75
8
（6）
地床炉 ○ 壷，椀

古墳時代
前　　 期
（五領）

第233～
236図

C 4区h イ2イ3

g l・g2・g3・h 2
方　 形

45～
50
7
（4） 地床炉

○
聾，壷，塊

器台

古墳時代
前　　 期
（五領）

第237～
239図

C 3区ao・bo

C 4区a l・bl

B 3区io・j9・jo
C 3区a9・aO

隅　 丸

方　 形

楕円形

20～
40

5～
30

11
（4）

12

地床炉 ○ 凹石
弥生時代
後　　 期

縄文時代
前　　 期
（浮島）

第240・
241図

第242～
244図

B 3区joや

B 4区il・jユ
楕円形 10～

20
10
（5）

縄文時代
前　　 期

第244・
245図
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遺跡名 住居跡
番　号
調　 査　　 区

規 模（m ）

長軸×短軸
形　 状 主軸方向 壁高

（cm）

P 数

住柱穴）
炉
カマ ド

貯蔵穴 壁溝 出 土 遺 物 時　 期 関　 連
図 版

外　 山 12
B 2区鵠 豊

4．5 円　 形
5～

20
2 1

縄文時代
前　　 期

（浮島）

第109・

11 3・114
図

13 B 2区f5 ・f6 ・g 5・g6 不定 形 15～

20
8 土器片錘

縄文時代

前　　 期
（浮島）

第109 ・

115 ・116
図

14
B 2区㌶ 霊 b9

7．0×5．5
隅　 丸

台　 形
N －41L w 20～′

30
30 地床 炉 深鉢，凹石

縄文時代
前　　 期

（浮島）

第117～

123図

15 B 2区C6・d5・d6
5～

30
8 深鉢

縄文時代
前　　 期

（浮島）

第124～
127図

16 B 2区C 9 3．3 円　 形 20 ～

30
9 地床炉

深鉢，鉢 ，

礫器

縄文時代

前　　 期
（浮島）

第128～

131図

つ 7 ・B 2区e8・e9・f8 （4 ．6×4．㊨
隅　 丸

方　 形
N －8 ㌔E 2 0 1 2 地 床炉

縄文時代
前　　 期

（浮島）

第132～

134図

18 B 2区f7イ8 不定形 10 5 礫器
縄文時代
前　　 期
（浮島）

第132・

135図

19
B 2区f′0・g O

4 ．35×4 ．2
隅　 丸 N －60㌔E 1 5～ 14 地床炉 一恵

古墳時代

＿ユ．．∠一
第136～

B 3区fl・g l 方　 形 50 （8 ） 笠 刑　　 期
（五領）

138図

20
A 2区 輿 0

A 3区 io・jl・j2
4．6×4 ．4

隅　 丸

方　 形
N －36 L w 10 ～

40

17

（4 ）
地床炉 ○ 紡錘車 ，

磨斧

弥生時代
後　　 期 第139～

14 2図

21 B 2区 輿 5

j4 。J5
5．1×4．9

隅　 丸

方　 形
N －55㌔E 20～

40
7

鉢，凹石

石斧

縄文時代
前　　 期

（浮島）

第143～

14 9図

22
B 2区a o・b o

B 3区a l・b l
4．3×3．3

隅　 丸

方　 形
N －63㌔E 20～

30
1 6 地床 炉 ○ 敲石

縄文時代
前　　 期

（浮島）

第150～

152図

23 A 3区e7・e 8・f7・f8 3．5×3．2
不　 整

円　 形

10へ′

15

9

（4 ）
地床炉 ○ 土塀

弥生時代
後　　 期 第153～

155図

24 A 3区 h7・h8・i7・i8 5．6×5．4
隅　 丸

方　 形
N －47 L w 3 0～

40
24 地床炉

紡錘車，

小型磨斧

古墳時代
前　　 期

（五領）

第156～

158図

25 B 2区 j9 3．0×2．5 不定形
5～

10
0

縄文時代
前　　 期 第159 ・

160図

√ヽ′1
A 3区 i8 ・i9・i′0

′ヽ　　　′ヽ　ヽ　　ノr－　　′ヽ
隅　 丸

▼ヽ　　一　（O　ttr 50′－ 16 ．　l　　＿　l－　ll－
高　 紡錘轟． 弥生時代

酎 仁1」

∠0 ｝　′B 3区a8 ・a9・aO D．U八〇．J 嘉　 料 1ヽ －1U－VV 60 （云W） 二眼休 炉 ーJLb I　　′l′JJL⊥一　I　7
砥石

後　　 期 耶⊥＼ノ⊥
165図

27
B 3区a o・b o

B 4区a l・bl
3．6×3．2 楕円形 N －28㌔E 10 10 地床炉 深鉢

縄文時代
前　　 期

（黒浜）

第166～

168図

！

28 A 3区h l・h2・il・i2 4 ．2×3 ．3 楕円形

i

N －65㌔W 15 10
縄文時代
前　　 期
（黒浜）

第169 ・
170図

29 B 3区 cl・C2 ・d l・d2 5．1×4．2
不　 整

楕 円形
N －5 ㌔E 10～

15

2 1

（7 ）

縄文時代

前　　 期
（浮島）

第171～

173図

30
B 3区 霊 ’C2

4．7×4．4
隅　 丸

方　 形
N －80㌔E 2 5 1 8 礫器，敲石

弥生時代
後　 …期 第174～

176図

31 B 3区昌；：昌Z：昌，ご 5．7×5．5
隅　 丸

方　 形
N －86㌔E 10～

25

3 7

（12）
地床炉 ○ 凹石，石皿

縄文時代
前　　 期
（浮島）

第177～

181図

32 B 3区a2・a3 5．0×4 ．7
隅　 丸

方　 形
N －9 L w 3 0～

40
18 地床炉

深鉢，磨斧，

凹石

縄文時代
前　　 期

（浮島）

第182 ～
185図

33 A 3区j㍗j3 5．4×5．0
隅　 丸

方　 形
N －0 0 40 ～

50
10

／
○

縄文時代
前　　 期
（浮島）

第182・

186～
19 2図
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遺跡名 住居跡
番 号
調　 査　　 区 規模（m ）

長軸×短軸
形 状 主軸方向 璧高

（cm）
P 数
は柱穴）

炉
カマド
貯蔵穴壁溝 出土遺物 時　 期 関　連

図　版

外　 山

ノ′
㌦〝メ〆

ノ強㌔レノち

56
C 3区霊

4．2×3．9
隅　 丸

方　 形
N －55Lw 25～

55
7
（4 ） 地床炉 士笠

古墳時代
前　　 期
（五領）

第246～
248図

57 C 3区芸；：g芸：g g 5．0 円　 形 25～
35
16 地床炉 凹石

弥生時代
後　　 期 第249・

250図

58
C 3区霊

4．5 円　 形 5～
20
11
（6） 地床炉

深鉢

小形磨斧

縄文時代
前　　 期
（浮島）

第251～
253図

59 C 3区昌；：昌； 4．4×4．2
不整隅

丸方形
N－15㌔E 15～

20
13

弥生時代
後　　 期 第254・

255図

60
C 3区co・do・e－0

C 3区cl・dl・eユ 6．0
不　 整
方　 形
N －3子W 15 15 地床炉

縄文時代
前　　 期 第256・

257図

61 C 2区3芸：昌芸：33 4．3
不　 整

円　 形
10～

20
14
（6）
地床炉 ○ 紡錘車，石皿

塊状耳飾

弥生時代
後　　 期

第258～
260図

62
C 2区co・diO・eO

C 3区c l・d l・el 5．4×5．1
不整隅
丸方形
N －40㌔E 40～

50
16
（6） 地車炉 ○

小形磨斧
凹石，石皿

縄文時代
前　　 期
（浮島）

第261～
265図

63
C 4区昌；：：芸．d 3

4．6×4．4
隅　 丸

方　 形
N －25tw 55～

60
7
（4 ）
地床炉 ○ 台付聾，壷

砥石

古墳時代
前　　 期
（五領）

第266～
268図

64
C 4区鵠 。18

5．1×4．65
隅　 丸

方　 形
N －59㌔W 20 11 地床炉 腕，紡錘車

古墳時代
前　　 期
（五領）

第269～
271図

65
C 4区jo・C 5区jl

D 4区ao・D 5区al
4。2

隅　 丸
方　 形

N可
20～
35
10
（4 ）

地床炉 i
○

＋㍉ I古墳時代
前　　 期
（五領）

第272
273図

（1）縄文時代

○縄文時代前期前半（関山◎黒浜期）

開山式土器を出土している「対馬塚遺跡」の1号住居跡，黒浜式土器を出土している「外山遺

跡」の10e27e28号住居跡の4軒が属する。外山の28号住居跡を除いてはいずれも地床炉を有し

ている。長径方向も28号住居跡が大きく西側に傾いているのに対して，他の3住居跡は東側を指

している。規模は対馬塚遺跡の1号住居跡が長径3．2mで最も小さく，外山遺跡の28号住居跡が長

径4．2mと最も大きい。しかし，石岡南台の住居跡群の中では小規模の部類に入る。形状をみてみ

ると，隅丸方形状を皇す外山遺跡の10号住居跡を除いては楕円形状を呈している。これらを考え

ると，外山遺跡の28号住居跡は遺物の出土も少なく，他の黒浜期の住居跡とは時期的にも多少の

隔りがあるのではないだろうか。

○縄文時代前期後半（諸磯e浮島期）

「大谷津A遺跡」1軒（1号住居跡），「大谷津B遺跡」4軒（1・3・4e5号住居跡），「外山

遺跡」32軒（6・7e8・9・11・12。13e14・15・16e17・18・2巨22e25・29・31e32e33

・35e36・37e38・40・42・43・47e54・55e58e60・62号住居跡）の計37軒の住居跡が属する。

このうち，炉を有さ射1住居跡は20軒，地床炉を有する住居跡は17軒である。
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長径（長軸）方向の在り方をみてみると，円形状の住居跡を除き，炉を有さない住居跡はN－

900－W（大谷津B3号住居跡）からN－550－E（外山21号住居跡）の範囲内に収まり，その間に

1450の幅がある。炉を有する住居跡はN－700－W（外山11号住居跡）からN－860－E（外山31号

住居跡）の範囲内に収まり，その間に1560の幅がある。そして，N－0～100－E問に8軒の住居跡

が集中して存在している。そのうち6軒は炉を有さない。とにかく17軒の住居跡群の長径（主軸）

方向は西側に傾くものと東側に傾くものとほぼ同数で一定したものはないようである。

規模は，長径（長軸）が5～6mを測る住居跡が最も多くて14軒，次いで3～4mを測る住居

跡が11軒とこの二つのグループで約68％を占めている。最も小さいのは大谷津B遺跡の4号住居

跡で長径1．9mも短径工6mを皇しているが，これは小竪穴状遺構と考えられる。また，大谷津B

遺跡の3号住居跡e外山遺跡の25号住居跡も長軸3m以下と小さい。外山遺跡の14・40e60号住

居跡は長軸が6m以上を皇す大規模な住居跡であり，いずれも炉を有している。これらの住居跡

は出土遺物，2か所以上に存在する炉の在り方，大きさや配列に規則性のない数多くのピット群

等から，増築や建て替えが行われ，かなりの長期間使用されたことをうかがわせる。

次に平面形状をみてみると，隅丸方形状を皇す住居跡が15軒と最も多い。これらは，炉を有さ

ないものと有しているものと半々である。次いで梧円形状が6軒，円形状が5軒，隅丸長方形状

が2軒と続く。その他には，隅九台形状（外山14号住居跡），不整方形（外山60号住居跡）を呈し

ている住居跡も存在する。不定形が7軒ある。楕円形状を呈している住居跡6軒のうち，外山遺

跡の9号住居跡を除いた5車臼ま炉を有していない。やはり形状にも一定性はみうけられないよう

である。

外山遺跡について考えてみると，遺構に伴って出土する土器片は覆土中からのものが多く，床

面上からのものは数少ない。また，埋婆等に用いられた土器の出土もない。したがって，住居跡

が廃絶されてからある程度の埋積が行われた後に土器片が捨てられたと思われる。時期的には，

住居跡の使用時期と出土土器との間にはいくらかの時間的ずれが生じていることになる。浮島期

の住居跡にも，繊維土器や諸磯式土器の出土がみられる。何らかの混入であろう。大谷津A e B

遺跡では単独で検出されているが，外山遺跡では重複が激しく，32軒が同時期に営まれたもので

ないことは明白である。また，先に述べたように一軒の住居跡でも炉を1か所以上有すものや，

炉と柱穴の重複がみられるものや，数多くのピットが検出されているものなど，増築あるいは建

て替えが行われたことがうかがえる。ところで，これらの住居跡は同時に何軒位存在していたの

だろうか。浮島I式に比定される撚糸文を有する土器を出土している住居跡は22軒ぐらいある。

しかし，住居跡毎の重複があるのでそれを考慮して，遺跡中央に2軒，遺跡北部に5軒，遺跡北

西部に5軒ぐらいが1単位としてあげられるので，10～15軒ぐらいの集落が構成されていたので

はないかと思われる。さらに遺跡の南側や東側は狩猟の場であり，北側e北東側・北西側の小支
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谷には湧水点が存在していただろうし言魚務の場でもあったことと推察される。だが，狩猟や漁

務に使用されたと思われる石鉄や錆や土錘などの遺物がほとんど出土していないのはどういうこ

となのだろうか。使用されていなかったというよりは，棄てられずに移動の際に持ち去ったとも

考えられる。

○縄文時代中期前半（下小野・阿王台期）

「対馬塚遺跡」の203・4号住居跡と「大谷津B遺跡」の2号住居跡の4軒が属する。いずれ

も炉は有さず，長軸（長径）が3～3．6mと規模も小さい。長軸方向はN－750－WからNつ00－W

と北西側に傾いている。平面形状は，不整隅丸方形（対馬塚2号住居跡），隅九台形状（対馬塚3

64号住居跡），楕円形状（大谷津B2号住居跡）をそれぞれ呈している。確認面から床面までの

深さは比較的浅く10－30cm程で，ロームの掘りこみもごくわずかである。おびただしい数のピッ

トが検出されているが規則性もなく，主柱穴は不明である。

これらの住居跡はそれぞれ単独で検出されている。出土遣物は極少量でしかも細片が多く，床

面もあまり踏み固められていないことからも，1住居跡の使用期間はそれほど長いものではなか

ったと思われる。

（2）弥生時代

○弥生時代後期（長岡・十王台期）

「兵崎遺跡」の1軒の住居跡（1号）と「外山遺跡」の11軒の住居跡（4e20・23e26・30・44

・45・53・57e59・61号）の計12軒が属する。

先ず主軸方向の在り方をみてみると，円形状の3軒を除き，外山遺跡の30・59号だけが東側に

傾いているだけで，7軒の住居跡はN－550－W（外山44号住居跡）からN－30－W（外山53号住

居跡）の範囲内に収まる。

規模は，ほとんどの住居跡が長軸4～6mを測り，最も小さいのは外山遺跡の23号住居跡で長

径3．5m・短径3．2m，最も大きいのは外山遺跡の26号住居跡で長軸6m・短軸5．3mを呈している。

長軸5m以上を測る住居跡は，増築や建て替えが行われて長期間使用されたものであろう。

平面形状は，75％にあたる9軒の住居跡が隅丸方形状を呈し，3軒（外山23・57・61号住居跡）

は卵形に近い不整円形を呈している。この期間の円形状を呈する住居跡の類例は少ないので，今

後の類例の増加に伴って検討される問題であろう。兵崎遺跡1号住居跡，外山遺跡20・26e30e

53・57・59号住居跡には，それぞれ10か所以上のピットが検出されている。主柱穴は規則的に配

列されている4本が基本的のようであるが，6本の主柱穴を有している住居跡（外山4・61号住

居跡）もみられる。また，確認面から床面までの深さは，最も深く掘りこまれている外山遺跡の

26・45号住居跡が60cmを測る。残りの10軒は40cm以下である。
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3軒の住居跡（外山4・30e59号住居跡）を除いた他の住居跡は，床面を10cm前後掘り窪め，

焼土を含む楕円形状の地床炉を有している。

外山遺跡から検出されたこの時期の11軒の住居跡は，遺跡の北部に5軒，東部に4軒，中央部

に2軒位置している。住居跡問の距離が最も接近しているのが53号住居跡と57号住居跡問で3．5m，

最も離れているのが26号住居跡と30号住居跡問の20mである。北部の5軒と他の6軒の間には40

mの距離があり，その間地は広場的射生格をもっていたのだろうか。しかし，その間地は地形的

にみると1m程低い凹地を呈しており，腐植土が厚く堆積しているので池か沼ではなかったかと

も考えられる。凹地の南側に位置する住居跡は，ほとんどが十王台期に並行されるものであろう。

（3）古墳時代

○古墳時代前期（五領期）

この時期の住居跡はいずれも「外山遺跡」から検出されており，15軒（2e3e5・19。24・

46・48e49。50・51e52・56e63e64e65号住居跡）が属する。いずれも床面を10cm前後掘り窪

めた椅円形状の地床炉を有している。

主軸方向の在り方をみてみると，19e49号住居跡を除いた他の13軒の住居跡はN－650－W（65

号住居跡）からN－200－W（50号住居跡）の範囲内に収まり，その間に450の幅がある。特にN－

420－WからN－650－Wの230問に9軒が集中している。つまり，当遺跡の五領期の住居跡は主軸方

向がほぼ北西を指すように構築されていることが特徴となっている。

規模は，長軸が4～5mを測る住居跡が最も多くて7軒，次いで6～7mを測る住居跡が6軒

とこの二つのグループで約87％を占めている。最も小さいのは56号住居跡で長軸4．2m・短軸3．9

m，最も大きいのは5号住居跡で長軸7m・短軸6．1mを呈している。

平面形状をみると，この時期の住居跡は方形状を原則としているようで，52号住居跡を除いて

はすべて隅丸を呈している。主柱穴は各コーナー内側に比較的規則正しく配列されている4本を

有しているものが多い。しかし，各住居跡ともビット数は多い。また，確認面から床面までの深

さは，最も深く掘りこまれている51号住居跡が75cmを測り，48号住居跡も60cm前後と深い。これ

に対して最も浅いものは64号住居跡で20cm程である。

出土遣物は5号住居跡から多くの土師器が検出されているが，他の住居跡からの土師器の出土

は極端に少ない。しかもほとんどの住居跡から，土師器と弥生時代終末期の壷形土器や小形壷等

が混在して出土している。編年的層準は示さず，床面からも同じように出土している例がある。

5号住居跡の南側コーナー付近床面直上からは，土師器の婆形土器に重なった状態で十王台式土

器の壷形土器が検出されている。このような遣物の出土状況，1住居跡としてビット数が多いこ

とや2か所以上の炉を有していることなどを考えてみると，増築あるいは建て替えを行いながら，
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弥生時代後期から古墳時代前期にかけて継続的に生活が営まれてきたのではないのだろうか。十

王台系の文化をもつ人々が当遺跡に長く住みつき，そこに新しい土器製作技術をもった人々が移

住してきて旧人たちと交わり，この地域に新しい文化の胎動が起っていったのだろう。しかし，

弥生時代終末期から古墳時代初頭への変遷の解明は今後に残された検討課題である。

○古墳時代後期（鬼高期）

「外山遺跡」から検出された1e39e41号住居跡が属する。3軒とも遺跡の北端部に位置してお

り，それぞれ単独で検出されている。各住居跡問の距離は，3軒のうち最も西方の1号住居跡か

ら北東方向の41号住居跡まで8m，さらにそこから北東方向の39号住居跡まで15mを測る。直線

に直すと23m問上に3軒が存在していることになる。

いずれもカマドを有し，1・39号住居跡は北壁，41号住居跡は東壁をわずかに切りこんで構築

している。地形的にみると，カマドは小支谷に向かって傾斜している低い方に設けられている。

1号住居跡は一辺4。5mの方形を皇し，主軸方向はN－220－Wを指している。39号住居跡は一辺5．4

mの方形を呈し，主軸方向はN－400－Wを指している。それに対し，41号住居跡は長軸3．5m。短

軸206mの長方形を呈し，主軸方向はN－830－Eを指している。1e39号住居跡はほぼ等間隔に規

則的に4本の主柱穴が配列されている。41号住居跡は屋内に2本，屋外に8本の主柱穴を有して

いる。明らかに形状e規模・主軸方向など前の2つの住居跡と異なっている。ところで，鬼高期

の住居跡は五領期の住居跡に比して規模は全体的に小さくなっており，コーナーは隅丸からほぼ

直角を示すようになり，確認面から床面までの深さも65～70cmを測り深くなっている。ロームを

40cm前後掘りこんで構築されている。

出土遣物は土師器で，完形の杯や相や甑などが検出されている。39号住居跡のカマドからは，

支脚に使われたと思われる高杯も検出されている。また，3軒の住居跡の床面上に焼土e炭化材・

焼土粒子・炭化粒子が堆積しており，焼失家屋ではないかと考えられる。

2　土　　壌

「兵崎遺跡」16基，「大谷津A遺跡」28基，「対馬塚遺跡」71基，「大谷津B遺跡」46基，「大谷津

C遺跡」5基，「外山遺跡」75基の計241基の土壌が検出された。これらのうち，対馬塚遺跡から

検出された土壌のほとんどは重複関係にあり，本来の形状をかなり失っていると考えられる。

平面形状は，楕円形を呈しているものが土壌総数の56％にあたる134基と最も，多い。各遺跡と

も一番多い形状であり，拝に対馬塚遺跡と外山遺跡ではその占められる比率が高い。次いで多い

ものが円形を呈しているもので58基を数える。そのうち大谷津B遺跡では，楕円形よりわずかに

少ないだけで円形の占める比率は高い。その他には，長楕円形を呈しているものが対馬塚遺跡や
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大谷津A遺跡から，隅丸方形を呈しているものが外山遺跡などからそれぞれ検出されている。

底面端から開口部までの壁面についてみると，立ちあがりが緩やかなすり鉢状を呈しているも

のが142基と最も多く，土壌総数の59％を占めている。大谷津B遺跡では74％，外山遺跡では65

％が緩やかな立ちあがりを呈している土壌群である。壁面がほぼ垂直に立ちあがっている筒状を

呈しているものは63基あり，その中では対馬塚遺跡から21基検出されている。また，大谷津Å遺

跡ではすり鉢状を呈しているものより筒状を呈するものの方が多い。袋状を呈しているものは少

なく，対馬塚遺跡から9基，外山遺跡から3基検出されただけである。

底面は平坦なものが庄倒的に多く，土壌総数の66％に当たる159基が該当する。各遺跡とも平坦

な底面を有している土壌が一番多く，大谷津B遺跡の78％，外山遺跡の75％，大谷津A遺跡の70

％の土壌は平坦を底面を呈している土壌群である。また皿状を呈している土壌も28基検出されて

いる。これらの底面が平坦であったり皿状を室す土壌は意図的に掘られたものであろうが，これ

に対して，底面に凹凸がみられる起伏状を呈している土壌も54基存在している。特に対馬塚遺跡

に多くみられる。この底面に起伏がある土壌は，どちらかというと抜根跡的な要素をもった撹乱

ピットとみられる。出土遺物も皆無に等しい。

土壌の深さはどうであろうか。深さ21～30cmを測る土壌が最も多くて50基を数える。次いで41

～50cm，31～40cm，11～20cmと続いている。この10～50cmの間の深さを有する土壌は，土壌総数

の68％を占めている。つまり，石岡南台の土壌群は比較的浅いものが多いと言えるかもしれをい。

しかし，住居跡と土壌，土壌と土壌などの重複がみられて，上部が掘りこまれているものがある

ので一概に断定はできない。深さ1mを超えるものも，対馬塚遺跡で5基，大谷津B遺跡で2基，

外山遺跡で2基の計9基を数える。そのうち，大谷津B遺跡の26号土壌は上8mと最も深い。

土壌総数の27％に当たる64基の土壌が底面に1か所以上の小ピットを有している。底面が平坦

で，壁面がすり鉢状を呈するものが多く，比較的浅いものにもみられる。これらのど、ノトは何を

意味しているのだろうか。中央部にはほとんどピットは位置していない。

石岡南部の各遺跡から検出された土壌群を分析してみたが，外山遺跡の土壌群以外はほとんど

遣物の出土がみられず，しかも遺物が出土している土壌でも縄文土器片が数点覆土中から検出さ

れる程度で，時期は不明なものが多い。また，土壌群を形状・壁面・底面・深さ・ピットの有無

から分類しても，規則性や共通性が兄い出せない。分布状況もほとんど散在的で，住居跡と土壌

の関連性も兄い出せない。土壌のもつ性格についても，貯蔵用説・土器製作に関する説・墓嬢説

・居住説などいろいろ言われているが，土壌の機能や性格なりを解明すべき確証は得られをかっ

た。今回の発掘調査で検出された土壌群は，一定の機能を有していたものではなくて様々な用途

のために掘られたものであろうと思われる。

ー　314　－



3　方形周溝状遺構

「兵崎遺跡」から2基，「大谷津A遺跡」から3基，「外山遺跡」から4基の計9基の方形周溝状

遺構が検出された。いずれも現況では墳丘をもたずしかも主体部も確認されず，遺物の出土も兵

崎遺跡2号方形周溝状遺構の港内から須恵器の検出をみただけである。ここでは墓と断定できな

いので，「方形周溝墓」と呼ばずに「方形周溝状遺構」と名称した。

方形周溝墓の研究は1964年の東京都八王子市「宇津木遺跡」に始まると言われている。その後
注l

全国で発掘調査の報告がなされ，関東でも南。西関東を中心に発見例が増加し，1970年代になる

と東e北関東でも増加の傾向がみられるようになった。茨城県でも「小野崎城跡」，「須和問古墳」，
注2　　　　　注3

「向井原遺跡」，「津田天神山遺跡」，「下高域遺跡」などの各遺跡から相次いで方形周溝墓が検出
注4　　　　　　注5　　　　　　注6

され，さらに茨城県教育財団が調査を実施した「北今城遺跡」，「志筑遺跡」，「大塚新地遺跡」か
注7　　　　　　　　　注8　　　　　　　　　　注9

らも調査報告がみられる。

ところで，石岡南台の9基の方形周溝状遺構のうち，「兵崎遺跡」の1・2号，「大谷津A遺跡」の

1・2号，「外山遺跡」の1号は形態が比較的明確にとらえられたもので，その他のものは削平や

重複が激しく不明な部分が多い。特に外山遺跡の4号は不明を点が多く，ここでは触れない。

溝が全周しているものは兵崎遺跡の1・2号，大谷津A遺跡の1e2号，外山遺跡の1e2e

3号である。2辺を欠くものは大谷津A遺跡の3号である。正方形を呈しているものは兵崎遺跡

の1・2号，大谷津A遺跡の1・2号，外山遺跡の1・2号で，外山遺跡の3号は台形状を呈し

ている。これらの遺構は共通点が多く，南北方位はほとんどが西側を指し，溝の掘り方も「u」

形を呈している。長軸は8－15m弱，周溝の上幅は0．5～2mと比較的小形である。方休部側の

立ちあがりほ外周側の立ちあがりより急でほぼ垂直を呈し，各辺とも直線的であり，各コーナー

は隅丸形状を呈している。また，主体部として認定できる土壌の検出はなかった。墳丘の関係が

考えられ，高く盛りあげられた上から構築された主体部であって，墳丘が崩れ落ちたり，開墾時

に削平されたりして破壊されているのだろうか。それにしても，方休部・溝内e周辺部からこの

遺構に関する遺物の出土がみられないのはどういうことだろう。

これらを考えてみると，近年関東地方に新しい時期の所産物と呼ばれている「方形周溝状遺構」

そのものではないだろうか。この遺構は，方休部がほぼ平坦で主体部もなく，溝も凹凸はなく，

壁面も鋭角に掘りこまれ，平面形状も整然としていると言われる。石岡南台の遺跡から検出され

たものも墳丘はなく，壁面の立ちあがりも急であり，プランも明確であるし，さらに主体部をは

じめ溝中埋葬施設もないため，やはり「墓」というより「方形周溝状遺構」と呼ぶのが妥当と思

われる。

奈良時代末から平安時代にかけてのものと思われる「兵崎遺跡」の2号方形周溝状遺構は，古
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墳時代前半の首長墓あるいは族長墓的なものではなく，性格など異なる埋葬施設の一つであろう
、

と考えられる。

注1大場盤雄「東京都八王子発見の方形周溝特殊遺構」日本考古学協会　昭和39年

注2　茨城県立太田一高史学部報「史者」19号　昭和40年

注3　茂木雅博「須和問古墳」茨城県史料・考古資料編　昭和49年

注4　水戸市教育委員会「向井原発掘調査報告書」昭和49年

注5

注6 ）
勝田市教育委員会「勝田市埋蔵文化財調査報告書」昭和50年

注7　茨城県教育財団「南守谷地区土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書」昭和56年

注8　茨城県教育財団「常磐自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書I」昭和55年

注9　茨城県教育財団「常磐自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅲ」昭和56年

4　溝状遺構

「兵崎遺跡」の東端を南北方向に伸びる溝が1条検出されている。溝幅30～80cm・深さ25～40cm

と細く浅い溝であるが，自然遺構か人工遺構か不明である。出土遺物が皆無であるため時期も判

明し射、が，現時点では国分期の遺構と思われる2号方形周溝状遺構を切りこんでいるので，そ

れ以後の時期のものであると解釈できる。遺跡の西側部から16基の土壌が検出されているが遺構

の存在は希薄であり，溝から東側のエリア外の地域については発掘例がなく不明の状態ではある

が集落が存在する可能性もある。この溝は，予想される東側の集落と西側を何らかの意味で区別

する性格を有していたものではないかと考えられる。
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遺物もこ雪ももて

1　土　　器

石岡南台の各遺跡から出土した遺物の量は相対的に多い。特に「大谷津B遺跡」の北端部と「外

山遺跡」は覆土中からも多量の縄文土器片が出土している。「兵崎遺跡」・「対馬塚遺跡」e「大谷津
ヽ、ト、－＿＿▼．＿　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥‾

C遺跡」からの遺物の出土は希薄である。土器群の中で主体をなすものは総量からみても縄文土
ヽゥr”か肋′′．、、＿。Wル

器で，その中でも特に浮島式に比定される土器が主流を占めている。

（1）縄文土器

第1群　集痕文系土器

目線部に洗練文・刺実等の文様帯を配する条痕文系の土器で，外山遺跡の8号住居跡から出土

している。また，尖底部もグリッド発掘時に検出されている。縄文早期の茅山式に比定される。

しかし，この時期の遺構は確認できなかった。

第2群　羽状縄文系土器

○開山式土器

対馬塚遺跡1号住居跡床面上から，多量の繊維を含み黒褐色を呈す深鉢形土器が検出されて

いる。波状口縁を呈し，癌状の小突起を有し，幾何学的に連続爪形文を施した上に瘡状文を貼

付し，胴部にかけては0段多条縄文を施文している。また，半裁甘管具によるコンパス文も施

されている。開山式に比定される土器群である。

○黒浜式土器

外山遺跡10号住居跡から，胎土中に砂粒と繊維を含み灰褐色を呈す縄文土器片が検出されて

いる。地文に縄文を有し，斜縄文・付加条縄文e羽状縄文が施文されている。縄文の上に半裁

竹管具による洗練文や有節平行洗練文を施文している。黒浜式に比定される土器群である。

第3群　前期後半の土器

○諸磯式土器

浮島式土器を伴出する外山遺跡の住居跡から数点出土している。細かい縄文を地文にもち，

円形竹管文・半裁竹管具による平行洗練文・孤線文・有節洗練文などを組み合せて曲線と直線

をおりなしている。有節洗練文は三角形状の文様を施しているものがある。半裁竹管具による

肋骨文や木葉状文もみられる。さらに，連続爪形文ないしは有節平行洗練文間を縦位に円形竹

管文を押捺しているものも検出されている。これらの土器群は，諸磯a式に比定される。

また，諸磯a式土器よりやや厚手で細い粘土紐を貼り付けて意匠文としている土器もみられ

る。この浮線文の上に斜状にキザミが施されている。これらは明らかに諸磯b式土器と考えら
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れる。

しかし，この群の土器はまとまって出土しているものではなく，量が少ない。しかも浮島式

土器と層準を示しているわけでなく，混在して出土している。何らかの意味で混入したものだ

ろう。

○浮島式土器

石岡南台の各遺跡から出土した遺物の中でも圧倒的に多い土器群である。実測をした個体や

拓影図の土器片については個々に説明を述べてきたので，ここでは全体的なことについて触れ

たいと思う。

この群の土器系式は，通常，浮島I式～Ⅲ式に大別されている。今回は一括して浮島式土器

として取り扱ってきたが，当然細分化が必要であることを痛感している。石岡南台の各遺跡か

ら出土している浮島式土器の概観とI～Ⅲ式に分類した文様構成について述べてみたい。器種

としてはほとんど深鉢形土器である。胎土に砂粒・砂礫などを含み，繊維は有さない。器厚は

5～10mmぐらいで，橙色・明赤褐色e灰褐色eにぷい褐色・にぷい橙色などを呈している。平

縁が多く，波状目線もみられる。粗製土器もみられ，無文あるいは口縁近くに輪積痕を残し，

その下端から指頭庄を連続的に施文，また口唇部にキザミを施すものもみられる。

先ず浮島I式に比定されると思う土器について考えてみよう。これは「茨城県稲敷郡浮島貝

ケ窪貝塚」（学術研究，昭和41年）のAトレンチ第5～7層，Bトレンチ第2～4層の土器を標

準とするものである。この系式の特徴とするものは，まばらな撚糸文を地文に有している。変

形爪形文・稚拙が皮状貝殻文の文様構成と思われる。また，頭部に凸帯を有しその上に刺突を

加えているものもみられる。浮島I式土器に比定される文様構成について類別化してみると次

のとおりである。

第I類　半裁竹管具による平行沈線を有するもの

これは，無文地に施されるものと撚糸文を地文にもちその上に施されるものとある。平行

洗練文は太目の半裁竹管具を用いて，横達e斜行・孤状・波状・木葉状に施文している。時

には有節平行洗練文が加えられているものもみられる。この類に属するものは多い。

第I類　連続爪形文を有するもの

平行洗練文と組み合わせて文様構成をしているものが多く，地文に撚糸文や貝殻文をもつ

ものも若干みられる。口縁直下に目線部に沿って施文されたり，胴部と区画するために施文

されている。

第Ⅱ類　波状貝殻文を有するもの

第I類と同じように出土が多い。ハマグリやハイガイ等の貝殻腹縁を用いたジグザグ波状

文で，稚拙を感じをうける。主に胴部に施文されている。
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第Ⅳ類　変形爪形文を有するもの

半裁竹管具を交互に作用させて，狭幅の変形爪形文を連続させている。地文をもたないも

のと地文に撚糸文をもつものとに分けられる。口辺部や頸部に施されている場合が多く，そ

の間は平行法線文が施文されている。

その他には先にも述べたように，無文または輪積痕を残す土器群が検出されている。しかし，

この土器群はI～Ⅲ式に含まれるものである。

次に浮島Ⅲ式土器をみてみると，浮島I式に多くみられた撚糸文が全くみられなくなる。底

部は下端が外へややはみ出してくるようである。文様構成について類別化してみると次のとお

りである。

第I類　半裁竹管具による平行沈線を有するもの

施文具が細く言光線間隔は密になり，多条に施文されている。平行洗練文を横走・斜行e

孤状に施文している。また，有節平行洗練文は若干曲線化してくるようである。

第I類　連続爪形文を有するもの

やはり平行洗練文との組み合せによる文様構成が多い。I式より爪形文の幅が広くなる。

口縁部に数条にわたって施文したり，頚部に胴部と区画するために施文されている。半裁竹

管具による剣突文が加えられている場合もある。

第Ⅱ類　波状貝殻文を有するもの

比較的細く明瞭な貝殻文を呈し，数段にわたって底部に至るまで施文されている。サルボ

ウ・ハイガイ等の貝殻を使用している。

第Ⅳ類　変形爪形文を有するもの

変形爪形文は幅広となる。I式と同じように平行洗練文との組み合せが多い。

その他にやはり輪積痕をよく残し，その下端に指頭圧を施しているものもみられる。棒状具

の庄痕を加えている場合もみられる。

浮島Ⅲ式土器は量的には極端に減少する。長期間にかけての生活は行われなかったのだろう。

この系式を代表する三角文を呈する土器は，ほとんど検出されていか）。貝殻腹縁を用いたジ

グザグ波状文は数段にわたって施文されており，目線付近にも達している。しかし，貝殻文は

Ⅱ式に比して不明瞭になってきている。連続爪形文の施文間隔は密になり，連続爪形文の上に

竹管の先端をそいだ施文具を連続的に同一方向から刺突している。変形爪形文も退化し，扁平

化して端部が列点状に残る感じになってくる。幅は広い。これらは，石岡南台の各遺跡から出

土している浮島Ⅲ式土器に比定される土器群にみられる文様構成である。

特に住居跡内から出土している浮島式土器を中心に述べてきたが，グリッド発掘中にも多量

に出土しているので，それらを含めて再吟味する必要がある。層による出土状況・遺構の分布
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状況e土器片の復元状況など時間的な問題でできなかった次第で，大いに今後検討されかすれ

ばならない問題である。

第4群　中期前半の土器

前期末葉から中期初頭の下小野式土器と中期前半の阿王台式土器が極少量出土している。下小

野式土器を伴出する住居跡は確認できなかったが，「対馬塚遺跡」の4号住居跡は出土遺物等から

も阿王台期の住居跡と考えられる。多量の雲母片を含み，比較的無文地が多い。また，縄文が施

文されているもの，太い洗練による区画文を有しているものなどもみられる。

（2）弥生土器

第1群　沈線文系土器

1本描き洗練あるいは半裁竹管による渦巻文を呈する弥生土器片が，「外山遺跡」の20・24・30

号住居跡の覆土中から各1点ずっ出土している。これらは，中期後半の足洗式に比定されるもの

である。また，同遺跡の53号住居跡の覆土中から，「S字状結節文」を施文している弥生土器片と

3本の平行洗練で波状文と懸垂文を施文している弥生土器片が出土している。前者は千葉県の臼

井南遺跡の出土土器に比定されるもので，後者は東中根式に比定されるものである。しかし，こ

の群の土器の出土はほとんどみられず，数点が他の遣物と混在しているだけであり，遺構とは関

連性がないものと思われる。

第2群　癌状貼付文系土器

県南地方にみられる土器系式で，複合目線の下端部に小癌を貼付している一群である。「外山遺

跡」の45号住居跡から出土した壷形土器をみてみると，口縁部は複合口縁を呈し，その下端に刺

実を施している。さらにその上に小痩2個を1単位にして6対の貼付文を施しており，複合目線

部は異なる縄文原体を替えて二重に施文されている。頸部文様帯は自こ付加条縄文を施し，酎ま

無文帯を構成しており，籾痕が認められる。内面はナデ整形がなされている。口径16cme器高

29．6cme底径8cmを測り，肩部がはり出している。器厚5mm程で，砂粒を含み，にぷい黄橙色で

焼成は普通である。十王台式土器に並行される土器群であろう。

第3群　櫛目文系土器

櫛歯状具による波状文e懸垂文・横線文などを施している一群で，弥生時代後期の長岡式や十

王台式に比定される。「外山遺跡」の弥生時代後期あるいは五領期の住居跡から出土している。

器種は壷形土器や小形壷である。ここでは，出土量の多い十王台式土器について触れてみたいと

思う。

実測した土器の個体については，各住居跡の出土遺物表で説明しているので省略し，全体的に

包括してみることにする。口唇部にはキザミや縄文原体による押捺がみられるものがある。口縁

部は，複合口縁を呈しているものと呈さないものがある。前者の場合は，その下端にキザミの装
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館を施している。複合目線の部分は，縄文が施文されているか無文である。後者の場合は，目線

部に縄文か櫛目の波状文を施文しており，頸部との境に微隆帯を設け，指頭かヘラ状具による押捺

がなされている。頭部は，十王台式土器の特徴がよく表現されている。2ないし3条の櫛目によ

る懸垂文を施し，土器円周を3～6区別し，区別された間に極目の波状文を施している。懸垂文

の中は無文である。胴部との境目には，櫛目による横線文が施文されている。胴部は付加条縄文

で羽状を呈しているものが多い。底部は，無文・木葉痕・布目痕がみられる。

これらの土器は，先にも述べたように五領の住居跡からも検出されているので，弥生時代終末

期に位置づけられるものと思う。

（3）土師器

「外山遺跡」の18軒の住居跡から土師器の出土がみられる。5。39・41号住居跡は出土量も多

く，完形を呈しているものも検出されている。器種は，婆形土器e壷形土器・杯e高塚・域・酢

飯等である。五領式土器は，刷け目調整とていねいなヘラ磨きで整形されている。鬼高式土器は，

ヘラ磨きやヘラ削りと目線部の横ナデなどの整形技法がみられる。

（4）須恵器

「兵崎遺跡」の2号方形周溝状遺構溝内覆土中から，須恵器の杯が6個体出土している。その

うち1個体は高台付球である。器形は，平底の底部からまるみをもって立ちあがっている。ロク

ロ整形によって量産化されたものと考えられ，やや粗雑である。整形技法や形態の特徴からして，

「安房西古墳群」出土の須恵器と同一時期に比定されよう。
注1

注1茨城県教育財団「鹿島線関係遺跡発掘調査報告書」昭和55年

2．石器類

石岡南台の各遺跡から石器類の出土がみられたが，数は少ない。しかし，生活に必要な種類は

揃っている。「外山遺跡」では遺構からの出土がみられるが，他の各遺跡ではグリッド発掘中に出

土したものがほとんどである。石器類のほとんどは縄文時代のものと思われるが，「外山遺跡」の

39号住居跡の砥石は古墳時代に属すると思われる。

土器の総量と比較して石器および石片の出土点数が少をいのは良好な原材に恵まれなかったた

めであろう。そのことは，石皿と凹石，敲石と磨石というように1つの石器が両方の用途に使われ

ていることからも推察できる。また，石器の出土状況からみると，床面に密着した状態で出土し

ている石器がほとんどない。これは，石器の「吹上パターン」ととらえられはしまいか。だが，

石器群の組み合せや人間の生活行動から検討を加えていかなければならない問題なので，ここで
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は指摘だけに留めておきたい。

各石器の法量および出土地点等については一覧表にまとめた。

石　器　実　測　表

器　　 種 N o 出　 土　 地　 点
最 大長（cm ）桓 紬 ！最大離 m ）

重 量 （g ） 石　　 材 挿図番 号

敲　　 石 1 兵　　 崎 B 3il 10 ．6 6 ．7 5 ．3 5 32 花 崗 岩
第301図 － 1

P L 64 － 1

2 ク
D 3e 3

I ・Ⅲ層
8 ．3 7 ．0 4 ．9 4 14 〃

第301図 －2

P L 64 －2

3 大 谷 津 A
C lho

I ～ Ⅲ 層
10 ．2 8 ．3 5 ．6 653 ク

第301図 －3

P L 64 －3

4 ク

C 2j3

I ～ Ⅲ 層
8 ．3 6 ．6 4 ．5 380 ク

第301図 －4

P L 64 －4

5 ク
D 2 C5

I ～ Ⅲ層
1 1 ．1 6 ．2 3 ．9 4 40 ク

第301図 －5

P L 64 －5

6 大 谷 津 B
A 2 e7

I 層
10 ．0 4 ．8 3 ．7 2 18 流 紋 岩

第301図 －6

P L 64 －6

7 〃
A 2e8

I 層
10 ．6 6 ．9 3 ．8 4 12 硬 砂 岩 第301図 －7

8 ク
A 2f7

I 層
8 ．6 7 ．5 4 ．3 41 5 アプライト

第301図 －8

P L 64 －7

9 ク
A 2 f8 ・f9

Ⅹ
6 ．0 7 ．0 生 2 240 砂　　 岩

第301図 －9

P L 64 －8

10 ク
B 2 el

Ⅲ層
12 ．7 7 ．8 5 ．7 672 ク

第301図 つ 0

P L 64 －9

1 1

つ B 2g 7

Ⅲ層
1上 5 8 ．8 5 ．8 88 2 流 紋 岩

第301図 つ 1

P L 64 つ 0

12 ク

B 2g 9

Ⅱ層
8 ．9 7 ．1 5 ．7 42 6 アプ ライ ト

第301図 つ 2

P L 64 つ 1

13 外　　 山
S ト2

4 区 Ⅹ
9 ．5 6 ．8 7 ．2 842 流 紋 岩 第301図 つ 3

S T－3 笛朋1図 －1A
14 〃 1 区

9 ．8 6 ．4 3 ．4 317 砂　　 岩
P L 64 つ 2

15 ク
S I－3

4 区
15 ．0 7 ．5 5 ．5 8 35 硬 砂 岩 第302図 －1

16

】

〃

S 主 5

4 区 Ⅹ
12 ．7 7 ．3 5 ．5 7 31 花 崗 岩

第302図 －2

P L 64 つ 3

17 ク
S I －1 1

Ⅹ
9 ．9 8 ．3 4 ．8 5 15 流 紋 岩

第302図 －3

P L 64 つ 4

18 ク
S I －14

Ⅹ
5 ．8 7．4 4 ．2 25 5 ク

［第302図 －4

P L 64 －15

1 9 ク
S I －14

1 区 Ⅹ
12 ．5 8 ．4 7 ．3 1015 花 崗 岩

第302図 －5

P L 64 つ 6

20 ク
S I －14

3 区 Ⅹ
9 ．6 8 ．8 3 ．0 342 砂　　 岩

第302図 －6

P L 64 つ 7

21 ク
S 主 14

3 区 Ⅹ
9 。7 7 ．0 4 ．7 4 90 花 崗 岩

第302図 －7

P L 64 つ 8

2 2 ク
S 「－2 1

3 区 Ⅹ

I

5 ．9 4 ．0 3 ．0 10 0 砂　　 岩
第302図 －8

P L 64 つ 9
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器　　 種 N o 出　 土　 地　 点 最 大 長 （cm ）最 大 幅 （cm ）最 大 摩 （cm ） 重 量 （g ） 石　　 材 挿 図 番 号

敲　　 石 23 外　　 山
S 主 2 2

1 区 Ⅹ
10 ．7 5 ．5 4 ．7 4 1 0 半 花 崗 岩

第302図 －9

P L 6 4 －20

2 4 ／ン

S 「－24

4 区 X
7 ．7 7 ．3 4 ．7 3 4 5 硬 砂 岩

第302図 －10

P L 64 －21

2 5 ク

S 「－26

2 区 Ⅹ
9 ．2 8 ．7 5 ．3 5 3 0 砂　　 岩

第302図 つ 1

P L 64 －22

2 6 ク
S 「－26

2 区 Ⅹ
9 ．4 6 ．2 3 ．5 2 7 0 花 崗 岩

第302図 つ 2

P L 64 1 23

2 7 ク

l

S ト 3 0

1 区 X
5 ．8 5 ．8 3 ．8 1 8 0 流 紋 岩

第302図 つ 3

P L 6 4 －24

2 8 ケ

S I －3 3

3 区 X
1 2 ．5 1 0 。5 7 ．0 1 2 3 0 砂　　 岩

第302図 つ 4

P L 64 －25

2 9 ク
S I －3 3

3 区 X
8 ．9 7 ．6 6 ．4 6 5 5 半 花 崗岩

第302図 つ 5

P L 64 －26

3 0 ケ S ト 37 ・38 9 ．0 5 ．8 3 ．5 2 6 2 アプ ライ ト
第302図 つ 6

P L 64 －27

3 1 ク
S I －40

X
7 ．6 7 ．2 5 ．8 5 1 5 砂　　 岩

第302図 つ 7

P L 64 －28

3 2 ク
S I －4 0

Ⅹ
10 ．7 6 ．1 3 ．5 3 6 5 アプ ライ ト

第303図 －1

P L 6 4 －29

3 3 ク
S I －4 0

Ⅹ
1 0 ．9 6 ．3 3 ．1 3 5 5 砂　　 岩

第30姻「 2

P L 6 5 －1

3 4 ケ
S I－4 4

3 区 Ⅹ
8 ．5 5 ．0 2 ．4 1 5 0 花 崗 岩

第303図 －3

P L 65 －2

3 5 ケ
S I－4 8

4 区 Ⅹ
9 ．3 5 ．0 1 ．7 1 2 5 砂　　 岩

第303図 －4

P L 65 －3

3 6 一ケ

S 「－5 1

2 区 Ⅹ
8 ．7 7 ．0 8 ．8 5 3 0 アプ ライ ト

第303図 －5

P L 65 －4

磨　　 石 1 大 谷 津 C
A l a l

I 層
5 ．4 4 ．2 2 ．4 7 4 砂　　 岩

第303図 －6

P L 6 5 －5

2 大 谷 津 A
C 2 j5

I ～ Ⅲ 層
10 ．7 7 。1 6 ．7 7 6 5 ク

第303図 －7

P L 6 5 －6

3 ク D 2 a 5 1 0 ．3 9 ．0 4 ．4 5 6 3 流 紋 岩
第303図 －8

P L 65 －7

4 対 馬 塚
A 2j 5

Ⅲ層 ′
7 ．5 1 0 ．2 4 ．0 4 7 0 砂　　 岩

第303図 －9

P L 65 －8

5 ク

B 3 g l

I 層
9 ．0 5 ．4 4 ．9 5 1 9 流 紋 岩

第303図 つ 0

P L 6 5、－9

6 大 谷 津 野
A 2a 8

Ⅲ層
4 ．8 4 ．2 1 ．9 5 8 砂　　 岩

第303図 つ 1

P L 6 5 －10

7 ケ

A 2 g l

Ⅱ層
1 1 。8 6 ．8 5 ．1 6 0 6 ケ

第303図 つ 2

P L 65 つ 1

8 ク
B 2 g 9

Ⅲ層
6 ．9 5 ．6 4 ．1 2 3 1 ク

第303図 つ 3

P L 65 つ 2

9 ケ
B 2区

Z
5 ．5 5 ．1 3 ．1 1 2 4 ケ

第303図 つ 4

P L 65 つ 3
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器　　 種 No 出　 土　 地　 点 最 大 長 （cm ）最 大 幅 （cm ）最 大 厚 （cm ）重 量 （g ） 石　　 材 挿 図 番 号

磨　　 石 10 外　　 山
S 「－5

3 区 Ⅹ
13 ．5 8 ．2 4 ．0 5 6 0 砂　　 岩

第303図 つ 5

P L 6 5 つ 4

1 1 ク
S I －2 1

4 区 Ⅹ
11 ．5 5 ．8 4 ．5 4 4 0 流 紋 岩

第303図 つ 6

P L 6 5 1 15

1 2 ク
S I －33

i l 区 Ⅹ
12 ．7 5 ．5 2 ．8 3 3 5 砂　　 岩

第303図 つ 7

P L 65 つ 6

1 3 ク

S 主 33

3 区 Ⅹ
8 ．6 5 ．1 1 ．9 14 0 粘 板 岩

第303図 －18

P L 6 5 つ 7

1 4 ク
S ト36

2 区 Ⅹ
9 ．0 6 ．9 3 ．6 3 4 0 半 花 崗 岩

第303図 つ 9

P L 6 5 つ 8

1 5 ク
S I－40

Ⅹ
1 0 ．2 7 ．0 5 ．5 7 6 0 砂　　 岩

第304図 － 1

P L 6 5 つ 9

1 6 ク
S 主 40

Ⅹ
9 ．4 8 ．5 7 ．3 9 5 3 硬 砂 岩

第304図 －2

P L 6 5 －20

1 7 ク

S I－4 0

4 区 Ⅹ
10 ．0 6 ．8 3 ．0 3 0 5 ケ

第3糾図 －3

P L 6 5－21

1 8 ケ
S I－47

2 区 Ⅹ
9 ．1 8 ．5 4 ．5 4 5 2 砂　　 岩

第304図 －4

P L 65 －22

1 9 ク
S I－48

3 区
8 ．7 7 ．7 5 ．7 4 2 5 ク

第304図 －5

P L 65 －23

2 0 ノケ
S 主4 9

4 区 Ⅹ
7 ．7 7 ．6 6 ．0 5 7 6 硬 砂 岩

第304図 －6

P L 6 5 －24

2 1 ク
S I－6 3

3 区
8 ．0 3 ．4 2 ．0 7 1 ク

第304図 －7

P L 6 5 －25

礫　　 器 1 兵　　 崎
C 3d 3

表 土
9 ．0 6 ．2 2 ．2 1 9 0 硬 砂 岩

第304図 －8

P L 65 －26

2 大 谷 津 A
C 2 d 4

I 層
9 ．6 1 0 ．0 2 ．9 4 3 0 砂　　 岩

第304図 －9

P L 6 5 －27

3 大 谷 津 B
B 2 g 9

Ⅱ層
7 ．0 5 ．8 2 ．2 1 0 2 粘 板 岩

第304図 つ 0

P L 6 5 －28

n l「l＋＋A とJL＿　′h　A＋．r‾T‾．→
4 〃

D ∠g U

Ⅱ層
4 ．5 5 ．7 3 ．1 1 4 5 砂　　 岩

弟3掴凶 －11

P L 65 －29

5 ク
B 2 g 9

‡層
8 ．9 7 ．0 4 ．6 4 2 4 花 崗 岩

第304図 つ 2

P L 66 －1

6

】

ク

B 3 g l

I 層
8 ．7 3 ．7 2 ．6 1 2 6 砂　　 岩

第304図 つ 3

P L 66 －2

7 外　　 山
S I－5

3 区 Ⅹ
lL 0 8 ．4 4 ．0 4 8 0 砂　　 岩

第304図 つ 4

P L 6 6 －3

8 ク

S I－16

Ⅹ
8 ．5

i 7 ．5

2 ．4 1 8 2 ク

第304図 つ 5

P L 6 6 －4

9 ク
S ト 18

1 区 X　 i
7 ．8 4 ．8 3 ．0 1 8 0 ク

第305図 －1

P L 66 －5

1 0 ク

S I －21

2 区 Ⅹ
5 ．9 3 ．5 工 8 6 0 チ ャ ー ト

第305図 －2

P L 66 －6

1 1 ク

S ト2 1

3 区 Ⅹ
10 ．4 5 ．9 2 ．9 2 5 5 安　 山 岩

第305図 －3

P L 6 6 －7
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器　　 種 N o 出　 土　 地　 点 最 大 長 （cm）最 大 幅 （cm）最 大 摩 （Cの 重 量 （g ） 石　　 材 挿 図 番 号

礫　　 器 12 外　　 山
S I－2 1

3 区 Ⅹ
6 ．3 5 ．4 2 ．4 1 1 5 砂　　 岩

第305図 －4

P L 6 6－8

1 3 ノシ

S 主 2 1

1 区 Ⅹ
7 ．5 6 ．3 生 5 2 6 5 ノケ

第305図 －5

P L 6 6 －9

1 4 ノシ
S I －24

3 区 Ⅹ
7 ．9 7 ．0 5 ．5 4 2 0 硬 砂 岩

第305図 －6

P L 6 6 つ 0

1 5 ク
S I －3 0

4 区 Ⅹ
5 ．9 5 ．5 2 ．7 1 1 6 砂　　 岩

第305図 －7

P L 66 つ 1

1 6 ′ケ S I－3 7 ・38 1 0 ．5 6 ．9 3 ．0 3 4 0 ケ

第305図 －8

P L 66 つ 2

1 7 ク
S I －40

Ⅹ
12 ．0 9 。1 3 ．8 6 0 0 ク

第305図 －9

P L 66 つ 3

1 8 ケ

S 主 45

3 区
7 ．9 5 ．5 2 ．0 1 2 5 片 麻 岩

第305図 つ 0

P L 66 つ 4

凹　　 石 1 大 谷 津 A
C 2 g

I ～ Ⅲ層
7 ．6 4 ．8 上 4 7 6 砂　　 岩

第305図 つ 1

P L 6 6 つ 5

2 ク

C 2 g l

I ～ Ⅲ層
8 ．7 7 ．8 5 ．7 4 9 3 アプライ ト

第305図 つ 2

P L 6 6 つ 6

3 ケ
D 2 a 5

I ～ Ⅲ層
1上 6 8 ．0 3 ．2 4 2 0 安 山 岩

第305図 つ 3

げ L 6 6 つ 7

！
4 ク D 2 a 5 1 2 ．2 1 0 。0 5 ．7 1 0 1 1 砂　　 岩

第305図 つ 4

P L 66 －18

5 ク D 2 a 5 8 ．7 5 ．7 3 ．4 2 5 2 ケ

第305図 つ 5

P L 6 6 つ 9

6 外　　 山
S 1 －14

4 区 Ⅹ
1 上 5 8 ．9 4 ．3 7 2 0 安 山 岩

第305図 つ 6

P L 6 6 －20

7 ク
S I －2 1

3 区 Ⅹ
8 ．2 6 ．9 4 ．8 4 1 2 花 崗 岩

第306図 －1

P L 6 6 －21

8 ク

S I －3 1

4 区 Ⅹ
22 ．0 1 1 ．4 3 ．4 6 3 5 安山岩質熔岩

第306図 －2

P L 6 6 －22

9 ケ
S I －32

3 区 Ⅹ
8 ．7 7 ．5 2 ．3 1 9 0 ク

第306図 －3

P L 66 －23

1 0 ク

S 「－33

3 区 Ⅹ
16 ．5 1 5 ．1 4 ．6 2 1 5 0 花 崗 岩

第306図 －4

P L 66 －24

1 1 ケ S ト 37 ・38 1 0 ．4 8 ．7 3 ．2 4 1 2 安 山 岩
第306図 －5

P L 66 －25

1 2 ケ
S I－4 0

5 Ⅹ
8 ．0 生 8 3 ．7 2 1 0 花 崗 岩

第306図 －6

P L 6 7 －1

1 3 ク

S I－47

3 区 Ⅹ
8 ．7 6 ．8 4 ．2 3 3 3 流 紋 岩

第306図 －7

P L 67 －2

14 ク
S I －52

3 区 Ⅹ
11 ．2 9 ．8 4 ．9 9 8 5 砂　　 岩

第306図 －8

P L 67 －3

1 5 ケ
S 「－53

Ⅹ
12 ．1 8 ．0 4 ．8 8 9 8 アプ ライ ト

第306図 －9

P L 67 －4

1 6 ケ
S 主 57

2 区 X
4 ．0 7 ．2 2 ．0 7 1 熔　　 岩

第306図 －10

P L 67 －5
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器　　 種 No 出　 土　 地 ∴点 最 大 長 （cm）最 大 幅 （cm）最 大 厚 （Cの 重 量 （g ） 石　　 材 挿 図 番 号

凹　　 石 17 外　　 山
S 上 6 2

2 区 Ⅹ
4 ．0 7 。2 3 ．8 1 9 8 安　 山 岩

第306図 つ 1

P L 6 7 －6

1 8 ノシ B 3 a 3 2 1 ．4 2 7 ．0 7 ．9 7 5 2 0 砂　　 岩
第306図 つ 2

P L 6 7－7

石　　 皿 1 大 谷 津 A
D 2 a 5

I ～ Ⅲ層
5 ．8 5 ．8

4 ．4 （縁 ）

3 ．1
1 2 1 安山岩質熔岩

第307図 － 1

P L 67 －8

2 大 谷 津 B
A 2 b 8

I 層
7 ．7 4 ．3

3 ．1 （縁 ）

上 4
73 熔　　 岩

第307図 －2

P L 67 －9

3 ′ケ
A 2 e 8

†層
9 ．9 6 ．0

4 ．5 （縁 ）

3 ．2
2 2 5 安山岩質熔岩

第307図 －3

P L 6 7 つ 0

4 ク
A 2 e 9

I 層
8 ．3 6 ．0

2 ．7 （縁 ）

1 ．8
1 2 0 熔　　 岩

第307図 紳4

P L 67 －11

5 外　　 山
S 主 8

1 区 Ⅹ
1 1 ．0 6 ．4 3 ．4 4 6 5 砂　　 岩

第307図 －5

P L 67 つ 2

6 ク
S I －3 1

2 区 X
6 ．1 6 ．3

7 ．9 （縁 ）

工 8　 i
2 7 0 安山岩質熔岩

第307図 －6

P L 67 つ 3

7 ク
S 「－3 1

2 区
9 ．0 7 ．8 1 ．9 8 0 ク

第307図 －7

P L 6 7 つ 4

8 ク

S 主 35

2 区 Ⅹ
8 ．0 4 ．9 2 ．0 1 2 5 砂　　 岩

第307図 －8

P L 6 7 つ 5

9 ノケ
S I－4 0

X
7 ．8 7 ．3

3 ．0 （縁 ）

2 ．2
1 1 5 熔　　 岩

第307図 －9

P L 6 7 つ 6

1 0
さ

ク
S I－6 1

4 区 Ⅹ
7 ．5 6 ．6

4 ．8 （縁 ）

3 ．0
3 6 2 ク

第307図 つ 0

P L 6 7 つ 7

1 1 ク
S I －62

2 区 X
1 0 ．5 7 ．9 4 ．3 4 3 6 〃

第307図 つ 1

P L 6 7つ 8

磨 製 石 斧 ′1 大 谷 津 A
C l io

I ～ Ⅲ層
3 ．9 生 7 2 ．1 6 8 流 紋 岩

第307図 つ 2

P L 67 つ 9

l　　　　　　　　　　　　　】

2

1

ク

l

D 2 b 7

I ～ Ⅲ層

l

8 ．7

1

4 ．3

l

2 ．3

I

1 6 5

l

緑 泥 片 岩

l

第307図 つ 3

P L 68 － 1

3 対 馬 塚 A 2h 6 4 ．4 5 ．0 2 ．3 8 5 花 崗 岩
第307図 つ 4

P L 6 8 －2

4 大 谷 津 B
A 2 a 8

Ⅲ層
5 ．8 2 ．9 1 ．5 3 6 チ ャ ー ト

第307図 つ 5

P L 6 8 －3

5 ケ

A 2 d 7

1 層
5 ．1 2 ．9 1 ．3 3 1 ホルンフェルス

第307図 つ 6

P L 6 8 －4

6 ケ A 2 f 6 7 ．2 4 ．3 2 ．3

i 1 2 1

ク
第307図 つ 7

P L 68 －5

7 ク
A 2 i2

Ⅲ層
5 ．8 4 ．6 3 ．8 1 7 1 砂　　 岩

第307図 つ 8

P L 68 －6

8 ク

P it1 3

4 Ⅹ
8 ．5 3 ．2 0 ．9 3 6 アプライ ト

第307図 つ 9

P L 68 －7

9 大 谷 津 C
A l a 2

I 層
5 ．4 4 ．2 2 ．4 7 4 砂　　 岩

第307図 －20

P L 6 8 －8

1

1 0 】外　　 山
S 主 11

炉跡4号内X
7 ．8 3 ．8 上 2 5 9 粘 板 岩

第307図 －21

P L 6 8 －9
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器　　 械 N o 出　 土　 地　 点 最 大 長 （cm）最 大 幅 （cm）最 大 摩 （cm） 重 量 （g ） 石　　 材 挿 図 番 号

磨 製 石 斧 1 1 外　　 山 S I －14 4 ．5 2 ．9 0 ．8 1 8 ．5 縁 泥 片 岩
第307図 －22

P L 6 8 つ 0

1 2 一ケ

S I －20

1 区

！

9 ．8 4 ．5 3 ．3 3 1 5 ク

第307図 －23

P L 6 8 つ 1

1 3 ケ

S 「－21

1 区
4 ．1 3 ．2 2 ．3 6 5 ケ

第307図 －24

P L 6 8 つ 2

1 4 ク
S I－24

4 区 事
5 ．4 3 ．5 上 4 5 0 ク

第307図 －25

P L 6 8 つ 3

1 5 ノシ
S I三30

4 区 Ⅹ
7 ．9 8 ．2 2 ．6 3 2 5 砂　　 岩

第307図 －26

げ L 68 つ 4

1 6 ケ

S I －33

Ⅹ
9 ．7 6 ．0 上 2 1 5 0 粘 板 岩

第307図 －27

P L 6 8 つ 5

1 7 ク
S I －36

2 区 Ⅹ
生 5 4 ．1 2 ．7 9 0 斑 媚 岩

第308図 －1

P L 6 8 つ 6

1 8 ケ S ト4 0 1 2 ．0 5 ．0 3 ．2 3 5 0 緑 泥 片 岩
第308図 －2

P L 6 8 つ 7

1 9 ク
S I－4 0

Ⅹ
6 ．5 4 ．8 2 ．5 1 3 5 ク

第308図 －3

P L 68 －18

2 0 ケ
S I －58

2 区 X
5 ．5 3 ．4 工 0 3 2 チ ャ ー ト

第308図 －4

P L 68 つ 9

】

2 1 〃
S エー62

4 区 X

i

5 ．1 3 ．5 1 ．0 2 7 緑 泥 片 岩
第308図 －5

P L 68 －20

打 製 石 斧 1 外　　 山
S 主 32

4 区 X
8 ．5 7 ．4 3 ．3 2 9 0 粘 板 岩

第308図 －6

P L 6 8 －21

2 ケ
S I －45

1 区 X
1 5 ．2 7 ．2 1 ．7 2 9 0 点紋粘板岩

第308図 －7

P L 6 8 －22

ハ ンマ ー

ス トー ン
1 外　　 山

S I －58

1 区
13 ．2 8 ．1 3 ．0 5 1 6 硬 砂 岩

第308図 －8

P L 68 －23

砥　　 石 1 対 馬 塚
B 2e 9

I 層
10 ．0 4 ．2 3 ．3 2 5 4 砂　　 岩

第308図 －9

P L 68 －24

2 外　　 山
S I －2 6

1 区 Ⅹ
10 ．0 7 ．5 3 。7 4 7 0 緑 泥 片 岩

第308図 つ 0

P L 68 －25

3 ク

S I －39

Ⅹ
9 ．2 3 ．9 3 ．1 9 6 凝灰質砂岩

第308図 つ 1

P L 6 8 －26

4 ケ
S I －45

2 区 X
1 0 ．0 5 ．2 4 ．5 3 7 5

l

砂　　 岩
第308図 つ 2

P L 6 8 －27

5 ク

S I －63

3 区
9 ．1 5 ．5 6 ．2 5 3 9 硬 砂 岩

第308図 つ 3

P L 6 8 －28

石　　 鋤 1 ク
S I －24

4 区 Ⅹ
26 ．7 6 ．6 2 ．6 1 1 4 5 粘 板 岩

第308図 つ 6

P L 6 8 －29

石　　 錘 1 兵　　 崎 C 3e 7

5 ・O i

2 ．2 工 3 2 1 粘 板 岩
第308図 つ 4

P L 68 －30

2 外　　 山 S I－1 3

生 O i

3 ．7

l
i

L 8 3 4 i 砂　　 岩
第30纏「 15

P L 68 －31

石　　 鉄 1 外　　 山 S I－2 5 1 ．5 1 ．3 0 ．3 0 ．5 チ ャ ー ト
第309図 －1
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器　　 種 N o 出　 土　 地　 点 最 大 長 （cm ）最 大 幅 （cm ）最 大 厚 （cm ） 重 量 （g ） 石　　 材 挿 図 番 号

石　　 鉄 2 外　　 山 S 「・3 3 1 ．4 上 5 0 ．3 0 ．5 チ ャ ー ト
第309図 －2

P L 69

3 ノケ S I－33 2 ．1 1 ．8 0 ．4 工 5 ホルンフェルス
第30咽 －3

P L 6 9

4 ク S I －40 3 ．0 1 ．6 0 ．6 3 ．0 チ ャー ト 第309図 －4

5 ク S I －42 2 ．7 1 ．8 0 ．4 1 ．0 ホルン7 ェルス 第309図 －5

6 ク S I－4 6 3 ．6 1 ．5 0 ．4 1 ．5 チ ャ ー ト
第309図 －6

P L 6 9

7 ク S ト 58 上 7 1 ．0 0 ．3 0 ．5 ク
第309図 －7

P L 6 9

石　　 錐 1 外　　 山 S 主 8 生 2 2 ．2 0 ．9 7 ．5 ホルンフェルス
第309図 －8

P L 69

2 ク S I－3 0 2 ．4 1 ．3 0 ．3 1 ．0 チ ャ ー ト
第309図 －9

P L 6 9

3 ク

S I－3 1

4 区 Ⅹ
2 ．8 0 ．9 0 ．4 1．0 〃

第309図 つ 0

P ．L 6 9

4 ′ケ
S 「・33

3 区 Ⅹ
5 ．7 上 6 0 ．6 3 ．0 ケ

第309図 つ 1

P L 69

石　　 匙 1

外　 山 iB 2 fl

Ⅲ層
3 ．5 3 ．5 0 ．7 7 ．0 ホルンフェルス 第309図 つ 2

尖　 頭 器 1 外　　 山 S ト3 4 ．6 2 ．3 0 ．8 0 ．7 チ ャ ー ト
第31咽 － 1

P L 69

2 ′ケ
S I－1 1

Ⅹ
10 ．4 2 ．2 0 ．8 1 9 ．0 粘 板 岩

第310図 －2

P L 6 9

3 ク S ト 62 3 ．9 上 8 0 ．6 4 ．5 安 山 岩 第310図 －3

4 ク

C 3 a 6

Ⅳ層
1 2 ．2 2 ．9 上 2 4 8 ．5 チ ャー ト

豊 糾
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第301図　石器実測図（敲石）
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第302図　石器実測図（敲石）
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第303図　石器実測図（敲石・磨石）
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第304図　石器実測図（磨石・礫器）
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第305図　石器実測図（礫器・凹石）
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第306回　石器実測図（凹石）
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第307回　石器実測図（石皿・磨製石斧）
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第308図　石器実測図（磨製石斧・打製石斧・ハンマーストン・砥石・石錘・石鋤）

－　336　－



義一‥：過，轟：

A
1
－
日
目
日
日
日
日
U
U
V

．
．

盛一曲璃7

第309図　石器実測図（石鍛・石錐・石匙）
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第310図　石器実測図（尖頭器）
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